
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

岩手県立総合教育センター 

教育支援相談担当 

校内資源を活用した 

校内支援実践事例集 



 

「校内資源を活用した校内支援実践事例集」について 

～はじめにお読みください～ 

 

本事例集は，通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする児童生徒への支援の 

 充実を図るために，校内の特別支援教育の専門性をもった教職員，相談員，支援員 

等の人材，分掌や委員会，チーム等を有効に活用した実践事例を紹介するものです。 

  また，実践事例に加えて，校内支援体制の基本的なモデルや，校内支援体制によ 

る取組を支援するための各種シートやガイド等も掲載しました。 

  小・中学校等における校内支援推進のためにご活用いただければ幸いです。 

 

 

「校内資源を活用した校内支援実践事例集」の構成 

 

第１章  校内資源を活用した実践事例 

      研究協力校５校（小学校３校，中学校２校）における校内資源を活用した校内支援体制

による取組事例を具体的に掲載しています。 

 

第２章  学校レポート ～全県調査による特徴的な取組から～ 

特徴的な取組を進めている小学校１校及び中学校１校の様子について掲載しています。 

 

第３章  校内資源を活用した校内支援体制の基本的モデル 

      校内資源を活用した校内支援体制として考えられるモデルとして，６つのモデルを掲げ，

かかわりのある校内資源や取組内容，年間推進計画モデル等を掲載しています。 

 

別冊資料 活用ツール＆資料集 

     校内支援体制による取組を進めていく上で活用できる，シート様式や２つの手引き資料

を掲載しています。 

  ・活用ツール 

  ・資料「ユニバーサルデザインの視点を取り入れた校内授業研究ガイド」 

  ・資料「よりより保護者連携のために」 

 

この実践事例集は，岩手県立総合教育センタ－Ｗeb ページ http://www.1.iwate-ed.jp/の 

教育支援相談担当のページからダウンロードすることができます。 

   

本実践事例集の表番号，図番号については，実践事例，レポートごとに番号表示になって 

ています。 



 

校内資源を活用した「校内支援体制の基本的モデル」について 

 

 

 本事例集では，「校内支援体制の基本的モデル」により取り組まれた実践が紹介されています。こ

の基本的モデルは，「通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする児童生徒への支援の充実に関する

研究－校内資源を活用した校内支援体制の確立を目指して－」（平成 26-27 年度岩手県立総合教育セン

ター研究）において，まとめたも

のです。 

基本的モデルは，校内資源を活

用した校内支援体制について，「個

に対する支援」（支援を必要とする

児童生徒に対する支援）の視点，

「全体に対する支援」（支援を必要

とする児童生徒を含めた学級全体

に対する支援）の視点の二視点か

ら，６つのモデル（【図１】参照）

として立案しました。 

また，モデルの内容として，各

学校が支援を検討していく上での  【図１】二視点からの校内支援体制の基本的モデル   

手がかりとなるように，校内資源  

から想定される具体的役割や，年    【表１】基本的モデルの構成内容 

間推進計画例などにより，構成し

ました。  

これらの基本的モデルは，それ

ぞれの取組を学校ニーズに応じて，

組み合わせることにより，より効

果を上げられるものと考えます。 

「第１章 校内資源を活用した

実践事例」は，研究協力校におけ

る基本的モデルに関連付いた取組

を紹介しています。各校では，学

校ニーズに応じて，各モデルをカ

スタマイズした校内支援体制によ

る取組を推進し，大きな成果を上

げてきました。 

 「第２章 学校レポート」では，

本研究の一環として行った全県調

査結果から，優れた取組を進めて

いる２校の実践を紹介しています。 

 第３章では，【表１】の構成内容により，各基本的モデルを掲載しています。 
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実践事例 
～研究協力校における取組から～ 
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１ 実践校について（平成 27 年度現在） 

学校名 盛岡市立都南東小学校(校長 佐藤 淳子) 

学級数 ８学級(特別支援学級２：知１，情１)  

児童数・教職員数 児童数 174 名，教職員数 19 名 

 

２ 取組の実際 

  本校における実践は，「基礎・基本を身につけた子ど 

もの育成－学びを支え，学びをつくる学級経営の在り 

方－」を研究主題に掲げ，学級経営の充実に重点をお 

いた取組です。児童の自己存在感を高め，情緒の安定 

を図る学級経営をすることにより，学習指導が充実し， 

分かる喜びを感受することができ，学力向上につなが 

ると考え，全校体制で学級経営の研究に取り組みまし 

た。本研究との関連は【図１】のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究の背景  

  本校は，【図２】の研究の背景により，「学級経営の充実」と「授業改善」に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２】研究の背景 

研究主題 基礎・基本を身につけた子どもの育成 

－学びを支え，学びをつくる学級経営の在り方－ 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

実践事例Ⅰ 盛岡市立都南東小学校の取組 

学級経営の充実に重点をおいた学校スタンダードの取組 

学級経営の充実の

研究は，学校全体の

規準(手本，規範，規

律)を統一する学校

スタンダードの策定

につながりました。 

ポイント 

【図１】本校の実践と本研究 

モデルⅢ 

特別支援

学級の弾

力的運用

の取組 

 

 

 

モデルⅤ ユニバーサルデザインの視点 

を取り入れた授業研究の取組 

 

 

 

モデルⅥ 特別支援教育の視点を取り入れた学校

スタンダードの取り組み 

 

 

 



- 3 - 

  

４ 研究計画 

年度当初の校内研究会において，研究主題，研究目標，研究内容等について確認を行ったものが，

【表１】です。 

【表１】校内研究の概要 

意義 

５ 学級経営の充実 

学級経営の充実のために，「聴くことができる学級」，「互いの特性を理解し合う学級」の二つの

視点から取り組みました。 

(1)  聴くことができる学級づくり 

「聴く」ことができることは，「学習活動へ意識を向けること」，「自己コントロール       

ができること」，「他者を意識すること」，「思考し判断し表現すること」につながります。第

１回授業研究会では，児童の「聴く」ことができない状況を「聴かせられない」指導と捉え，「聴

かせることができる」指導の在り方を【図３】として取組ました。 

 

【図３】聴くことができる状況づくりの取組 

研究主題 基礎・基本を身につけた子どもの育成 

－学びを支え，学びをつくる学級経営の在り方－ 

研究目標 基礎・基本を確実に身に付けさせるための学級経営の在り方について授業実践

を通して明らかにすることにより，学力向上を目指す。 

研究仮説 学習活動を支える安定した学級経営のもとで，「見通す」「振り返る」を設定し

た授業を行えば，すべての児童に教科等における基礎・基本を身に付けられるで

あろう。 

研究内容 

(抜粋) 

〈学級経営について〉 

○「聴く」ことができる学級 

○互いの特性を理解し合う学級 

〈授業改善について〉 

○１単位時間や単元のはじめに「見通しをたてる」活動を確保する。 

 ○１単位時間や単元のおわりに「振り返る」活動を確保する。 

〈日常的な学習活動の工夫〉 

 ○教科指導を補うための指導の工夫 

〈小中三校の連携〉 
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刺激量の 

構造化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料１】研究部通信 教室環境の統一 

  

 

教室前掲示 

(【写真 】参照) 

・学校教育目標 

・シンプルな学級目標 

  

黒板の使い方 

・一単位授業のために使用 

・児童氏名磁石は補助黒板等を 

利用 

・磁石等はケースに保管 

教卓 

・一単位時間以外の物は置かな

い 

戸棚 

・目隠しをする 

・提出物，ノート類はカゴに入

れて集める 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真１】教室前方の様子 

先生方の声 

・教室前面をスッキリさせる

ことは，落ち着いて学習に

臨むことにつながってい

る。 

・特別な支援が必要な児童の

座席を配慮し，授業に集中

できるようにした。 

教室環境の統一 

教室前面の掲示の吟味 

(【写真１】参照) 

・学校教育目標 

・シンプルな学級目標 

全校統一で教室環境を整

えることに成功した要因は

以下にあると考えます。 

〔時期〕   

新年度スタート前の提案 

〔発信者〕  

研究部からの通信（【資料１】） 

〔提示〕   

具体的な視覚提示 
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刺激量の

構造化 

 

 

集中して話を聴くことができるために，机上の使い方を統一しました。 

 

 筆記用具の置き場所の統一【写真２】 

 筆記用具のまとめ方の工夫【写真３】 

 教科書やノート，教具の出し入れのタイミング 

 

使用する物だけを机上に置くように教科書やノート，教具を出し入れするタイミン

グを吟味しました。低学年では，鉛筆，消しゴム，赤ペン，青ペン，定規，消しゴム

などを輪ゴムで結ぶようにしました。 

【写真３】筆記用具の使い方 

 

【写真２】筆記用具の置き場所 

場の構造

化 

 

 

 「聴く」だけでは，情報を得ることが難しい児童のために既習事項やヒントなどを 

教室側面や小黒板を活用し，提示しました。（【写真４・５】参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真４】既習事項の掲示     【写真５】ヒントとなる掲示  

机上の使い方の統一 

聴くことを補助する側面の工夫 
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学 習 ル ー

ルの徹底 

 

 

 落ち着き，集中して「聴く」ことができるために，姿や形の指導を行いました。合

い言葉とともに視覚的に提示し，教室側面に掲示しました(【写真６】参照)。「立つ

しせい」は，日直が号令の時にかけ声と共に確認していきます。また，聴く姿勢や態

度のチェックを行い，身に付くまで指導しました(【写真７】参照)。 

 
【写真６】座り方，起立の仕方の視覚的な提示と合い言葉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真７】座席表を使用して「聴き方」のチェック 

 

 

 

 

 

 

「よい姿勢」を視覚的に提示するだけではなく，できる手立てを組み，目に見える評価

をしながら，できるまで継続して取り組んだことが成果をあげています。 

姿や形の指導 

先生方の声 

「どんな姿勢や態度がよい 

のか」を理解するために， 

座席表を使い，できている 

児童に○印をつけていきま 

した。それにより，自分の 

姿勢を確認し，どこまで求 

められているのかを理解 

し，１か月程度で定着が見 

られました。 

ポイント 
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時間の構

造化 

 

 

 

「聴く」ための集中力が持続するように以下の工夫をしました。 

 １ 一単位時間をユニット化し，10～15 分程度で活動内容を替える 

 ２ 低学年では，後半に動きのある活動(操作活動，動作化，体験的な活動など)を設 

定したり，場を替える活動をしたりする 

 ３ 児童の反応を見ながら，待つ時間と進める時間を調整する 

 

 

児童の時間の見通しや集中力が途切れないように，終了時間の「５分前には終わる」

を教職員の合い言葉と心構えとしで授業に臨みました。 

発話の整

理 

 

 

・絶えず音がしている学級，誰かが話している学級では，「聴く」力が育ちません。静

寂の時間，黙動する時間を大切にし，教職員の発話を精選しました。 

・児童が自ら耳を傾けて「聴く」ことができるように，教職員の声の調子，トーン，ス

ピードや間の取り方などを意図的に調整しました。 

 

 

・一時一作業，一文一動詞を心掛け，短く的確な指示を出すようにしました。 

・主述がぶれないように，発話は前もって吟味しました。 

・一度，提示した発問を換えないよう，ぶれないように意識しました。 

 

 

〔困難さ〕 

 ・楽器の学習になると，楽器をいじったり，鳴らしたりして，話を聴くことができなくなる。 

〔取組〕 

刺激量の構造化 ・話を聴く時には，楽器をかごに入れるようにした。 

 →楽器を手から離すことにより，聴くことができる状況になった。 

場の構造化 ・パート練習の時には，場所を分けるようにした。 

 →喧噪の状態ではなくなり，自分たちのパート練習の音を聴くことができるように

なった。活動に落ち着きがでてきた。 

学習ルールの徹底 ・ピアノのメロディ音により，「集合」「起立」「着席」などの動きを決め，メロディ音

で指示を出す。 

→メロディ音を聴いて素早く動くことができるようになった。  

発話の整理 ・静寂の時間をつくるようにした。「無音を聴こう」と静かな状態を児童と確認した。 

 →指導者の話を聴く時に，「無音」で聴くことができるようになった。 

 

・Ｔ－Ｔで実演して見せるようにした。 

 →言語による説明だけではなく実演すること（モデル提示）により，何をすればよ

いのかをイメージすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

話し方 

話しの構成 

４年生の音楽科の授業の取組例 

・春に参観した時よりも聴く意識が高くなっていると感じた。聴いて動く(ピアノ音)や真似をするという内容の 

工夫から子ども達の意識が高まったと思われる。(小中三校連携：他校小学校教諭) 

・以前に一度授業を参観した時よりもずっと「聴く」ことができるようになっていた。「無音」の状態もあり，

授業への集中が図られていた。(小中三校連携：他校中学校教諭) 

時間配分・展開の工夫 

授業終了時間の厳守 
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「聴くことができる状況づくり」の取組を学校スタンダードの策定に当てはめると【図４】になり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図４】聴くことができる状況づくりの学校スタンダードの策定 

 

（２）互いの特性を理解し合う学級づくりのために 

   お互いの特性を理解し，自他のよさを認められるよう【図５】の取組を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図５】互いの特性を理解し合う学級づくりの取組 

地域の学校 

この取り組み

は人的環境の整

備につながりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者 

児童同士 

児童会執行部 

教職員 

地域 

交流校 

「聴くことができ

る状況づくり」を，

物的環境と人的環

境から整備したこ

とで，大きな効果

をあげることがで

きました。 

ポイント 

ポイント 
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学

校

ス

キ

ル

学

習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長講話 以下のような内容の講話を行いました。 

○今年度の全校テーマを確認する 

 〔始業式〕 今年度のテーマは，「聴くこと」であることを確認する 

       ・もっている素晴らしい力を発揮するために，「よく聴く」 

「しっかり聴く」 

       ・黙働について 

○マナーを考える 

 〔着任式〕 よい出会いのための約束をする 

       ・担任紹介の際に，声を出したり，動いたりしないで，心

の中で「がんばるぞ」と決意する 

       ・「えーっ」と言うのも，「やった－」と言うのも失礼な言

動である 

○モデルとなる 

 〔避難訓練〕６年生が下級生のモデルとなり，学校をつくっているよさ 

を示す 

       ・６年生がいち早く到着し，声一つ立てずに整列していた

ことから，後続の下級生もその緊張感に倣って行動した 

        ６年生の姿が学校をつくっている 

 

あいさつ 

100 日大作戦 

 

 

○よいあいさつの児童を紹介する大作戦(【写真８】参照) 

 学校発信で，よいあいさつの児童を教職員が階段の掲示板に付箋で紹介

する取組を行いました。掲示板は，低学団と高学団の階段２カ所に設置し

ました。カードの内容は，校報や学級通信で家庭にもお知らせしました。 

ルール 

・担任は自分の学級の児童以外の紹介を１週間に１枚できる 

・担任以外は１週間に２枚のカードで紹介できる 

・地域の方々は何枚でも紹介できる 

・児童会執行部は１週間に１枚紹介できる 

 
【写真８】あいさつ 100 日大作戦の様子(掲示) 

 

学校スキル学習 
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学

校

ス

キ

ル

学

習 

学習発表会応

援メッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

○学習発表会本番に向けての応援メッセージの掲示（【写真９】参照） 

学習発表会の予行練習を終 

えて，それぞれの学年や盛岡

聴覚支援学校の発表に対する

感想や本番に向けての応援メ

ッセージを書き込む「かがや

けコーナー」を設置しました。

温かいメッセージが多数寄せ

られました。        【写真９】かがやけコーナー 

 縦割り班活動 ○高学年がリードする縦割り班活動 

  高学年が昼休みの遊びを考え，１年生から６年生までの混合班で活動し 

ました。高学年が学級スキル学習で学んだ相手を励ます言葉や認める言 

葉とそのポーズなどを実際の場面で活用し取り組む姿が見られました。そ 

れにより，お互いが気持ちよく楽しく活動することができました。 

 

 

 

 

 

 ハッピーマラ

ソン 

◯児童会執行部発信の取組（【資料２】【写真 10】参照） 

 恒例のマラソン大会に向けて，児童会執行部が事前のマラソン練習の取

組について，頑張っている人が認められる方法を考えました。表彰の観点

を「練習で走った距離の長さ」「練習で走った回数の多さ」の２点にしま

した。 

                                

【資料２】ハッピーマラソン  【写真 10】ハッピーマラソン表彰の様子 

    カード                             

                                  

                                

                                

先生方の声 

・児童会執行部主催のハッピーマラソンの取り組みと表彰は，普段あまり活躍していな

い児童が生かされ，とてもよい取り組みである。 

・特別支援学級の児童が 毎日コツコツと努力し，表彰され，他の人に認められる場と

なった。 

先生方の声 

・高学年のリーダー性，自主性を育てるのに大変効果的である。リーダーが，「ナイス」

「どんまい」と場を盛り上げていた。 
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プラスの言葉がけ 

 

 

 

 

 

ティーボール   課題  仲間と協力してゲームを楽しもう  

協力のポイント ①「プラスの言葉がけ」  ②「攻撃や守備の工夫」 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

振り返る活動から児童の発表 

「プラスの言葉がけは，言われると嬉しいし，言うと楽しくなった。」 

学

級

ス

キ

ル

学

習 

学び合い 

 

 

 

 

 

○授業の中に，互いの特性を理解し合う」観点を盛り込む 

「ペア学習」，「グループ学習」，「説明する」などの学習方法を工夫して

取り組みました。 

学び合いの合い言葉 

 ・うなずいて聴く 

・聴き合う(ことばのキャッチボール) 

・自分と「同じ」を探す 

・自分と「違う」を探す 
 

振り返る活動 ○振り返る活動の観点「友だちのよかったこと」の設定 

ソーシャル 

スキル 

トレーニング 

○授業の中にソーシャルスキルトレーニングを取り入れる 

 ロールプレイ 

  ・互いを認める言葉を声に出して言ってみる 

   「どんまい」「いいよ」 

  ・友だちと思いを共有するポーズをやってみる 

   ハイタッチ，笑顔 

学級スキル学習 

先生方の声 

・自信のなさから発言力や表現力が乏しかった児童が自分からの発言が増えてきた。 

・学び合いにより声を出し，人とかかわり，自分たちで学んだ意識や満足感が得られたよ

うに思う。プラスの言葉が増えてきた。 

６年生体育科の授業例 

１ プラスの言葉がけの提示 

２ ロールプレイでやってみる 

３ プラスの言葉がけ加点ゲーム実施 

  ・チーム全体がよい言葉がけ ５点 

  ・チーム全体がまあまあ    ３点 

  ・もう少しがんばって      １点 

  ・全然ダメ             ０点 

４ 振り返り 

○作戦会議をする 

○耳うちでアドバイスをする 

○耳うちで教え合う 

 

実際にロールプレイ

で笑顔やハイタッチ，プ

ラスの言葉がけを練習

してからゲームを行っ

たことで実行がスムー

ズにできました。 

 

ポイント 

攻撃や守備の工夫 
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字
幕

 

 

 

 

 

 

盛岡聴覚支援 

学校との交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学習発表会 

盛岡聴覚支援学校との交流及び

共同学習では，交流運動会や学習

発表会を実施しています。学習発

表会では，舞台袖に字幕の支援を

設定(【写真 11】参照)し，全ステ

ージのセリフや校長講話などが字

幕で表示しました。このことは，

聴覚支援学校の児童をはじめ，他 【写真 11】学習発表会の字幕支援 

の児童や参観者にとっても「ない 

と困る・あると便利な支援」となりました。さらにこのことは，校報により合

理的配慮の一つとして説明しました（【資料３】参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料３】校報「都南東」の「かがやき情報室」より 

特別支援学級と

は 

○特別支援学級の学習 

 通常の学級の児童への指導として，発達段階の早い時期に正しい理解と対応

ができるように１年生を対象に年度初めに「支援学級のこと」，「支援学級の

児童のこと」，「気をつけたいこと」の説明を学級担任が行いました。なお，

説明の内容は，全職員で共通理解し実施しました。 

共に学び，共に育つ 

特別支援学級の学習や盛岡聴覚支援学校との交流を通して，お互いの特性を理解し，本当の意

味での公平や平等で対応することは，「共に学び，共に育つ」理念の学びになりました。 

ポイント 

ポイント 
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授業研究会を重ねる中で，児童同士が互いに認め合う関係になるためには，教師がその     

モデルとなることの必要性が確認されました。そして，教職員の温かい言葉がけや肯定的な表情，態

度は，児童の自己肯定感や自尊感情を高めることができると考え，以下の実践を行いました。 

教

職

員

の

姿

勢 

教師の言葉が

け 

○基本的自尊感情を高める言葉がけ 

他者との比較ではなく，その子の良さを認める言葉がけを意識的に行いま

した。授業研究会の中では，参観者により，「あの時のどの言葉により児童

がどのように変容したか」などが授業者に伝えられました。一人の児童が認

める言葉を受けると他の児童も自分への評価をほしがる様子や認められた

ことにより意欲が増す様子などが伝えられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全職員で見守

る目 

○全教職員で全児童を育てる姿勢 

全教職員が全校児童一人一人を共通理解し，全教職員で目をかけ，声をか

けていきました。その結果，職員室では日常的に児童の様子や変容の情報が

交流されました。 

 

 

 

先生方の声 

・自分の学級の児童がほめられるととても嬉しくて，自分も他学級の児

童の良さを見つけようと思う。 

・職員室でそれぞれの児童のよい行動や変容を伝え合っている。職員室

で教職員が喜び合える雰囲気になっている。 

工夫して意図的にかけている言葉がけ 

「そうだ，そうだ，それでいい」「OK，いいよ」 

「大丈夫，それでいい」「しっかり言えています」 

「いいよ。今の考え大事にして」「大事なことだね」 

「微妙な違いに気づいたね」「素敵なことを言うね」 

「たまらなく素敵です」「ありがとう」 「サンキュー」 

「ナイス」「わぉ！」 「ダイナミックだね」 

「繊細だね」「センスがいい」「シャープだね」「美しい」 

この取り組みは，「悩んでいる教職員を一人にしない」という強い思いから始まり，教職員

のチームワークを築く強いパワーとなりました。 

ポイント 

教職員の姿勢 

この実践の素晴らしさは，児童に要求ばかりするのではなく，まずは教師自らの姿を改め

ようと考えたことです。教師は，最も身近で強力なモデルです。そして，他者との比較では

なく，その子自身を認める言葉がけを工夫したことです。そのままの自分を認められること

は，居心地がよく安心感につながります。 

ポイント 
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地

域

の

小

・ 

中

学

校

と

の

連

携 

地域の小・中学校三

校の研究会 

○市教研ブロック研究会(【写真 12】参照) 

６月の研究会では，本校の全学級が授業提案をし，その後，全体研修

会「通常の学級における特別支援教育」(講師：教育センター)及び部会

別研究会を行いました。部会別研究会は，「小中交流・学力向上班」，「授

業改善班」，「生徒理解班」の３部会に分かれて協議が行われました。三

校合同の学習規律の設定(【資料４】参照)など継続的なこの取組により，

小中学校が互いに児童生徒の一人一人の９年間の成長と進路を考え，同

一歩調で進められるようになったと成果が上げられています。 

【写真 12】部会別研究会の様子  【資料４】三校合同の学習規律 

地域の中学校特別

支援学級での進路

学習 

特別支援学級の６年生は，進路学習として親子で中学校の特別支援学

級を見学，体験，説明を受け，自ら進路を決定し見通しをもって進学が

できるように連携を取りました。 

 

保

護

者

・

地

域

へ

の

啓

発 

情報の提供 

  

○校報「都南東」         

 校報において，「かがやき情報 【表２】校報「かがやき情報室」の例 

室」という特別支援教育に関す 

る情報を提供する欄を設定し， 

特別支援教育の情報を提供しま 

した。また，特別支援学級の取 

り組みなどを紹介し，特別支援 

教育を正しく理解し，身近に感 

じられるように年間を通して啓 

発を行いました。(【表２】参照)         

○ＰＴＡ総会 

 総会で，特別支援教育コーディネーターから気になる児童についての

説明とかがやき相談室の紹介をしました。 

相談窓口の開設 ○かがやき相談室 

「かがやき相談室」は，毎週火曜日・水曜日の４校時目，学期末面談

時，夏休み，冬休みに設定し，いつでも気軽に相談に来られるようにし

ています。 

保護者・地域への啓発 

地域の小・中学校との連携 
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６ 授業改善 

授業改善に向けては，「見通しを立てる」活動と，「振り返る」活動に視点をおき，具体的な取

組を進めました。 

 

 

学習方法の 

見通し 

○どのような方法で学ぶかを提示 

 学習方法例 

  音読，CD 視聴，操作活動，学び合い 

学習形態の 

見通し 

○「自分で」「ペア学習」「グループ学習」「全員で」などの学習形態の提示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真 13】学習方法と学習形態の見通し 

学習内容の 

見通し 

○教科に応じた流れのパターン化 

 「問題文(教科書のコピー)」「課題」「まとめ」など学習の流れをパターン化し，

それに応じて板書を構造化し，見通しがもてるようにしました。この取組は，全学級

において統一的な板書の使い方として共通理解されました。(【写真 14】参照) 

 

【写真 14】 学習を見通すことができる板書計画 

 

 

 

 

 

 

見通しを立てる 

一単位時間の学習の見通しを

もち，集中して取り組めるよう

に学習の流れを視覚的に提示す

るようにしました。本校の特色

としては，学習の流れだけでは

なく，学習形態や学習方法まで

提示していることがあげられま

す。(【写真 13】参照)  

 

 

 

 

ポイント 

先生方から 

・ゴールがはっきりしているので，不安なく安心して頑張ることができた 

・やり方がわかり，最後まで到達するので学習した気持ちになる 

・一単位時間だけでなく，単元計画の見通しを示すことの大切さを感じた 
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学習の振り返りの活動の工夫を図ることは，見通しを持って取り組んだ活動の成果を実感    

できる，確かな学びにつながるものです。そこで，「自己の学習内容」，「自己の学習活動」，    

「学級集団としての振り返り」の三点から振り返る活動を行うことにしました。さらに，授業研    

究会を進める中で，より主体的な学びを引き出すために，「次時や自学への期待」の観点も    

付け加え，「わ・が・友・や」という合い言葉で，学年段階に応じて取り組みました。(【資料５・

６】参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料５】振り返る活動の合い言葉「わが友や」 

 

【資料６】学年別に系統性をもたせた合い言葉「わが友や」 

 

 

 

 

 

 

先生方の声 

・児童が自発的に振り返り，自分の言葉で表現をできるようになってきた。 

・振り返りの内容もレベルアップし，文章表現も豊かになってきている。 

・この取組は，児童の言葉を拾い次時の授業に生かすことができ，より主体的な学習に結び 

ついている。 

 

 

 

 

 

振り返りの観点を合い言葉

で示したこと，観点の中に「次

時・自学への期待」を取り入

れたことで，児童の主体性を

引き出すことができました。 

 

 

 

 

振り返る活動 

ポイント 
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 授業研究会の協議の柱は，学級経営の充実から「聴くこと」「互いの特性の理解」，授業改善から「見 

通しを立てる」「振り返る活動」「個別の支援」です。授業研究会は，和やか雰囲気で本音を語り合え 

る場となっていました。まさに「私たちの明日に生きる研究をしよう」という姿勢がありました。(【資

料７】参照) 

 

５ 本時の指導 
 （１）本時の目標 

    クレーン車について，「しごと」と「つくり」の関係を考えながら内容をとらえることができる。 

  
（３）本時の展開 

 学習内容と学習活動 指導上の留意点 指導（・） 評価（☆） 

導

入 

５

分 

１ 前時までの復習をする。 

 

２ 学習課題を把握する。 

 

 

 

 

・全体にかかわる２つの問いについて確認させる。 

・学習の流れを掲示しておくことによって，前時まで

の復習をしやすくしておく。 

 

・黒板に本時の流れが分かるように，掲示する。 

展

開 

 

30

分 

 

４ 課題を解決する。 

 （１）クレーン車の「しごと」と「つくり」を確かめ

る。 

・全員で一斉読をする。 

・「しごと」…まるで囲む。 

・「つくり」…サイドライン 

・「しごと」と「つくり」に分かれてペアで音読を

する。ペア①  

 

 

 

 

 

  

（２）クレーン車の「しごと」と「つくり」の関係につ

いて考える。ペア②  

 ・インタビュー形式で，クレーン車の「しごと」と

「つくり」を確かめる。 

 ・「そのために」の役割を確かめる。 

 

・2 つの問いや前時までの学習の振り返りをするために

始めは全文，次に本時の学習場面の音読をさせる。 

・サイドラインや丸で囲むことができない児童について

は，「しごと」は「…のしごとをしています。」「つく

り」は，「…があります。…つくってあります。」を手

がかりにさがさせる。 

・「しごと」と「つくり」を分けて読むことによって，

「しごと」と「つくり」をはっきり区別させる。 

 
 

・３種類の自動車を比べ，「しごと」に合わせた「つく

り」であることをとらえさせたい。 

 

結

末 

10

分 

５ 本時の学習をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 
７ 次時の学習内容を確認する。 

☆クレーン車について，「しごと」と「つくり」の関係

を考えながら内容をとらえることができたか。（学習

シート） 

 

・学習シートに書いた「しごと」と「つくり」を読ん

で確認する。 

 

 

・分かったことや頑張ったことを具体的に話させ，板

書の中に位置づける。 

 

 

【資料７】学習指導案 第１学年 国語科（抜粋） 

しごと…おもいものをつり上げる 

つくり…じょうぶなうでのびたりうごいたりする 

    しっかりしたあし 

クレーン車の「しごと」と「つくり」をまとめよう。 

授業研究会 
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７ 特別な支援を必要とする児童を含めた全校への支援 

視覚化 

見通し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視覚化 

目的意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 視覚的に提示し，理解を促したり，見通しを持ちやすくしたり工夫をしていま

す。運動会の全校の練習日程を学年毎に色分けして掲示し児童が見通しをもち安

心して活動できるようにしました。(【写真 15】参照) 

【写真 15】運動会の練習日程(学年毎の色分けして提示) 

 

 

【資料８】昇降口掃除の仕方の提示 

昇降口の掃除の仕方を図解説明し，視覚的に理解を促すとともに，「昇降口掃除

は，都南東の『代表』です。」と目的意識がもてるようにしました。(【資料８】

参照) 
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８ 本校の実践を振り返って 

   本校の実践が優れていたのは，【図６】のような要因がありました。一点目は，教職員全員が学

校スタンダードの必要性を共通認識していたこと，二点目は，学級経営の研究に取り組み，研究部

主導で学校スタンダー

ドが進められたこと，

三点目は，研究の際の

視点がぶれることなく

貫かれたこと，そして，

四点目は，校長のリー

ダーシップのもと，児

童にとって最善の支援

を柔軟に追求すること

ができたことであると

考えます。 

   

 

【図６】本校の学校スタンダードの取組 

簡潔な指示  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真 16】避難時の行動の提示 

避難訓練の際の指示として，行動レベルで簡潔な指示とキーワードを示しました

(【写真 16】参照)。頭から出血した時にすぐに周りが気づくことができるように紅白

帽子は「白」にしてかぶるように統一しました。 

視覚化 

モデルの提

示 

 

２か月に１回程度，手本と

となるノートのコピーを階

段踊り場に掲示しました。 

その他にも，随時，教室に

に手本となるノートを掲示

しました。よいノートのとり

り方のモデルを視覚的に理

解できるようにしました。 

(【写真 17】参照) 

【写真 17】ノートギャラリーの様子 
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１ 実践校について（平成 27 年度現在） 

学 校 名 滝沢市立滝沢第二小学校（校長 太田 厚子） 

学級数 20 学級（特別支援学級３：知２，情１） 

児童数・教職員数 児童数 523 名，教職員数 37 名 

 

２ 実践の概要 

  本校における実践は，「全ての子どもがわかる喜びを

実感できる，指導方法の工夫～算数科を中心としたユニ

バーサルデザインの取り組みを通して～」を研究主題に

掲げ，ユニバーサルデザイン（以下，ＵＤ）の手法を用

いて校内研究として取り組んだものです。 

 なお，本研究との関連は，【図１】のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

３ 研究の背景 

  本校が，この研究に取り組んだのは，次の二つの理由からです。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題 全ての子どもがわかる喜びを実感できる， 

指導方法の工夫 

 

 

 

 

      

 

 

教室の環境や学習に

おけるルールを全校

で統一し，次に授業

そのものの改善へ取

り組んでいました。 

ポイント 

 

学 力 向 上 

指 導 力 向 上 

授業の中にＵＤの視点を取り入れ，特別支援を必要とする児童

を含めた学級全ての児童がわかる授業を行うことによって学力

向上を目指すため。 

 

授業の公開や事前研究会・授業研究会を通じ，学年・学団の交

流を深め，教師の指導力の向上を目指すため。 

モデルⅣ 学校スタンダードの取り組み 

 

 

 

モデルⅤ ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業

研究の取組 

 

 

 

実践事例Ⅱ 滝沢市立滝沢第二小学校の取組 

ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業研究の取組 

【図１】本実践の研究モデルの関連 

教室の環境や学習に

おけるルールを全校

で統一し，次に授業

そのものの改善へ取

り組んでいました。 

ポイント 
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４ 研究の構想 

(1)  研究構想図 

【図２】研究全体構想図 

 

 

 

 

 

 

ポイント 

・ 児童の困り感を把握するために行動観察のみではなく客観的なデータも用いることで，根拠の

ある見取り，広い視野での見取りができます。 

・ 一人１授業をすることで，教員一人一人が実践をして学びあう高め合うことができます。 

ポイント 
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(2)  授業研究会 

   本校では，授業研の２～３週間前に学団での「事前研究会」を日程の中に位置づけている。こ

の話合いを受けて，授業者が指導案を作成しています。 

【表１】授業研究会の予定（一部抜粋） 

      

 

 

 

 

 

 

 

   授業後の研究会の様子 

 

 

 

 

 

                      

「授業者から」を受け，学団ごとに集まり 

   重点項目についての手立ての有効性等を話し合い 

                       ます。 

                        その後，全体での意見交換となっていまし 

                       た。 

 

 

・ 基本，参加者は学団の教員ですが，事前に声をかければ参加自由です。

学年付きの担任外や管理職も参加しています。その自由な雰囲気が話し

やすい事前研となっていました。 

ポイント 
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５ 授業展開の基本 

  授業の展開の基本の形が，次の【表２】のとおりです。表の中の「重点１～３」は，今年度の本

校の取り組みの重点です。 

【表２】授業展開の基本 

  

過程 主な学習活動 
ユニバーサルデザイン・ 

プランの視点 
ねらい・留意点等 

つ
か
む 

１ 前時想起 

 

２ 本時の学習課題を

確認 

・前時までの学習がわかる掲

示，ノート 

・興味を引きつける導入 

・児童の「困り」や単元の

レディネスを事前に調べ

指導過程に生かす見通し

をもつ。 

 

 

 

見
通
す 

３ 課題解決のための

手がかりをつかむ 

・手がかりの視覚化等  

深
め
る 

４ 本時の課題を解決

する 

・自力解決の具体的なサポー

ト計画 

 

 

 

・全員思考･･･ペア学習，グ

ループ学習，全体交流の

効果的活用 

 

 

ま
と
め
る 

５ 課題をまとめる 

６ 適用問題を解く 

７ 本時をふりかえり

次へつなげる 

・易～難の選択式の問題を用

意 

・問題を児童に選択させる 

 

・児童自ら問題を選択して

解 く こ と で ， 正 答 率

100％を目指す。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「児童の困り感を把握 ⇒ 授業づくり（指導過程・支援）に生かす ⇒ 子

どもたちが授業に参加できる ⇒ わかる楽しさ ⇒ 達成感」と一連の活

動がつながっています。 

ポイント 

学習への関心をもつ 

解決への意欲を高める 

自ら考え表現する 

わかる喜びを実感する 

達成感を得る 
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６ 研究授業から 

 

 

 

 

(1)  事前研究会 

  話合いの内容は次のとおりです。 

【表３】第２学年の事前研の話合い（・授業者の思い 〇意見） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議の視点  単元名『100 より大きい数をしらべよう』 

児童の実態「困り」把握 

 

  ・レディネステストで見取る。 

  〇一桁の計算能力，10 のまとまりでの数の把握が

できているか。 

「困り」に応じた指導過程

の工夫及び考える場面の

工夫 

 

 

 

  ・数を意識させるために具体物を使わせたい。 

  〇数カードやお金など様々なものが可能。 

  ・扱う問題数が多く，説明を短くしたい。 

  〇導入で２問提示し，課題を把握して取り組んだ

らどうか。扱う問題が多いのであれば，説明を

短くシンプルにすることが必要。 

  〇前時までに位をどのぐらい意識できるか。 

問題解決の達成感を得ら

れる終末の工夫 

・数字の操作，図を使用，具体物の使用と，それぞ

れの方法で問題を解けるようにしたい。 

 （２）授業の流れ 

本時の授業は【表４】のとおり行われました。 

  【表４】本時の授業の流れ 

過程 主な学習活動 ユニバーサルデザインプランの視点 

つかむ 

 

 

１ 問題提示 50＋70  300＋200 

２ 学習課題の確認 

〇教科書のイラストと式をセットにした

ものを提示。 

  
 何十やなん百の計算をくふうしよう 

 

見とおす 

深める 

 

 

 

 

 

 

  〇具体物で 10 や 100 のまとまりを提示。 

〇板書でも 10 のまとまりの数に着目でき 

るよう配慮する。 

〇ペアで計算の手順を説明させる。 

 

 

 

 

 

３ 課題解決の見通しと課題解決 

・50＋70 10 のまとまりを意識できるように 10

が いくつかを「５」「７」をチョークで囲み計算 

・120―30  前の答えを活用し 10 が 12 集まった数

から引くことを確認して計算 

上記の計算を活用し百の位に着目して取り組む 

・300＋200  600―200 

４ 適用問題 

確かめる ５ まとめ 

６ ふりかえり 

〇シンプルにまとめる 

 

 

 

 

・ 日時 平成 27 年７月９日（木）３校時 

・ 授業者 熊谷 惇子 教諭 

・ 教科及び単元名  算数科「100 より大きい数をしらべよう」 

・ 児童 30 名 

ケース１ 

２年生 

① 基礎として身につ

けておきたい内容 

② どのように軽重を

つけて授業を組み

立てるのか 

③ 本時にいたるまで

に授業の中で大切

に扱うべき内容 

 

以上の３点の話題が

授業者にとって授業

づくりの視点となっ

ていました。 

ポイント 
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(3)  本時の授業における UD の視点 

この授業の中で，具体的に有効であった UD の取り組みは以下の二点です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際の紙を 100 枚束ねた束を提示する 

ことによって，量感を視覚で捉えること 

ができました。困り感を抱えている子ど 

もには机上で操作できるようにも支援す 

ることで，課題解決ができるようになっ 

ていました。（【写真１～３】参照） 

 

 

                    

【写真１】 

                    100 の束提示 

 

 

 

 

 

 【写真２】板書と同じ具体物を子どもの机上へ    【写真３】具体物を机上で操作 

 

 

 

視 覚 化 １ 

 

 

 

 解き方の説明をペアでする際に，途中で自分の表記の 

不足に気づき 

書き加える姿 

が見られまし 

た。言語化す 

ることで，思 

考を深めてい 

ると考えます。 

（【写真４】参 

照） 

 

【写真４】説明を書き加える児童 

 

共 有 化 ２ 

「10」は 10 枚，「100」

は 100 枚の紙の束を準

備しました。困り感を

抱えている児童は，操

作することで「まとま

り」を捉えて数える（た

す，ひく）ことの理解

を深めることができて

いました。数の概念形

成という部分で，低学

年で大事に育てたいと

ころです。 

ポイント 
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(1)  事前研究会 

   話合いの内容は次のとおりです。 

【表５】第 1 学年の事前研の話合い（・授業者の思い 〇意見 ◎ 話し合いの上，確認した内容）      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議の視点 １年生 算数 単元名「ひきざん」にかかわる内容 

児童の実態「困り」把握 

 

 

 

・レディネステストと行動観察にて実態把握を行う。 

・現在の行動観察から考えられる困りは，集中して取り組むことが難しい児 

童や，手先の使い方など一斉授業で同じ活動を行うことに時間を要する児童

が多いので，ブロック操作が困難な児童が出ると思われること。 

「困り」に応じた指導過

程の工夫及び考える場面

の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・様々な考え方でブロックを操作して学び合いを進め，減加法の良さ    

に気付かせたい。 

 〇時間的に様々な考え方から本時の時間内に扱うのは，実態から難しい     

のでは。 

 ◎何をするのかを明確に示されることが，全員参加の活動につながる。    

様々な考えは，２時間続きの前時までの時間で取り扱い，本時は減加法に

絞る。 

 〇「10」から一気に「９」を引ける操作性の良さを感じるためには，ブロッ

クの置き方を考える必要がある。また，「１３―９」では，引いたブロッ

クと「３」が一緒になると混乱する。 

 ◎『10』といくつと唱える際に２段にわける。 

 〇足し算での指導の反省を生かし，ブロック操作と説明のつながりを理   

解できるように，唱えながら操作する時間を確保し，大切に扱うべき。 

〇「10」の補数が理解できていないと，素早いブロック操作にならない。 

〇操作の順番を見て確かめるものがあると，自力でできる。 

・さくらんぼ計算への表記では，たしざんの時に『たす』ことに注目ができる

ように，『＋』を含めて囲んできた。ひきざんの場合も同様に行いたい。 

〇さくらんぼ計算での囲みは『＋』も含めた方が，わかりやすい方法だと思わ

れる。全校で統一してはどうか。 

 

 

 

 

問題解決の達成感を得ら

れる終末の工夫 

◎学年や児童の実態から，複数の問題を提示するのではなく，全員で同じ問 

題に取り組み，確実に操作することで，達成感を得られるようにする。 

 

 

 

 

 

・ 日時 平成 27 年 10 月 14 日（水）２校時 

・ 授業者 高橋光弘 教諭 

・ 教科及び単元名  算数科「ひきざん」 

・ 児童 28 名 

ケース２ 

１年生 

話合いの上で，授業

の中で必ず取り扱う

内容や視点について

決定したことで，授業

者は授業の方向性を

はっきりと構想する

ことができました。 

ポイント 

１ 

２ 

３ 
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(2) 授業の流れ 

本時の授業は，【表６】のとおり行われました。 

   【表６】本時の授業の流れ（２時間扱いの本時は後半・波線以降） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過程 おもな学習活動と児童の反応 ユニバーサルデザインプランの視点 

つかむ 

 

 

 

見とおす 

 

深める 

 

 

 

 

 

 

 

１ 問題把握 

  立式 13－９ 

２ 学習課題の確認 

 13－９のけいさんのしかたをかんがえ

よう。 

３ 課題解決のための手がかりをつかむ 

 

４ 自力解決をする 

・「３」から引いて，取り足りない数を「10」か

らひく 

・「10」から一つずつ数えてひく 

・「10」から一気にひく 

５ 学び合う 

 どの方法でも引ける 答えは同じ 

 分かりやすい考えは, 「10」からとる 

 

 

 

 

〇黒板には，大型のブロックを提示し，視覚 

的に分かるようにする。 

〇学習することを明確にするために机上は， 

必要最低限のものにする。 

〇ブロックで 13 を準備する際は，10 はケー  

スに入れたままにする。 

〇児童にブロック操作を説明させる。 

〇減々法と減加法の共通点を確認し，評価す 

る。 

 

 

 本時 

 

 

 

 

 

 

 

  ９をまとめてひいてみよう  

・『「10」からまとめてひく』をブロックで操作 

する。 

・「まとめてひく」の操作を全員で確認。 

 

 

 

 

〇「10」からひくことを確かめてブロックを 

動かす。同じ活動を数回繰り返し, 児童に 

説明をさせる。 

〇操作の手順と説明を写真と言葉で掲示し ,  

見て確認できるようにする。 

〇ブロックをわかりやすく操作するために

児童の机上での置き方についても写真で

提示する。 

まとめ 

 

 

 

 

６ 課題をまとめる 

 

 

７ 適用問題に取り組む 

８ 学習のふりかえり 

〇説明を児童に行わせ, それに対応しながら 

さくらんぼ計算に表す。 

 

〇必要に応じてヒントカードを使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

３ 

２ 

事前研究会で決定したこと（☆）が本時の指導案で位置付いており，実際の授業に 

おいて児童が「わかる」，「できる」授業へ効果的に作用していました。 

すべての児童が自力でブロック操作ができるようになりました。 

ポイント 
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(3) 本時の授業における UD の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

              ＆        

 

 本時の中で扱う考えを『「10」からまとめてひく』に絞ったことにより，活動の焦点化が

図られました。何をすれば良いのかがわかりやすく，児童は「10」からひくことに限定して

考え，活動できました。それにより，ブロック操作する時間の十分な確保ができ，「10」の

まとまりからひくことの良さを理解することができていました。 

焦 点 化 １ 

 

              ＆ 

 

ブロック操作で次のような混乱が見られました。(【写真５・６】参照) 

 

 

 

 

 

 

 【写真５】ブロックを下へ移動  【写真６】ブロックを横に移動し「３」と混じる 

 

 そこで，次のように学習手順の統一 

を図りました。(【写真７】参照) 

 

 

①「10」といくつを唱える際にブロックを２段 

に分ける。 

・「13」を「10」のまとまりのブロックと「３」

のまとまりに分けて置く。 

②ひく数を「10」のまとまりから一気に一度に

ひく。 

・「10」のまとまりのブロックから「９」個の

ブロックを一度にひく。 

  

                      【写真７】「10」のまとまりから移動 

 「10」のまとまりからひく必然性，操作性の良さを実感を伴って理解することにつながっ

ていました。 

構 造 化 ２ 

１ 

２ 

一気にとれるように，「９のまと

まり」のブロックを作成 

（紙製の 10 のまとまりを９で 

 切り，裏にブロックを貼り， 

 本物と同じようにしたもの） 
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                ＆  

 

学習課題として取り上げた問題（「13―９」）との相違点，類似点を 

確認し計算手順を示したカードの一部に付箋を貼りました。何を変 

えて解けばよいのかが一目でわかるようになりました。 

(【写真 13～14】参照) 

                       説明を移動し 

                       付箋を貼りました。 

 

 

 

【写真 13】写真のみになった手順               【写真 14】付箋付き 

スモールステップ化 ４ 

視 覚 化 ３ 

 

 

 

「操作手順」を提示し，言葉の説明も加えま 

した。「13」をひとかたまりに置いていた児 

童が，10 と３の間に隙間をあけて並べるよう 

になり，「10」のまとまりを意識できるよう 

になりました。(【写真８～10】参照)     【写真８】手順表 

 

               【写真８】を見て 

               自分で変えた！ 

 

 

 

 【写真９】ひとかたまりのブロック       【写真 10】10 を意識して離す 

 

「ヒントカード」を支援が必要な児童３～４人へ渡しました。板書で提示した「操作手順」

をミニサイズにしたものです。自力でカードを見ながらブロックを操作していました。 

(【写真 11～12】参照) 

 

 

                何度も繰り返した 

                後，適用問題では 

                見ないで操作がで 

                きました！ 

 

 

 【写真 11】ヒントカードを見て操作        【写真 12】ヒントカードを見ず操作  

 

１１ 

 

(                                       【写真

11】ヒントカードを見て操作       【写真 12】ヒントカードを見ず操作 

３ 

視 覚 化 ３ 
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(1)  授業の流れ 

   本時の授業は，【表７】のとおり行われました。 

   【表７】本時の授業の流れ 

過程 おもな学習活動と児童の反応 ユニバーサルデザインプランの視点 

つかむ 

 

 

 

 

 

１ 問題把握 

   72÷３ 

 

 

２ 学習課題の確認 

〇前時学習内容を教室内へ掲示。 

〇提示する問題に□を入れ，前時とのつなが 

りをもてるようにする。 

〇色紙の提示。 

〇九九表で九九１回でできないことを確認

する。   九九１回ではとけない問題の， 

計算のしかたを考えよう。 

 

見とおす 

 

  〇必要に応じて九九表を使用できるように

する。 ３ 課題解決の手がかりをつかむ 

深める 

 

 

 

 

 

４ 自力解決をする 

・ノートへ考えを記述 

５ ペアで交流する 

・ホワイトボードへ記述，説明 

６ 全体で交流する 

・ホワイトボードを黒板に掲示し話合い 

〇図形や記号に苦手さがあると予想される

児童には，具体物や半具体物を勧める。 

〇抽象言語型（A タイプ）の児童には，ペア 

の場面，感覚運動型（B タイプ）の児童に 

は自力解決の場面を大切に支援する。 

 

まとめる 

 

 

 

７ まとめる 

８ 適用問題に取り組む 

９ ふりかえり 

10 次時の学習内容を知る 

〇３種類の適用問題を用意する。 

 

 

 

（２）本時の授業における UD の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 日時  平成 27 年５月 28 日（木）５校時 

・ 授業者 阿部 敦 教諭 

・ 教科及び単元名  算数科「わり算のしかたを考えよう」 

・ 児童 25 名 

ケース３ 

４年生 

               レディネステストの結果だけではなく，教研式サポート学

習支援システムの結果から，児童の考えの傾向や特徴を捉え

ました。その内容を座席表へ明記し，困りの予想や支援内容，

授業の中で活用する場面を考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

困りの把握 １ 

 

①レディネステストの正答率      ⇒ 

② 教研式サポート学習支援システムからの⇒ 

  「困り」の内容 

③教研式サポート学習支援システムからの⇒ 

 知能のタイプ 

名    前 

 62 

 ❸（図形的情報処理，思考の滑らかさ，

思考の柔軟性） 

（B） 
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この授業の中で具体的に有効であった UD の視点は，以下の三点であった。 

【客観的データからの「困り」の把握】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ペアで説明し合う」⇒「全体で説明する」の流れにより，児童は自分の考えを途中で手

直ししたり，相手からヒントをもらったりすることで，自信をもって発表することができて

いました。 

 また，板書に貼られた児童の考えを手立て毎にグループ化することにより，共有化が図ら 

れていました。(【写真 15～16】参照) 

 

【写真 15】ホワイトボードを使って説明 【写真 16】一人一人の考えが位置付いた黒板 

共 有 化 ２ 

 

 

 

取り組みたい問題を選択して解きました。全て

の問題を解いていた児童もいました。 

問題Ａにはヒントを付けることで，支援を必要

とする児童にとって手助けとなっていました。 

また，問題Ｃを解けた児童も学習の達成感を得る

ことができていました。(【写真 17】参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【写真 17】三種類の適用問題 

適 用 化 ３ 

困り感をもつ児童の支援だけを

考えてしまうと，上位層の児童に

は物足りない授業になってしまい

ます。 

適用問題において，基礎的な問

題だけではなく，本時の授業で学

んだことを生かした発展的な問題

を提示することにより，上位層の

児童の学習への意欲，達成感を満

足させることができていました。 

この気持ちが，次の学習への意

欲へとつながっていくものと思い

ます。 

ポイント 
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(1)  授業の流れ 

   本時の授業は，【表８】のとおり行われました。 

   【表８】本時の授業の流れ 

過程 おもな学習活動と児童の反応 ユニバーサルデザインプランの視点 

つかむ 

 

 

 

 

１ 問題把握 

   ４チームの試合の数は？ 

 

２ 学習課題の確認 

〇前時学習内容を教室内へ掲示。 

〇順列と組み合わせの違いについて確認し，

Ａ対Ｂ，Ｂ対Ａのように同じ対戦があるこ

とに気付かせる。 

  試合の組み合わせを求める方法を

考えよう。 

 

見とおす 

 

  〇既習の方法や生活経験などをもとに考え

させる。 ３ 課題解決の手がかりをつかむ 

深める 

 

 

 

 

 

４ 自力解決をする 

・ノートへ考えを記述 

５ 全体で交流する 

・それぞれの考え方の共通点を見つける 

・それぞれの考え方のよさを見つける 

（ぐんぐん） 

〇ペアで話し合うことで，共通点やよさに気

付かせる。 

（じっくり） 

〇みんなで話し合うことで，共通のよさに気

付かせる。 

まとめる 

 

６ まとめる 

７ ふりかえり 

〇適用問題への取り組みにより習得内容の

確実な理解へつなげる。 

（２）本時の授業における UD の視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 日時  平成 27 年 11 月 27 日（金）５校時 

・ 授業者 松村 恵美子 教諭（ぐんぐん） 

      小野寺 順子 教諭（じっくり） 

・ 教科及び単元名  算数科「順序よく整理して調べよう」 

・ 児童 34 名 

ケース４ 

６年生 

                

 

 

 

 

                  

【写真 18】既習内容の掲示 

                  教室の壁面に既習内容があり，本時の学習の解決の 

                 手がかりになるようになっていました。 

                  問題把握の際には，留意すべきことについて具体的 

                 に確認をしており，その後の自力解決への助けとなっ 

ていました。(【写真 18～19】参照) 

 

【写真 19】板書 

焦 点 化 １ 
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この授業の中で具体的に有効であった UD の視点は，以下の三点であった。 

【客観的データからの「困り」の把握】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友だちが書いた考えを同じ方法で書いた別 

の児童が説明をしていました。そして，書い 

た児童に補足があるか否か，他の児童に質問 

や意見を聞いたりしました。書いた本人は， 

自分の考えと同じかどうかを考えながら，説 

明する児童は書いた児童を意識しながらの発 

表となっていました。(【写真 20】参照) 

          【写真 20】友だちの考えを説明する児童 

             図を用いた考え方については，取り組んだ児童が少なく，発表

の際には感嘆の声があがりました。 

そしてその後，「４つだからできたのでは?」の児童に対して「で

は，５つチームがあるとしたら・・・」と教師と児童が一緒に考

えました。(【写真 21】参照)  

 

 

【写真 21】話合いからの発展 

共 有 化 ２ 

 

                

               図らずとも「３ 共有 

              化」の話し合いで話題に 

              なった「『５』だったら 

    ・・・」という話し合い 

を生かして適用問題 

（【資料１】）を解いていました。(【写真 22～23】参照) 

 

【資料１】適用問題（一部，内容修正） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真 22】提示問題の自力解決            【写真 23】適用問題の考え 

適 用 化 ３ 

「友だちの考えを説明する」活

動において，同じ方法で解いたと

しても児童の説明に多少の違いが

生じることがあります。その違い

こそ大事に扱いたいという授業者

の意図が想像されます。また，こ

の積み重ねにより友だちの考えを

大事にする児童，そして友だちを

大事にする児童へとつながってい

くのではないかと思われました。 

ポイント 
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７ 日常の授業・教室環境から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          【写真 24】本時の流れ  

 

 

 

【写真 25】予定表 

時間の構造化 １ 

日程の予定には，教科名だけでは

なく，内容も分かるようになってい

ます。(【写真 25】参照) 

また，教室の廊下壁面にあり，授

業の妨げにならないようになって

います。（刺激量の構造化） 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真 26】５年生のノート              【写真 27】２年生のノート 

 

 

 

学習ルールの明確化 ２ 

終わったものは，磁石を移動させる

ことで，今が分かるようになってい

ます。(【写真 24】参照) 

学年がちがっても基本的にノートの

取り方が同じである。もちろん，黒板の

板書も同様に統一されていました。 

(【写真 26～27】参照) 
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８ 本校の実践を振り返って 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 右の写真は，黒板を指さしながらペアで話し合っ

ている６年生です。教師が指示を出さなくても，自

分の考えを書いた後に話し合う姿が見られました。

日常的に話し合う活動があり，その良さを実感して

いるからこその活動であると思います。そこに，学

ぶ喜びを感じること，主体的に学ぶ姿を見たように

思いました。 

 

 

 

 

 

 児童の「困り」を目に見える教員の主観的な捉えだけでなく，レディネステストや知能検

査などを用い，客観的にどのような特性があるのかを，捉えていったことです。このことは，

児童の「できていること」や強みに立った支援につながり，わかる喜びを育てる具体的な手

がかりになっていました。 

 

児童の「困り」の把握 

 

 

 

 一人一人の教員が，これまでの指導の中で感じてきた児童の「困り」を具体的な単元・題

材にあてはめて振り返ること，予想される「困り」に対して多面的に支援の方策を検討する

ことは，研究提案授業での具体的な UD の視点からの支援に結びつき，実際の児童の学習

状況にも有効に働いていました。 

 

事前研究会の設定 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真 28】ヒントカード使用する児童 

個への支援 ３ 

どうしても自力では困難がある児童

については，ヒントカードを使用して

いました。これにより，自力で問題を

解くことができていました。「これがあ

れば，一人でできる！」という思いを

もてるように，学び方を学ぶことは大

切なことです。(【写真 28】参照) 
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１ 実践校について（平成 27 年度現在） 

学 校 名 平泉町立長島小学校（校長 佐藤 信博） 

学級数 ７学級（特別支援学級：知１），言語通級指導教室：１  

児童数・教職員数 児童数 86 名，教職員数 22 名 

 

２ 実践の概要 

  本校における実践は，児童への個に応じた教科指 

導の充実に向けて，校内の人的資源として，担任に 

加え，特別支援教育の専門性をもった通級指導教室 

担当者や，学習時の直接的な支援者である特別支援 

教育支援員などを活用した支援チームによる校内 

支援に取り組んだものです。 

  なお，本研究との関連は，【図１】のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 取組の背景 

  本校が，この取組を進めたのは，次のような経緯によるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題 担任及び通級指導教室担当や支援員よる支援チームによる取組 

 

 

 

 

 

      

 

 

モデルⅢ 

特別支援学級の弾力的運用 

の取組 

モデルⅡ 支援チームによる取組 

 

 

 

モデルⅣ 

特別支援教育支援員にかか 

わる取組 

 

の取組 

 

支援チームの編成

は，担任や教科担当

をサポートする機能

的な支援の遂行につ

ながる有効な取組で

す。 

ポイント 

 

 

 通級指導教室の弾力的運用の取組，特別支援教育支援員による学習・生活場面における支援 

  →上記モデルⅢ 及び モデルⅣ によるそれぞれの取組 

 

  

  より支援の効果を高めていくために，通級指導教室の弾力的運用，支援員による学習支援

などについて，支援チームとして組織的に情報共有や支援方針の検討を行う取組に発展 

  →上記モデルⅢ 及び モデルⅣ をモデルⅡの中に位置付けた組織的取組 

平成２６年度までの取組 

平成２７年度の取組 

実践事例Ⅲ 平泉町立長島小学校の取組 

担任，通級指導教室担当者，支援員等によるチーム支援 

 

支援チームの編成

は，担任や教科担当

をサポートする機能

的な支援の遂行につ

ながる有効な取組で

す。 

ポイント 

【図１】本校の実践と本研究との関連 
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４ 取組の推進 

(1)   支援チームの編成 

  本校では，年間を通して定期的に実施する特別支援教育校内委員会において，特別支援教育視 

点からの支援の充実に向けた取組について，検討してきました。 

 しかしながら，特別支援教育校内委員会は，校内全体での支援の必要性や方向性の確認には有 

効であるものの，より具体的な支援の在り方を検討し，支援に対する評価を行う上では，機能的 

で，機動力のある組織を構築する必要があると考えました。 

 そこで，これまでも取り組んできている通級指導教室の弾力的運用や，特別支援教育支援員に 

よる取組を連動させ，組織的な支援につなげていけるような支援チームとしての取組に位置付け， 

さらに想定される具体的な役割を基に，支援チームのメンバーを構成しました。 

 【表１】は，支援チームの構成メンバーとその役割をまとめたものです。 

【表１】支援チームの構成メンバーと役割 

組織・人材 役   割 

学校長 校内支援体制の推進，通級指導教室担当者の弾力的運用に関する方針

の決定，授業補充時の実際的指導 

副校長 校内支援体制の調整，授業補充時の実際的指導 

教務主任 授業体制に応じた時間割，学習場所の調整 

特別支援教育Ｃｏ 特別支援教育校内委員会の主務，支援チームの編成，支援会議の主務

指導状況の把握，授業体制の検討，個別の指導計画様式の作成 

通常の学級の担任 支援対象児童の実態把握，個別の指導計画の作成，個別の教育支援計

画に基づく指導・支援，単元前の授業打ち合わせ 

通級指導教室担当者 教科による個別指導・支援，指導状況の報告 

特別支援教育支援員 支援計画に基づく指導・支援，単元前の授業打ち合わせ 

対象児童に応じた学習教材，シートの準備・工夫 

 また，児童の学習状況の情報共有や，支援チームとしての取組経過を確認していくために，月 

 １回ペースでの支援会議を年間計画に位置付け，実施を行いました。 

 【表２】は，特別支援教育校内委員会をふまえた支援会議の推進計画をまとめたものです。 

 【表２】支援会議年間推進計画 

月 推  進  計  画 

４ 支援会議① 支援チームの編成 支援の具体的方針の決定 構成メンバーの役割 

５ 支援会議② 具体的な児童への支援推進 支援推進にかかわる校内調整 

６   

７ 支援会議③ 支援体制にかかわる１学期間の反省 ２学期方針の確認 

８ 支援会議④ 具体的な児童への支援推進 支援推進にかかわる校内調整 

９ 支援会議⑤ 

10 支援会議⑥ 

11 支援会議⑦ 

12 支援会議⑧ 支援体制にかかわる１学期間の反省 ２学期方針の確認 

１ 支援会議⑨ 具体的な児童への支援推進 支援推進にかかわる校内調整 

２ 支援会議⑩ 

３ 支援会議⑪ 支援体制にかかわる年間反省  次年度方針の確認 
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(2)  支援チームによる支援の検討と評価 

   【表２】の支援会議年間推進計画にもあるように，支援チームのメンバーによる支援会議は， 

月１回ペースで実施していきました。 

   特に，年度当初の支援会議においては，個別の指導計画を基に，児童の学習状況，長期目標（１ 

年間で目指す目標），学期における具体的支援などについて，共有を図りました。また，学期末に

設定された支援会議では，１学期間の児童の状況にかかわる評価を行っていきました。 

  【資料１】は，本校で活用されている個別の指導計画の様式を示したものです。 

 

 

 

 

【資料１】個別の指導計画様式（記載内容 

  はイメージ） 

 

 

 

 

 

 

具体的にどのような支援を行うか， 

支援に基づいた取組の評価がまとめられ

ます。 

個別の指導計画は，通常の学級に在籍する児童への具体的な指導の在り方，支援を確認してい

くための有効なツールといえます。 

 目標に基づいた学期毎の評価が記載されていくことで，児童への指導の経過が見えるものとな

り，支援内容の引き継ぎにも大きな意味をもちます。 

ポイント 
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(3) 特別支援教育支援員業務日誌による情報提供，共有の取組 

 本校の支援チームによる取組にお

いては，児童の学習状況にかかわる情

報が特別支援教育支援員によって，多

く得られました。 

 身近に児童の具体的指導・支援に当

たる特別支援教育支援員は，児童とや

りとりを通して，また，学習時の観察

を通して，児童のつまずきや困り感を

改善するための支援の手がかりを持

っていると言えます。 

 本校では，そうした特別支援教育支

援員からの情報提供を，日々の業務日

誌を通して共有していきました。 

 【資料２】は，業務日誌様式を示し

たものです。 

                     

    

 

 

 

 

 

 

 

【資料２】支援員勤務日誌（記載内容はイメージ）                     

    

   また，特別支援教育支援員からの情報提供に対して，学級担任がその情報を受け止め，具体的

な支援に生かしていこうとする姿勢により，特別支援教育支援員が支援チームの一員としての有

用感をもち，さらに積極的な情報収集，状況把握に努めようとすることにつながっていきました。 

   【表３】は，特別支援教育支援員による業務日誌を通した情報提供の記録を示したものです。 

【表３】情報共有に係わる業務日誌の記載内容①（一部抜粋） 

 

 

 

 

感想等 

〔支援員〕 

Ｃさん…（前略）音読が宿題になったので，休み時間

に２ページ分の読めないところに，ふりが 

     なをふった。昨年は，全部あらかじめ，ふ

りがなを書いていたが，時間があるなら

ば，読めないところだけ書く方がよいのか

とも思った。 

〔学級担任〕 

支援について，いろいろ試しながら，進めていきた

いと思います。 

 

定期的な支援会議開催と合わ

せて，大切なことが日々の学習

状況における気付きが支援チー

ムのメンバーで共有されること

が大切です。 

業務日誌は，情報共有の重要

なツールと言えます。 

ポイント 

この記載内容には，特別支援

教育支援員が前年度に行ってい

た具体的な支援が示されていま

す。引き継ぎ資料にない情報を

支援員が把握していることもあ

り，支援チームにおける重要な

役割を果たしています。 

ポイント 
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(4) 通級指導教室の弾力的運用による少人数指導の実施 

 本校では，これまでも，通級指導教室担当者のもつ特別支援教育にかかわる専門性に着目し， 

通級指導教室の時間割の中で，担当者が対応可能な時間を調整しながら，通常の学級に在籍する

児童への教科別の少人数指導を実施してきました。 

 【表４】は，通常の学級に在籍する児童への少人数指導，個別指導を位置付けた通級指導教室

の弾力的運用による時間割です。 

    【表４】弾力的運用による少人数指導を取り入れた通級指導教室時間割 

 月 火 水 木 金 

１ 国語 国語 算数 算数 国語 

２ 算数 算数 図書ボラ打合 国語 読書推進打合せ 

３   国語  算数 

４  ことばの指導 ことばの指導   

５ 国語     

６   合奏団活動 ぐんぐんタイム 委員会・クラブ 

７ ことばの指導 ことばの指導 ことばの指導 職員会議 

研 修 会 

ことばの指導 

８  ことばの指導 ことばの指導 ことばの指導 

(5) 通級指導教室担当者の専門性を生かした具体的支援 

 通級指導教室の弾力的な運用によって取り組まれた国語科の少人数指導における具体的支援

は，様々な形で展開されましたが，特徴付けるキーワードとしては，「児童の得意さを生かした

学習活動」，「達成感が得られる教材の工夫」が挙げられます。 

 キーワードに基づく取組について，紹介します。 

ア 「児童の得意さ・強みを生かした学習活動」 

     国語科における新聞づくりの活動に当たり，通級指導教室担当者は，それぞれの得意さを生 

かしながら，共同で学習活動に取り組める展開を検討しました。 

 【表５】は，個別の指導計画を基に，支援チーム内で共有されている児童の得意さをふまえ

た学習活動の工夫を整理したものです。 

   【表５】 通級指導教室担当者による指導の工夫 

対象児童 対象児童の得意さ 学習活動の工夫 

Ａ ・教師が読んで聞かせた教科書の内容

等については，理解がスムーズであ

る。 

・気持ちや考えたことを話したり，答

えたりするのが得意である。 

 

 

① 新聞のタイトルや記事の見出しと

なる言葉を質問形式で引き出し，本

児の考えとして話すことができる

ようにする。 

② Ｂの言葉について，自分の考えを加

えて，新聞の内容を文章化して話

す。 

Ｂ ・書き示されたことや，話されたこと 

を書き写すことは，比較的得意であ

る。 

・文中から，書かれている内容を探し

出すことができる。 

 

 

 Ａの考えた新聞のタイトルや見出し

の言葉を参考にしながら，通級指導教

室担当者の支援を手がかりに,新聞に

書きまとめていく。 

 

聴覚的な情報からの理解 言葉による応答や説明 

示された内容の書き取り 
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  イ 「達成感が得られる教材の工夫」 

    学級全体での取り組む国語科の漢字チェックテストにおいては,テストの問題形式が 100 問 

   １枚の形式になっていたことから,通級指導教室担当者は,同じ内容でありながら,児童がより 

取組の経過が意識でき,達成感につながる支援として,問題形式を作り替える教材の工夫を図り 

ました。こうした工夫により，児童がより意欲的にテストに取り組んでいく姿を確認すること 

ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料３】チェックテストの工夫  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１００問１枚のテスト形式を，２０問５枚のテスト形式に変換したプリント 

同内容の学習プリントの取組についても，自分の取り組んだ経過が分かりやすくする工夫や，

到達可能なゴールであることを意識化できる工夫を図ることで，児童の取組意欲を引き出して

いく支援につながります。 

こうした取組にも見られるように，特別支援学級担任や通級指導教室担当者は，特別支援教

育の専門性を生かした支援の具体的なアイディアを持ち合わせた校内資源と考えることができ

ます。 

ポイント 
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(6) Ｔ－Ｔ授業における情報共有 

 本実践の中では，児童の学習状況をふまえた指導形態の工夫として，国語科については，通級

指導教室の弾力的運用による少人数指導を進めると共に，算数科については，複数の支援員を配

置しながら，Ｔ－Ｔ授業の充実を図りました。 

Ｔ－Ｔ授業の展開に当たっては，授業者である教員，支援員が授業のねらいを共通確認すると

共に，児童の学習状況を把握，評価を共有することが大切であることから，新しい単元に入る前

には，担任と特別支援教育支援員との間で打ち合わせを行いながら，具体的な支援を進めていき

ました。 

 また，日々の特別支援教育支援員による業務日誌を活用した情報提供からは，Ｔ－Ｔ授業にお

けるさらなる支援の必要性や，児童の評価につながるエピソードを共有していくことができまし

た。 

 【表６】は，Ｔ－Ｔ授業を展開していく上での情報共有にかかわる記録を示したものです。 

 【表６】情報共有に係わる業務日誌の記載内容①（一部抜粋） 

 

 

感想等 

〔支援員〕 

Ｃさん…（前略）時間はかかるが，一生懸命頑張ろうとする姿が見られている。みんなと同じ問題を

解きながら，「ひっ算，やりたいけど，書く場所が…」と話しをしていた。○さんにとって

は，ひっ算スペースが少し狭かった様子。書けなくはないが，書いているうちに，何を書

いているか分からなくなってしまう様子。 

〔学級担任〕 

 ありがとうございます。他の児童用のプリントでも，スペースが狭いときは，何か白い紙でも渡し

たいと思います。明日もお願いします。 

 

 

感想等 

〔支援員〕 

Ａさん…（前略）作図の練習になると，スイッチが入ったように，張り切ってやりだしている。前回

の垂直の作図で，少し自信がついたようで，今日もたくさん練習をした。しかし，２つの

定規をおさえるのは，まだ難しい様子。しかし，今日は，「先生，ここ，おさえてください」

と自分からお願いしてくる言動が見られた。今までは，出来ないとあきらめることが多か

ったが，自分からお願いをしてくる姿は，めずらしい姿だなと感心した。 

〔学級担任〕 

 やる気を引き出していただき，ありがとうございます。 

(7) 特別支援教育支援員を含めたＴ－Ｔによる研究授業の実施 

 (6)で示したＴ－Ｔによる算数科の授業の中では，授業改善の視点から校内研究授業を実施し

ました。校内研究授業の実施に当たっては，学級担任が学習指導案に「評価規準と手立て」とし

て，支援を必要とする児童への具体的な手立てを明示しました。また，展開案の留意点にも盛り

込みながら，Ｔ２，Ｔ３に位置付けられた支援員が具体的に進めていくこととしました。 

 次頁の【資料４】は，研究授業における学習指導案の一部を抜粋したものです。 

 

 

  

支援員が書き込み式ドリルにマス目を書くことの支

援，児童が自分で書くことを指導することに反映した。 

また，担任もその後のプリントにマス目を入れるこ

とに反映させた。 

Ｔ－Ｔ授業の展開に当たっては，学習指導案の中に，児童への具体的な支援と授業者の動きが

明示されることによって，授業者間でそれぞれがなすべき役割を確認することができます。 

略案などにおいても，役割確認がなされると，より効果的な支援につながっていきます。 

ポイント 

支援への反映 
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【資料４】算数科 学習指導案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援を必要とする

児童への手立てを

具体的に位置付け 

る 

展開において，手立てを取り入れた支援

が必要と考えられる場面を留意点とし

て盛り込む 



- 44 - 

  

 (8) 支援会議による取組の振り返り 

 本校では，月１回ペースで実施する支援会議において，児童の学習状況の確認や，その後の具

体的な支援を検討すると共に，支援チームとして各メンバーが果たした具体的な役割や，チーム

としての取組についての振り返りを重ねながら，取組の成果と課題についても共有していきまし

た。 

 こうした振り返りを重ね，経過をまとめていくことは，年間を通じた取組の成果と課題を明ら

かにしていくためにも，必要なことであり，新たに実施した支援チームの取組をより発展的なも

のにしていくために有効であったと考えられます。 

 【表７】は，支援会議の主務者である特別支援教育 Co がまとめた取組経過記録の一部を示し

たものです。 

【表７】取組経過の記録（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内支援体制による取組においては，児童の変容の視点だけでなく，組織としての取組， 

機能の視点からの成果と課題も明らかにすることが取組の改善につながります。 

ポイント 

学級担任の取組経過 

・引き継ぎ事項の確認 ・実態把握 

・引き継ぎから予想できる支援の実施 

特別支援教育支援員の取組経過 

・支援員同士の情報交換 

・業務日誌を活用した情報提供 

取組にかかわる所感（＝振り返り） 

 支援員の日誌を活用し，積極的に児童

に情報を伝え，必要な支援について具体

的な相談ができた。早期に支援方法を確

立する上で大変有効であった。 
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 (9) 支援チームを支える全校体制 

ここまで，支援チームとしての具体的な取組について，紹介してきました。最後に，紹介した 

いのが，この取組を支える全職員による体制づくりです。 

本校では，毎日の朝学習と，木曜日の午後に位置付けられている「ぐんぐんタイム（課題学習）」

において，学校長，副校長，養護教諭などを含めた全職員による校内体制で指導を行っています。 

この体制によるねらいは，二点あります。 

一点目は，全職員による学習指導体制を構築することで，全体に対する学習のサポートを担い 

ながら，学習面でつまずきのある児童に対しては，学級担任や通級指導教室担当者がより個に応

じた支援を基に，重点的な指導をしていけることです。 

二点目は，朝学習や課題学習に，全ての職員が児童の学習への取組を見取っていく中で，一人

一人の児童がどのような学びの中で得意さを発揮できているのか，また，つまずきがあるのかが

把握でき，全校児童への理解が深められています。 

 また，朝学習や課題学習に限らず，また，学級担任と特別支援教育支援員の打ち合わせ時間を

捻出するために，学校長，副校長が必要に応じて授業に入る体制づくりも行っています。 

 支援チームとして，具体的な支援を進めていく学級担任や特別支援教育支援員を支える大きな

役割が，ここにあります。 

 

５ 本校の実践を振り返って 

   本校における支援チームによる取組は，学習面での困り感をもつ複数の児童への個に応じた教

科指導の充実として取り組まれました。新たな取り組みを一からスタートするのではなく，これま

でも行ってきた通級指導教室担当者や特別支援教育支援員などの人的資源を生かした取組を，さ

らに児童についての組織的情報共有の面から進化させたものであったと捉えられます。支援員を

含めた支援会議の定例化や，学級担任との情報共有に基づく児童への弾力的な支援の工夫などに

見られるように，今ある校内資源を有効に活用した取組は，現実度の高いものであったと考えます。

また，具体的に大きく以下の二点において，優れた取組であったいえます。 

  一点目は，特別支援教育支援員を支援チームのメンバーに位置付けながら，児童にかかわる情報

共有から具体的支援，評価までにかかわる役割を示したことです。このことは，児童の学習状況に

応じたきめ細やかな支援につながった成果だけでなく，よりよい支援に向け，特別支援教育支援員

が，文献等を基に特別支援教育にかかわる研修に取り組む姿も見ることができたという成果もエ

ピソードとして，お聞きすることができました。今後の各学校における特別支援教育支援員の業務

推進の大きな参考となる取組であった感じます。 

   二点目は，通級指導教室の弾力的な運用についても，支援チームの取組に位置付けたことです。

弾力的な運用による少人数指導では，特別支援教育の専門性を生かし，児童の得意さに着目した

学習活動の設定や教材の工夫がなされ，児童の意欲的な取組に反映されました。また，担任や支

援員が進める一斉指導場面におけるヒントも，通級指導教室担当者から得られことが多くありま

した。この点についても，今後の各学校における人的資源の活用の在り方を考える上で，生かし

ていけるものと思います。 

   本校における「チーム長島」とも言うべき取組は，学校規模をふまえ，活用しうる人的資源を 

  有効に構成した優れた取組であった考えます。   
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１ 実践校について（平成 27 年度現在） 

学 校 名 花巻市立花巻中学校（校長 伊藤 信彦） 

学級数 18 学級（特別支援学級４：知１，情２，病１），ＬＤ通級指導教室１  

生徒数・教職員数 生徒数 485 名，教職員数 55 名 

 

２ 実践の概要 

  本校における実践は，「基礎・基本の確かな定着を   

図る指導法の改善」を研究主題に掲げ，「誰にでも分  

かる授業づくり」，「基礎・基本の確かな定着を図る授 

業づくり」をユニバーサルデザイン（以下，ＵＤ）の  

手法を用いて校内研究として取り組んだものです。 

 なお，本研究との関連は，【図１】のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究の背景 

  本校が，この研究に取り組んだのは，次の二つの理由からです。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題 基礎・基本の確かな定着を図る指導法の改善 

 

 

 

 

      

 

【図１】本校の実践と本研究との関連   

 

ＵＤの取組は，特定

の生徒だけに有効で

はなく，すべての生

徒の学力向上に有効

です。 

ポイント 

 

学 力 向 上 

授 業 力 向 上 

学力の低い生徒や学習意欲をもつことが困難な生徒への対応

方策として，特別支援教育の視点を取り入れたＵＤの手法を通

じ，すべての生徒に分かる授業づくりを目指すため。 

 
中学校においては，各教科を横断した授業研究は行いにくい傾

向が見られます。こうした中，ＵＤの手法を通した指導法の改善

は，すべての教科を通じ取り組める内容であり，この視点からの

授業研究を通じ教師の授業力の向上を目指すため。 

実践事例Ⅳ 花巻市立花巻中学校の取組 

ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業研究の取組 

モデルⅢ 

特別支援

学級の弾

力的運用

の取組 

 

 

 

モデルⅤ ユニバーサルデザインの視点を取り入

れた授業研究の取組 

 

 

 

モデルⅠ 特別支援教育校内委員会の取組 

 

 

 

【図１】本校の実践と本研究の関連 
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４ ＵＤの視点づくり 

  本校では，ＵＤの視点を取り入れた授業づくりを 

行うにあたって，右図のような取組を行っています。 

 ＵＤの視点を全教員で共通理解し合い，普段の授 

 業の中で具体的に取り入れていく手立てとして有効 

 に機能しました。 

  また，第１回授業研究会の際に【図２】の資料が 

示されました。ＵＤの視点がなぜ必要か，どのよう 

なことを目指し取り組むのか，明確に示され，教員 

間の目指す方向性が明らかになりました。 

 本校では，最終的に本教育センター作成のＵＤの 

 視点を取り入れた授業づくりを進めることとなりま 

 したが，全教員でＵＤの視点の必要性をしっかりと 

共通確認する取組は重要であることが明らかとなり 

ました。 

 

 

 

５ ＵＤの視点を取り入れた授業づくり 

(1)   第１回授業研究会（特別支援学級数学）の実際 

ア 授業の概要 

(ｱ)   実施教科等 

   第１回校内全体授業研究会においては，特別支援学級（数学科）において以下により実施 

されました。 

 

教科毎に取り入れることが可能なＵＤ

の手法を検討する 

特別支援学級で日常的に行われてい

るＵＤの手法を全職員で共通理解を

図る。 

 

ねらい 

ねらい 

 

【図２】第１回授業研究会資料（ＵＤの捉え方）  

特別支援学級で日常的に行われてい

るＵＤの手法を全職員で共通理解を

図る。 

 
授業研究会における 

   教科グループごとの検討 
２ 

特別支援学級「数学科」の 

         授業を参観 

ねらい 

１ 

ねらい 

教科毎に取り入れることが可能なＵＤ

の手法を検討する。 
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焦 点 化 １ 

・日 時 平成 27 年６月 26 日（金）５校時 

・授業者 村松 伴典 教諭 

・教科及び単元名 数学科「式の計算：多項式の計算」 

・生 徒 ２年生５名 

(ｲ)   授業の流れ 

   本時の授業は, 【表１】のとおり行われました。 

    【表１】本時の授業の流れ 

 学 習 活 動 学 習 内 容 指導上の留意点 

 

導

入 

 

１ 授業の流れの確認 

２ 計算練習 

３ 課題確認 

・授業の流れを確認する 

・二位数×二位数の問題 

 

・黒板に書く 

・支援員と個別支援 

・バラバラの状態を提

示 

 

 

 

展 

 

 

 

開 

 

４ かたづけ方を考え 

る 

５ 考えた方法を発表

する 

６ 文字を使った式で 

表してみる 

７ 同類項をまとめる

計算をする 

 

・具体物を使ってかたづ

け方をいくつか考える 

・かたづけ方を発表しあ

う 

・絵を使った式を作る 

 →文字を使った立式 

・自然数のみを用いた同

類 

項をまとめ計算をする 

 

・具体物（果物の模型， 

 箱）を準備する 

・かたづけ方のヒント

を出す 

・文字を使った有用性

を感じさせる 

・難易度別に２種類の

問題を準備する 

終 

末 

８ 学習の振り返り 

９ 次時の予告 

 

・本時の学習を振り返り

感想を発表する 

･次時の学習内容を確認 

・「私は◯◯が分かりま 

した。」という形で発 

表させる。 

イ 本時の授業におけるＵＤの視点   

この授業において，授業者が取り入れたＵＤの手法は，以下の三点です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下の図のように，リンゴとなしがあります。

２つの箱にかたづけます。どのようにか

たづけますか。 

 

箱Ａ 箱Ｂ 

特別支援学級の生徒が，具

体的に学習課題を理解できる

ように，シンプルな課題設定

と視覚的な支援により，かた

づけ方を考える本時の課題が

焦点化されています。これに

よりその後の文字式への移行

もスムーズに行われていま

す。 

 

学習課題 かたづけ方を考えよう 

かたづけ方を考えよう 
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特別支援学級の生徒は，数のような抽象的な概念の理解が困難であるため，具体物

を用いるなどの視覚化を意識した指導を【表２】のとおり行なわれました。 

【表２】視覚化の手立て 

視覚化の手立 主 な 内 容 

学習課題 学習課題を文字に加えて絵を使用 

学習の流れ 本時の学習の流れをホワイトボードで提示【表３】 

学習プリント 具体物での説明を文字式へ視覚的に移行【資料１】 

 

りんごの仲間となしの仲間→それぞれまとめる 

りんごはりんご，なしはなし というように同じ仲間ど

うしはまとめることができる。 

ここでりんごをａ，なしをｂとおきかえると 

２ａ＋ｂ＋４ａ＋３ｂ＝６ａ＋４ｂ 

この式で６ａや４ｂなどを「項」と呼びます。 

文字の部分が同じ項を「同類項」と言います。 

 

 

視 覚 化 ２ 

 

共 有 化 
３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 授業研究会の実際 

・授業研究会では，各教科でのユニバーサルデザインの手法導入による授業改善を目的に教科担

当教員でグループを構成し，ワークショップ型の授業検討を行っています。 

・授業参観を行った教員は，付箋紙にコメント（ピンク付箋紙：良い点・青付箋紙：課題）を記

入し，研究会の際に模造紙に付箋紙を貼りながらグルーピングを行いました。 

   

 

 

今日の授業の流れ 

① かけ算の計算をする 

② 学習課題の確認 

③ かたづけ方を考える 

④ 発表する 

⑤ 文字を使って表す 

⑥ 同類項をまとめる計算をする 

⑦ 学習の振り返り 

【表３】本時の授業の流れ 

【資料１】学習プリント（一部抜粋） 

本時の授業においては，

一人一人の生徒がりんごと

なしの分け方を考え，プリ

ントに記入した後，全体の

前で発表させる取組を行

い，それぞれの考えの交流

を行いました。 

 

生徒一人一人の考えを全体の前で発表す

るなどの「共有化」は，同じくだものの種

類で分ける考え方を自分の言葉で説明する

言語活動を伴うことから，理解の定着が図

られる機会となりました。また，友達の考

えを聞き，自分の考えと共通点と相違点を

確認し，具体物を文字式に置き換える思考

がより深く理解できる契機となっていま

す。 

 

 

 
ポイント 
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  ＵＤ授業のための視点 １ 

・各グループ（教科毎）の発表内容の概要は【表４】のとおりでした。 

【表４】各グループ（教科毎）の発表概要    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

※１「○：成果」，「●：課題」 ※２「ＵＤ要素」は，研究担当者による区分 

 

 

 

 

 

 

 

（2) 第２回授業研究会（２年英語科）の実際 

ア ＵＤ授業を行うための基本的要件の確立 

この授業研究会にあわせて次の二点のＵＤ授業実施に関わる提案がなされ，本校における 

ＵＤ授業の基本的要件が確立しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ 発 表 概 要 ※１ ＵＤの要素※２ 

音・美 

技・家 

○板書と学習シートが関連しており有効 構造化 

○具体物からイラストに移行するなど視覚化が有効 視覚化 

○発表の仕方がパターン化され生徒の発表に活用されていた パターン化 

数学 ●多様な考えを引き出す活動とねらい達成の整合性について 共有化 

●りんごとなしの提示の仕方について 視覚化 

英語 ○導入の流れが明確 構造化 

○英語科として有効なＵＤの視点は焦点化 焦点化 

国語 ○本時の流れが，いつでも確認できる 視覚化 

○指示が明確 焦点化 

社会 

理科 

○文字をイメージさせるための視覚化が有効 視覚化 

●発表場面では，どのような発言をさせるのか明確化する必要 明確化 

体育 ○具体的な絵や物は視覚化に有効 視覚化 

●ねらいと異なる考えが出た際の対応の仕方 焦点化 

この授業研究会では，特別支援学級の授業をもとに各教科ではどのようなＵＤの視点を授業に

取り入れることができるかという観点から多くの意見が出されました。教員一人一人が主体的

にＵＤの観点を取り入るために考える今回の取組は，大変効果的でした。 

 
ポイント 

・第１回授業研究会における検討結果や当センター作成「ユニバーサルデザインの

視点を取り入れた校内授業研究ガイド」を基に次頁【表５】のとおり 14 の視点を

本校における授業づくりの視点として設定しました。 

・各授業への適用においては，すべての要素を１つの授業に取り入れるのではな

く，各授業及び教科において，関連性が深い項目を選択し明確化した上で授業の

構想を行うこととしました。 
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  ＵＤ授業の指導案雛形の提示 ２ 

【表５】ＵＤ授業の視点 

 視  点 指 導 上 の 工 夫 

１ クラス内の理解促進 活躍の場，助け合いの場，互いの良さを確認する場の設定。  

２ ルールの明確化 学校生活や授業中のルールを明確に示す。 

３ 刺激量の構造化 掲示物の整理をしたり不快音を低減したりする。 

４ 場の構造化 学習活動と教室内の使用場所等を関連付ける。 

５ 時間の構造化 授業全体の見通しを時間とともに示す。 

６ 焦点化 時間内に取り組む指導内容を精選及び情報の整理を行う。 

７ 展開の構造化 学習目標の習得のため，授業展開を意図的に高度化を図る。 

８ スモールステップ化 学習課題を実態に応じて段階的に設定する。 

９ 視覚化 図表，絵，写真，動画，実物などを提示し理解を促す。 

10 動作化・作業化 実験や操作，劇化等を通じ理解を深める。 

11 共有化 児童生徒の交流を通じて，自らの理解を深める。 

12 スパイラル化 指導事項を意図的繰り返し学習する場面を設定する。 

13 適用化 学習した内容を様々な問題や設定でも適用できる場を設定す

る 

14 機能化 学習内容を生活場面で活用できるよう設定する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
○ ○ 科 学 習 指 導 案 

 １ 単元名 
 ２ 単元について 
 （１）教材について （２）生徒について ※ＣＲＴ，県学調等の結果及び分析を記載。 

 ３ 単元の目標 
 ４ 単元の指導計画 
 ５ 本時の指導 
 （１）本時の目標 （２）指導の構想 
 （３）本時におけるＵＤの主なポイント 
   ※「ＵＤ授業の視点」から本時の授業において中心的な視点を選択し具体的な取り組みを記述 

 （４）本時の展開  

段階 学習項目 時間 指導上の留意点 ＵＤの視点 

導入 ・学習課題の提示 
 

   

展開  
・学習課題解決のため

の取組 

  

・「ＵＤの視点」にかかわる指

導上の留意点を含め記述 

 

終末 ・まとめ    
 

 

○○○をしよう 
指導案「５

(３)」に記

載した項目

を記述 

【資料２】ＵＤ授業の指導案雛形 

・ＵＤ授業を行うにあたっての指導案様式を【資料２】のとおり定めました。 

・「５ 本時の指導（３）本時におけるＵＤの主なポイント」と「（４）本時の展

開」の項目に「ＵＤの視点」を設定している点が特徴です。 
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展開「３ 教科書本文内容の復習」において，以下のような文型の視覚化が取り 

入れられました。 

【文型の視覚化の概要】 

疑問文「Why are the people afraid of Gulliver？」に対する答え「Because he 

is so big」を学習プリント上で【資料３】のように示しました。 

 

視 覚 化 １ 

イ 授業の概要 

(ｱ)   実施教科等 

 第２回校内全体授業研究会は，２年英語科において以下により実施されました。 

・日 時 平成 27 年 10 月１日（木）５校時 

・授業者 三浦 信之 教諭 

・教科及び単元名 英語科「Program５ Gulliver’s Travels」 

・生 徒 ２年生 38 名 

(ｲ)  授業の流れ 

 本時の授業は，【表６】のとおり行われました。 

   【表６】本時の授業の流れ 

 学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点 ＵＤの視点 

 

導

入 

 

１ 基本単語の練  

 習 

２ 課題確認 

○スラスラ英単語シート

で自分のレベルに合わ

せた単語練習（音読）

を行う。 

  

・スパイラ

ル 

 化 

 

 

展 

 

 

 

開 

 

 

３ 教科書本文の

内容の復習 

 

４ オリジナル英

文の作成(２回

目)と発表 

 

 

○教科書本文について， 

 Ｑ＆Ａを行う。 

 ・口頭によるＱ＆Ａ 

 ・書く活動でまとめる 

○グループで新しいガリ

バー旅行記を作る。 

・グループでオリジナ   

 ル旅行記を作る 

・発表及び教師のコメ 

ント   

 

 

・英単語レベルの応

答 

を文レベルの応答

にさせるようにす

る。 

・「Ｑ＆Ａ学習シー

ト」 

を使用 

・学習シートの使用 

 

 

 

 

 

 

 

・視覚化 

 

・クラス内

の理解促

進 

・視覚化 

・共有化 

終 

末 

５ 次時の予告と

単元評価カード

の記入 

○次時の予告と単元評価

カードへの記入 

・単元評価カードの

使  

用 

 

 ウ 本時の授業におけるＵＤの視点   

この授業において，授業者が取り入れた主なＵＤの手法は，以下の二点です。 

 

 

 

 

 

 

  

    

教科書で紹介されたガリバー旅行記を参考に， 

新しい国を作って，みんなに紹介しよ

う。 
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【資料４】学習プリント（オリジナルのガリバー旅行記を作ろう）

う） 

共 有 化 

 

 

  

 

 

 

 

 

   【資料３】文法構造が視覚化されたプリント（一部抜粋） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【オリジナルのガリバー旅行記を作ろう】 

 プランナー 太郎 次郎 三郎       

旅行メモ 英語での説明 

１はじまり Ｔhere are an interesting story 

              in Gulliver’s  Travels  

２ そのストーリ

ーとは？ 

It’s a story 

 about a home of shiratama saｎ.  

３ 特徴を説明し

よう 

Gulliver eats shiratama 

 Shiratamasan sings Shiratamasong 

４ 終わりの言葉 Thank you 

 オリジナル国名 しらたまさんのおうち  

【作成の方法】 

 大きな基本：みんなが驚くような国を作ろう 

① オリジナルの国,何についてのストーリーかを決めよう 

（表２） 

② 特徴を考え，紹介しよう（表３） 

③ 宣伝文を考えよう 

  もし（オリジナルの国）に来れば・・・できますよ（you can ） 

           ・・・しなければならないよ(you must) 

                   ・・・でしょう(you wil・・・) 

【発表の練習】 

 ・音読する英文をグループ内で分担しよう 

 ・グループ内で協力して，読めるようにしよう 

・相手にわかってもらえるようにジェスチャーをつけてみよう 

この視覚化では，次の点が有効でした。 

①  学習プリントの視覚化は，文法構造が把握しやすいとともに，矢印及び色分けられたペ

ンの表示等も加わり，どの生徒にも理解しやすい指導となりました。 

②  生徒に配付されたプリントの拡大版を板書として貼り出すとともに，これを基に教師が

説明したことで全生徒が集中して授業を受けることができました。 

 

 

 
ポイント 

 

 

【グループ内での共有化】 

生徒は小グループ毎に【資料４】    

によるオリジナルの旅行記づくり

に取り組みました。内容が決まっ

た後には，音読する英文の分担及

び練習に取り組みました。 

【学級内での共有化】 

 各グループが考えたオリジナル

の旅行記は，学級全体の前で発表

されました。 

２ 

 

自分たちの考えた物語を

紹介するため，繰り返し

練習に取り組む生徒の姿

が見られました。主体的

に学習内容の定着が図れ

ています。 

ポイント 
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エ 授業研究会の実際 

・授業研究会は，第１回授業研究会と同様に教科別ワークショップで行われました。 

・「数学・理科」グループでは，付箋を用い【表７】のような協議がなされました。 

【表７】「数学・理科」グループの協議内容（一部抜粋） 

ＵＤ項目 良かった点 改善点 

ク ラ ス 内

の 理 解 促

進 

【クラスの雰囲気が良い】 

・発表者のパーフォーマンス（ジェスチャ

ー等）が良い。 

・否定されない言語活動がなされていた。 

なし 

ス パ イ ラ

ル化 

【テンポの良い導入】 

・何をするか生徒がよく理解していた。 

・取組がスムーズだった。 

なし 

共有化 【グループ学習の進め方】 

・役割決めや発表練習がスムーズだっ

た。 

【班による取組の温度差】 

発表の仕方に班毎の差があった。 

【文法の正誤評価の在り方】 

文法の正誤が確認されていない。 

視覚化 【プリント・ホワイトボードの有効性】 

・手順がホワイトボードに書かれており 

いつでも確認できる。 

・プリントが見やすく分かりやすい。 

【板書の工夫】 

書く，貼る位置の工夫の必要性。 

その他 【学力向上につながる授業】 

・全員参加の授業であった。 

・基礎基本の定着がなされていた。 

評価の在り方や指導案の書き方

を検討したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「【表５】ＵＤ授業の視点」に沿った検討が【表７】のとおり行われました。 

・「【表７】『その他』」に記載されているように生徒は，授業中のほとんどの時間を書く，読む 

発表するなどの言語活動に取り組んでおり基礎基本の定着が図られる全員参加の授業であっ

たとの高い評価をすべてのグループから得ることができました。 

・一方で，【表７】「共有化」「視覚化」「その他」に見られる改善点も出されるなど，ＵＤ授 

業を行うにあっての今後の課題も明らかにされました。 

 
ポイント 
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 読む活動や暗記する活動だけにと

どまらず「作者の意図」や「作品のお

もしろさ」に触れさせる。 

(3) 第３回授業研究会（１年国語科）の実際 

ア ＵＤ授業を行うための授業者の考え 

第３回授業研究会は，国語科（１年）で行わ 

れました。この授業を行うにあたり授業者は右 

図の二点を基に授業を構想しました。 

そのための手立てとして，本校が設定した 

「ＵＤの視点」を取り入れ授業を構想しました。 

イ 授業の概要 

(ｱ)   実施教科等 

   第３回校内全体授業研究会は，１年国語科 

において以下により実施されました。 

 

・日 時 平成 27 年 10 月 27 日（火）５校時 

・授業者 堀江 稔英子 教諭 

・教科及び単元名 国語科「いにしえの心に触れる逢菜の玉の枝『竹取物語』から」 

・生 徒 １年生 32 名 

  

(ｲ)  授業の流れ 

   本時の授業は，【表８】のとおり行われました。 

   【表８】本時の授業の流れ 

 学 習 項 目 学 習 活 動 指導上の留意点 ＵＤの視点 

 

導 

 

 

入 

 

１ 言語事項の練  

 習 

２ かぐや姫の昇

天の場面をまと

めたニュース原

稿の発表 

○「今日のコトバ」「漢

字テスト」を行う。 

◯前時にまとめた原稿を

発表する。 

・授業の流れを提示 

・漢字テストは全体

で確認後実施 

・手短に教師が紹介 

・視覚化 

・スパイラ 

ル化 

 

 

展 

 

 

 

開 

３ 最終場面のあ

らすじ紹介（音

読） 

 

４ 今までの物語

の内容の確認 

 

 

 

５  か ぐ や 姫 を

「 月 の 世 界 の

者」として描い

た意図を考える 

 

 

○最終場面のあらすじ

を読む 

 

 

◯かぐや姫の正体などを

簡単に確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

・あらすじプリント

はふりがな付きと

し，全員が理解で

きるようにする。 

・これからの内容を

図 示し考 えさ せ

る。 

 

 

・かぐや姫が人間で 

あれば都合が悪か

った理由を考えさ

せる。（課題をしぼ

る） 

 

・個別の配 

慮 

 

 

 

 

・視覚化 

 

 

・焦点化 

 

 

・視覚化 

 

 

「竹取物語」の作者が不詳のわけを考えその理由をまとめよう 

 

古典の魅力に触れさせる 

 能力的な面や古典への学習意欲の

面でさまざまな子ども達がいる中で

全員が参加できる授業づくりを行う。 

全員参加の授業 ２ 

 読む活動や暗記する活動だけにと

どまらず「作者の意図」や「作品のお

もしろさ」に触れさせる。 

１ 
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展開「６ 作者不詳の理由を

グループで話し合う」におい

て，1200 年前に作られた作品

という時の長さと，その前後に

作られた作品との比較をさせ

るため巻物楓の掲示を行いま

した。（右写真参照） 

 

視 覚 化 １ 

共 有 化 

６ 作者不詳の理

由をグループで

話し合う 

・必要に応じヒント 

を提示する。 

・共有化 

終 

末 

７ 発表する 

８ まとめ 

 

○振り返り表を記入する 

・発表内容を掲示す

る 

 

・視覚化 

  ウ 本時の授業におけるＵＤの視点   

この授業において，授業者が取り入れた主なＵＤの手法は，以下の二点です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

・生徒は，１２００年という時代の長さを視覚的に感じることで，改めて時代背景や前後に書 

かれた作品の比較等を通じ，自分の思考を深めることができました。 

・このことは，授業者が授業のねらいとした「古典の魅力に触れる」取組として有効でした。 

 
ポイント 

 

 

・展開「６ 作者不詳の理由をグループで話し合う」においては，小グループにおい 

て，各自の考えを交流し，グループとしての考えをマグネットシートに記入し全体 

で交流し合いました。 

・生徒は，各班の考えを自分の考えと比較し聞くとともに，作者不詳の理由の多様な

可能性を知り，古典の面白さを体感できる機会となりました。 

２ 

・生徒が興味をもつ課題設定であったため，活発に話し合いが行われました。 

・その過程で，教科書の本文を読み返したり，意見を交流し合ったりなどの言語活動が行 

われ効果的に学習内容の定着が図られました。 

 
ポイント 

巻物風の掲示物の提示（黒板上） 
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エ 授業研究会の実際 

・授業研究会は，第１回及び第２回授業研究会と同様に教科別ワークショップで行われました。 

・「英語科」グループでは，付箋を用い【表９】のような協議がなされました。 

【表９】「英語科」グループの協議内容（一部抜粋） 

項 目 成 果 課 題 

流 れ の 提

示 

授業の流れが視覚的に把握でき有

効。 

毎回出さなくても必要に応じ 

て行うことも検討してはどうか。 

課 題 設 定

の仕方 

 本時のゴールが明確化されていた。  具体的な目標達成された姿は

何か。 

グ ル ー プ

活動 

グループの編成が３～４名で適切だ

った。 

 グループの人数は意図的かど

う 

か。他教科ではどうか。 

年 表 の 活

用 

 視覚的に訴えるとともに課題解決の

背景に迫る効果があった。 

 社会科で使う年表を代用する

ことも可能 

その他  生徒の発表の時間をもっと確

保したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・この授業研究会では，【表９】のように「ＵＤ授業の視点」に基づく視点での話し合いに留 

まらず他教科での活用の可能性（グループ協議の人数）や学習の流れの提示を臨機応変に 

行うなどの柔軟性についても話題となりました。 

・「社会科グループ」においても，共有化を充実させるために授業全体の時間配分についての 

検討の必要性が指摘されるなど，以前に行われた２回の授業研究会に比べ，ＵＤの視点をど

のように授業に具体化していくか，深い議論が行われました。 

 

 
ポイント 
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６ 本校の実践を振り返って 

・【図３】は，本校で取り組まれた実践の成 

果です。 

・具体的には，以下の二点にまとめられます。 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１～３回授業研究会の成果 

 

 

成

果 

・ＵＤ授業の必要性，有効性を共通確

認できた。 

・具体的な授業研究会スタイルの確立 

 

成

果 

・各教科に横断的に必要な取組につ

いて検討 

・「ＵＤ授業の視点」の柔軟性とこれ

までの授業スタイルの再検討の必

要性の確認 

 

 

成

果 

・「ＵＤ授業の視点」及び指導案スタ

イルの確立 

・教科におけるＵＤ授業の具体像を

共通確認できた。 

  

 

 

 

特別支援学級の授業を基にＵＤ授業 

のイメージ化を図る取組や，ワークシ

ョップ型の授業研究会による教科毎の 

ＵＤ授業づくりの検討など，学校全体

でＵＤ授業づくりを進める取り組みが

有効でした。 

 

 

・授業研究会は各教科ワークショップ

形式で行われました。協議の時間は，

各教員が活発に意見を出し合うとと

もに，全体での発表も共有化が図られ

る貴重な場となりました。 

・教科毎のグループ編成であるため各教 

科独自の課題についてすぐにフィー 

ドバックされ実践に生かすことが可 

能となっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

授業研究会の充実 ２ 

全体で共通確認しながらの 

ＵＤ授業づくり 
１ 

第２回授業研究会：英語科（２年） 

第３回授業研究会：国語科（１年） 

【図３】第１～３回授業研究会の成果 第１回授業研究会：特別支援学級「数学」 

【図３】第１～３回授業研究会の成果 
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学校スタンダー
ドによる学校生
活のルールの統
一は，全ての生
徒にとって生活
しやすく学びや
すい環境の提供
につながり，確
かな学びの下支
えとなります。 

ポイント 

１ 実践校について（平成 27 年度現在） 

学校名 宮古市立花輪中学校（校長 三浦 秀明） 

学級数 ５学級（特別支援学級２：知１，情１） 

生徒数・教職員数 生徒数 80 名 教職員数 19 名 

 

２ 実践の概要 

  本実践は，特別支援教育の視点を取り入れた授業づくり 

のベースに，生徒理解を深めるための研修会を位置づけた 

取組であり，本研究のモデルとは，【図１】のような関連 

性をもっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校では，生活面や学習面で 

で困難さを感じている生徒が  

複数名おり，一斉指導での学習 

内容の理解のつまずきや，意欲 

の低下を示す生徒もいます。こ 

うした状況の中で，新年度にな 

り，約半数の教職員が異動によ 

り入れ替わったことから，学校 

全体の取組として，生徒指導部 

を中心とした生徒理解の研修  

と，研究部を中心とした特別支 

援教育の視点を取り入れた授 

業研究を関連づけて，右の実践 

の概要【表１】のとおり実施していくこととしました。 

内  容 取   組 

 

生徒の実態把握 

支援方策の検討 

・知能テスト等の分析 
・チェックリストの記入 
・Q-U による集団の理解 
・生徒理解研修会の定期開催 
・個別支援計画・生徒指導個票の作成 
・緊急事案に対応する「Ｃ組プロジェクト」 

の実施（随時） 
・次年度入学生の生徒理解研修会の実施 

 

 

校内研究 

・花輪中学校スタンダードの作成 
・授業研究会と授業交流週間の実施 

（２グループに分けて実施） 
・特別支援教育学習会の実施（年２回） 
・研究部通信の定期発行（ユニバーサルデザ 

インの視点の提示，授業研究会の振り返り  
等） 

・特別支援教育の視点を取り入れた日常の授
業実践 

生徒理解に基づき，特別支援教育の視点を取り入れた授業実践 

モデルⅠ 

特別支援教育校内委員会の取組          

モデルⅤ            

ユニバーサルデザインの視点 

を取り入れた授業研究の取組          

モデルⅥ            

特別支援教育の視点を取り入 

れた学校スタンダードの取組          

校内
研究 

生徒
理解 

【表１】実践の概要 

 

実践事例Ⅴ 宮古市立花輪中学校の取組 

【図１】本校の実践と本研究との関連 

 

生徒理解に基づき，特別支援教育の視点を取り入れた授業実践 
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【表２】かかわりのある校内資源とその役割 

 

【表３】年間推進計画 

 

  また，この実践にかかわりのある校内資源とその役割は，以下のかかわりのある校内資源とその

役割【表２】のとおりです。 

 

 

３ 実践の経過 

(1) 年間推進計画 

本校では，個々の生徒の学習，生活の状況について，校内的に理解を深めていくこと，授業づ

くりの充実を図ることが校内支援の両輪となると考え，年間を通して，生徒理解研修会及び校内

研究会を開催していくこととしました（年間推進計画【表３】参照）。 

   生徒理解研修会では，新１年生については小学校からの支援ファイルを基に，２・３年生につ

いては検査報告書を基に，生徒の状況について確認を行いました。その後，支援方策の検討が必

要な生徒や他機関との連携が必要な生徒，継続して見ていかなければならない生徒について，重

点的に話し合いが行われました。   

校内研究会では，すでに作成済みの学校スタンダード「花輪中学校スタンダード」について職

員間で共有をするとともに，支援を必要とする生徒への具体的な支援の方向性をまとめた個別支

援計画，生徒指導個票の作成を進めながら，計画の通り授業研究会，授業交流週間の取組を行い

ました。 

 

月 校内研究会 生徒理解研修会 

４ ① ① 校内研究会 
・運営計画の確認 
・花輪中学校スタンダードの提示 
・学習５カ条の提示 
・河鹿通信ついて 

① ① 生徒理解研修会 
・チェックリストの説明 
・特別な支援を必要とする生徒名簿の説明 
・１年生（引継のあった支援ファイル） 
・２・３年生（WISC 検査報告書） 
・個別支援計画と生徒指導個票の説明 

５ ② 校内研究会 
個別支援計画と生徒指導個票の記入の仕方
の説明 

② 生徒理解研修会 
「特別な支援を必要とする生徒名簿」によ
り，現状の共通理解と今後の支援を検討 

６ ③ 校内研究会 
授業研究会１（特別支援学級） 

③ 生徒理解研修会 
生徒指導個票により，現状の共通理解と今
後の支援を検討 

７ ④ 校内研究会 
授業実践交流週間（Ａグループ全員の授業） 

 

８  ④ 生徒理解研修会 
・個別支援計画の検討 
・特別支援教育学習会１ 

９ ⑤ 校内研究会 
授業研究会２（１学年英語科） 

 

10  ⑤ 生徒理解研修会 
生徒指導個票により，現状の共通理解と今
後の支援を検討 

 
 

組織・人材 役   割 

研究担当（特別支援教育Ｃｏ） 校内研究会の運営 

生徒指導主事 生徒理解研修会の運営 

学年会 特別な支援が必要な生徒の状況把握 

Ｃ組プロジェクト 緊急事案の際の関係職員によるケース検討・対応 

学級担任 個別支援計画，生徒指導個票の作成 

養護教諭 別室登校の生徒の対応 

スクールカウンセラー 生徒・保護者の相談対応，学級担任等との情報共有 

特別支援教育支援員，学校生活サポート 別室登校の生徒の対応，生徒理解研修会への参加 
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【資料１】花輪中学校スタンダード 

 

 
花輪中学校スタンダード（ユニ
バーサルデザインの視点）が共
通ツールとなり，教科の異なる
授業も同じ視点で話し合うこ
とができる，“校内研究のユニ
バーサルデザイン化”が図ら
れ，授業改善の意識が高まりま
した。 

【資料２】学習５カ条 

 
ポイント 

11  ⑥ 生徒理解研修会 
生徒指導個票により，現状の共通理解と今
後の支援を検討 

12 ⑥ 校内研究会 
授業実践交流週間（Ｂグループ全員の授業） 
⑦ 校内研究会 
授業研究会３（２学年技術科） 

 

１ ⑧ 校内研究会 
・反省 
・特別支援教育学習会２ 

 

２  ⑦ 生徒理解研修会 
・反省 
・個別支援計画の成果と課題の検討 

(2)  校内研究の取組 

ア 花輪中学校スタンダードの策定 

研究主題「確かな学力の定着を図る指導の在り方～特別支援教育の視点を取り入れた授業実 

践を通して～」を掲げ，教師の指導の見直しを通した授業改善を目指すものとし，各教科にお 

いて特別支援教育の視点を取り入れながら生徒の実態に応じた学習指導法の工夫と授業実践を 

積み上げることで生徒の確かな学力の定着を図ることを目標とすることを確認しました。 

また，授業実践に活かす特別支援教育の視点を，「花輪中学校スタンダード」【資料１】とし 

て明確化するとともに，「学習５カ条」【資料２】と併せて授業に取り入れていくことを確認し，

実践に取り組みました。 
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参観シートの評価項目の提示により，授
業者の授業づくりにおける意図が明確に
なるとともに，参観の視点が明確になる
ことで，授業研究会における協議の深ま
りが期待できます。この取組を継続する
ことで授業改善が進みます。 

ポイント 

【資料３】外国語科指導案（抜粋） 

 

【資料４】外国語科授業参観シート 

 

イ 授業研究会，授業実践交流週間の実施 

年間計画に基づき，年３回の授業研究会と，全教員を２グループに分けて授業参観をする授 

業交流週間を年２回実施しました。 

授業研究会は，特別支援学級の生活単元学習，１学年の外国語科，２学年の技術科について

実施されました。各研究会には，助言者として，宮古市教育委員会指導主事や各教科の授業力

向上アドバイザー（他校教諭），総合教育センター研修指導主事が参加し，学力向上の側面と特

別支援教育の側面から協議されました。 

外国語科の研究授業の指導案【資料３】には「研究との関わりと指導構想」の欄を設け，花

輪中学校スタンダードの１～５の観点について，その教科の授業で行われる具体的な取組を記

載し，特別支援教育の視点の取り入れを具体化しています。 

また，参観者には，本時の目標，特別支援教育の視点としての学習の見通し・視覚的な提示・

学習プリントの工夫，個別の配慮等の評価項目に対する授業者の考えが記載された「授業参観

シート」【資料４】が配布されます。このシートに記入された参観者のコメントを集約したもの

を「河鹿通信」に掲載することで，情報共有とさらなる授業改善への資料としています。 

授業交流週間は，Ａグループ（社会，英語，保健体育，特別支援（知））を 7 月に，Ｂグルー

プ（国語，数学，理科，技術家庭）を 12 月に実施しました。研究会までは行わないものの，授

業参観シートを用いて参観し，河鹿通信で情報共有する形は，授業研究会の取組と同様です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）研究との関わりと指導構想 
 本校では昨年度より，共生社会の形成に向けたインクルーシ

ブ教育の重要性を受け，学習のユニバーサルデザインを取り入

れた授業づくりを行ってきている。通常学級における特別な教

育的ニーズのある生徒だけではなく，学級全体に「花輪中学校

スタンダード」にまとめた特別支援の視点を取り入れた授業を

していくことで，「わかりやすい授業」ができると考える。英

語科では次のような取り組みを継続的に行っていく。 

○学習ルールを明確にする[花輪中学校スタンダード 1] 

・授業の開始前に宿題点検をすることで，授業に向かう態度や

雰囲気づくりをする。 

○わかりやすく伝える[花輪中学校スタンダード３] 

・イラストや写真を使ったオーラルイントロダクションや導

入をし，視覚的な支援をする。 

・既習の英語表現やジェスチャーを交えた指示をする。 

○授業の構造を工夫する[花輪中学校スタンダード４] 

・学習目標は授業の最初に提示し，今日の授業では何ができる

ようになればいいのかを意欲を持って取り組めるようにす

る。 

・ミニ黒板に授業の流れを書き，見通しを持たせるとともに，

今どこをやっているのか，授業の内容を聞き落としてもその

後ずっとついていけないような生徒がでないようにする。 

・ビッグタイマーを使って，活動時間や終了時間を明確にし，

集中して取り組めるようにする。 

○意欲を出させる[花輪スタンダード５] 

・ワークシートのポイントやキーワードを大きくしたり，内容

に関するイラストを取り入れたり，英語がすべてわからなく

ても推測しながら取り組めるようにする。 

・読み取り問題ではリーディングポイントを示したり，難易度

の低い事実をたずねる問い（fact-finding question）を多く

することで，読める喜びを味わわせる。一方，難易度の高い

推論を促す問い（inferential questions）をチャレンジ問題

として取り組ませることで，上位の生徒も意欲的に取り組め

るようにする。 

・学期ごと，単元ごとにオリエンテーションを行い，評価項目

や「できるようになること」，そこに到達するまでの流れを

最初に示すことで，意欲を持たせる。 
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研究内容の周知や特別支援教育の視点の取
り入れ，研究授業の振り返り等，情報共有と
方向性の統一のため，河鹿通信の発行は有効
な取組と言えます。 

ポイント 

【表４】河鹿通信の内容 

 

【資料５】河鹿通信 

 

ウ 研究部通信「河鹿通信」の発行 

    特別支援教育の視点を取り入れた授業改

善の取組は昨年度から取り組まれており，河

鹿通信【資料５】におけるユニバーサルデザ

イン等に関する情報は，昨年度から継続して

掲載されています。加えて，前述の研究授業

や授業交流週間における授業参観シートの

コメントや助言を随時掲載しています。今年

度発行された通信の内容は，【表４】のとお

りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 第３回授業研究会（２学年技術科）の実際 

(ｱ) 授業の概要 

① 実施教科等 

第３回授業研究会は，２学年(技術科)において，以下により実施されました。 

・日 時 平成 27 年 12 月７日（月）５校時 

・授業者 鈴木 直樹 教諭 

・題材名 Ｄ 情報に関する技術（プログラミングによる計測・制御） 

・生 徒 ２年Ａ組２５名 

② 授業の流れ 

本時の授業は，次頁【表５】のとおり行われました。 

月 内    容 

４ ユニバーサルデザインとは 

５ 教育のユニバーサルデザイン 

６ 第１回授業研究会の振り返り 

～特別支援学級の生活単元学習 

６ 「花輪中学校スタンダード」より 

～時間の構造化について 

７ 授業交流週間の授業の振り返り～外国語 

７  ～保健体育 

７  ～社会 

11  ～数学 
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【表５】本時の授業の流れ 

 

【写真１】Scratch のプログラ 
ミングのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 授業の内容 

本時の授業は，ビジュアルプログラミング言語「Scratch（スクラッチ）」【写真１】 

を用いて，簡単なゲームのプログラミングを作成するものです。「Scratch」は小学生向

けのプログラミング作成ソフトで，以下のような特徴があります。 

 

 

 

 

 

 

生徒の現状から，専門的なプログラム言語を身に 

付けさせるよりも，プログラムの仕組みやアルゴリ 

ズムの面白さを実感することを重視した授業を行い 

ました。 

 学習活動 指導上の留意点 評価の観点・方法 

導 
 

入 
 

１．前時の授業の確認 
（１）歩くように見せる方法 
 ①個人で考える 
 ②全体で確認する 
（２）スクリプトを挿入する 
 ①個人で考える 
 ②全体で確認する 
２．本時の課題を確認する。 
 
 

・机間指導で，ヒントを
与えながら必要なブ
ロックやアイコンを
見つけさせる 

★必要なブロックや操
作方法を掲示する。 

 
・コピー貼り付けが

できる。（観察） 
 
 

展 
 
 
 

開 
 
 

３．「もし～ならば」を用い，
方向キーでの操作プログ
ラムを作成する。 

（１）「→」キーの操作プロ
グラムを説明する。 

 ①教師の説明を聞く 
 ②提示したものを真似て

作成する。 
（２）「←」キーの操作プロ

グラムを作成する 
 ①コピーの方法を知る。 
 ②プログラムを作成する。 
（３）垂直方向の操作プログ

ラムを作成する。 
（４）敵キャラクターの移動

プログラムを作成する。 

 
 
 
★プログラムのアルゴ

リズムを掲示する。 
・方向の変換について，

座標を用いることを
知らせる。 

★プログラムのコピー
の仕方を簡潔に説明
する。 

 
 
・プログラムの変更点を

確認する。 

 
 
 
・分岐ブロックを使

い，プログラムを
作成できる（観察） 

・分岐の方法を理解
する。（観察） 

終 
 

末 

４．生徒が作成したプログラ
ムを紹介する。 

 
５．まとめと自己評価 
 プリントにまとめと自己

評価を記入する。 
 
６．次時予告をする。 

 
 

 
 
 
 
 
・本時の学習内容をもと

に次時の意欲喚起に
つなげたい。 

・分岐の方法の利用
法を理解する。（プリ
ント） 

キャラクターが操作できるプログラムを作ろう 

 

・プログラムの命令文がブロック形式で表され
る 

・ブロックごとの命令文が日本語で表される 
・命令の特徴ごとに色分けされている 
・ブロックを重ね合わせることで容易にプログ

ラムが作成できる 
 



- 65 - 

  

【写真２】板書の工夫 

 

【写真３】援助シート 

【資料６】学習プリント 

【写真１】授業研究会 【写真５】ワークショップ型協議 【写真４】授業研究会 【写真６】グループ発表 

(ｲ) 本授業における特別支援教育の視点 

①  学習の見通しの工夫，視覚的な提示の工夫 

（【写真２】，【写真３】参照） 

PC 画面と同じブロックを掲示し，学習過程 

を確認できるようにしました。また，操作方 

法を白板の脇の方に掲示し，分からない時は 

視覚的に確認できるようにしました。 

さらに，個別の配慮が必要な生 

徒への援助シートを用意し，手元 

で視覚的に確認できるよう配慮し 

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

② 学習プリントの工夫（【資料６】参照） 

操作方法をプリントに載せ，確認しながら作 

業できるようにしました。 

 

(ｳ) 授業研究会（【写真４】参照） 

授業研究会は，以下の流れで進めました。 

・授業者から 

・ワークショップ型協議（２グループ） 

・グループ発表 

・助言（授業力向上アドバイザー 山田中学校 

    木村亮教諭) 

① ワークショップ型協議（【写真５】参照） 

色分けした付箋紙に成果と課題を記入し，模 

造紙に付箋紙を貼りながらグルーピングを行い 

ました。２グループとも活発な協議が行われました。 

    ② グループ発表（参照【写真６】） 

      協議内容を受け，研究主題にどう迫り，課題は何か，その改善策は何かを発表しました。 

     発表内容の概要は，次頁【表６】のとおりです。 
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【表７】授業力向上アドバイザーによる助言の内容 

【表６】グループの発表概要  

観点 発 表 概 要 
花輪中学校スタンダードの要
素とのかかわり 

題材（教材） ○プログラミングソフト「Scratch」は，扱いやす
さ，わかりやすさという点で，教材自体がユニ
バーサルデザインになっている。それを見つけ
て，今回の題材とした着眼点がよい。 

○生徒の興味を引き，意欲的に取り組める題材で 
ある。 

５ 意欲を出させる 

提示 ○PC 画面と同じブロックを紙板書で掲示されて
いた。 

○プロジェクターを用いて，ＰＣ画面を写し，操
作方法を視覚的に理解できるようにしていた。 

３ わかりやすく伝える 
・視覚情報を取り入れる 

４ 授業の構造を工夫する 
・黒板の使い方の工夫 

個への配慮 ○理解が難しい生徒にもわかりやすい内容だっ
た。 

○支援が必要な生徒について，補助シートの活用 
 が有効だった。 
○進行状況を見ながら一人一人に声をかけ，適切

な机間支援が行われていた。 
●理解の個人差にどう対応すべきか。複数のゴー 

ルを設けて各々が達成感をもてるようにして
はどうか。 

４ 授業の構造を工夫する 
・机間支援の工夫 

５ 意欲を出させる 
・個に合った課題 
・学習内容の細分化 

見通し ○操作方法について，必要なアイコンを白板に掲
示し，確認ができるようにしていた。 

○授業の流れを図入りでプリントに示していた。 
●学習課題の焦点化が必要ではないか。 

４ 授業の構造を工夫する 
・授業の流れを示す 
・プリントの工夫 
・黒板の使い方の工夫 

学び合い ●ペアでの活動やグループ活動等，学習形態の工
夫が求められる。 

４ 授業の構造を工夫する 
・授業の進め方の工夫 

評価 ●評価場面が少なかったので，複数の生徒の発
表・共有の場面があればよかった。 

５ 意欲を出させる 
・賞賛場面を作る 

③ 助言 

      ワークショップ協議とグループ発表を受けて，授業力向上アドバイザーである，山田中

学校の木村亮教諭より，【表７】のとおり助言がありました。 

  

 
技 術 科 の
学習内容 

・プログラミングが必修化され，実践が少ない中，技術教育の発展につながるチャレ
ンジ授業だった。 

・生徒の興味に基づいており，ゲームクリエーター等，キャリア教育にもつながる内
容だった。 

 
 
 
 
授業内容 

・生徒の関心が高く，意欲的に学習していた。 
・視覚的な情報等，様々な工夫が活かされていた。 
・２時間に分けて，より確かな定着や個への丁寧な対応をした方がよい内容だったの

ではないか。 
・教師が説明する時間が多かった。生徒とのやりとりを通して反応を確かめながら説

明をするとよかった。 
・生徒が，作ったプログラムについて説明したり書いたりするような，まとめの時間

が必要である。 
・ペアでの活動やグループ活動，個々の活動等，学習形態の工夫が求められる。 

 
特 別 支 援
教 育 の 視
点 

・誰にでも分かりやすい，特別支援教育の視点から見ても最適の教材選択だった。 
・つまずきを予想し，手立てをどれだけ準備できるかが大切である。 
・花輪中学校スタンダードは，特別支援教育の視点を網羅した素晴らしい内容である｡

学級や教科の状況に応じて次頁【図２】のように，ポイントを絞ってもよいのでは
ないか。 
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【資料７】「私たちに気づいて」シート 

 
協議の視点が事前に明確に示されていたた
め，ワークショップ協議は，短時間ながら多
くの意見が引き出されていました。 
授業力向上アドバイザーからの助言は，「確
かな学力の定着を図る指導の在り方」という
研究主題に迫るために，教科の専門性と特別
支援教育の両方の視点から成果と課題が示
され，今後の授業改善に多くの示唆を与える
内容でした。 

ポイント 

【資料８】「チェックリスト」(抜粋) 

【表８】実態把握のステップ 

【図２】状況に応じた手立ての工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)  生徒理解の取組 

  ア 生徒理解研修会の実施 

(ｱ)  第１回生徒理解研修会 

４月２日の第１回校内研究会と同日に実施された第１回生徒理解研修会では，校内研究と

生徒理解研修が連動していくという仕組みについて共通理解を図りました。授業改善のため

には生徒理解を深めることが不可欠であり，全職員が共通理解して指導・支援に当たること

を確認しました。年度当初は，【表８】の３段階のステップで実態把握を進めました。 

 

段階 取  組  内  容 

１ 【資料７】「私たちに気づいて」シートによる学級のスクリーニング 

担任が学級全体の生徒を見つめて，ＬＤ等の可能性のある生徒を，｢意欲｣｢友達
とのトラブル｣｢落ち着きや集中｣｢自己コントロール｣等の８つの側面からチェ
ックする。 

２ 生徒の困難さを把握するための【資料８】「チェックリスト」記入 

ステップ１であげられた生徒について，チェックリストを記入することによ
り，学習の困難さや社会性・行動面の特性の概略を把握する。 

３ 【資料９】（次頁）「特別な支援を必要とする生徒名簿」の作成 

ステップ２のチェックリストの結果を名簿にまとめる。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちに気づいて（スクリーニング表） 
 

    年    組 
 
１．学習面で気になる子 
 
 
２．全体的に意欲が感じられない子 
 
 
３．意欲的な場面（事柄）とそうでない場面（事柄）の違い

が大きい子 
 
 
４．友達とのトラブルが多い子 
 
 
５．友達と関わりを持ちたがらない子 
 
 
６．落ち着きがない，あるいは集中できない子 
 
 
７．自己コントロールができないことが多い子 
 
 
８．集団行動についていけないことが多い子 
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生徒理解研修会
による実態把握
や支援内容の検
討は，特別支援教
育校内委員会の
機能を担ってい
ます。 

【資料９】「特別な支援を必要とする生徒名簿」 

ポイント 

 

 

         

 

   

 

 

 

 

 

     以降は，｢特別な支援を必要とする生徒名簿｣や，順次作成される「生徒指導個票」「個別支

援計画｣により情報を共有し，支援方策の検討や評価に活用していくことが確認されました。

今回は，既存の情報として，新１年生は個別の支援シート PASS（宮古圏域で用いられている

就学支援ファイル）に基づいて，在校生は WISC-Ⅲ検査報告書に基づいて，当面支援が必要

な生徒の情報共有を図りました。 

 

(ｲ)  第２回以降の生徒理解研修会 

順次作成される名簿や個票・計画を基礎資料とし，支援方策の検討が必要な生徒や他機関 

との連携が必要な生徒，継続して見ていかなければならない生徒について，重点的に話し合

いが行われました。その際，具体的な支援内容と変容，誰がどのような役割を担うのか，誰

に（どの機関に）アプローチするのか，いつまでに行うのか等を明確にしながら進められま

した。例えば，情緒不安がある生徒について，精神的安定を図ることを優先するため別室に

おける個別の指導体制が検討されたり，家庭との連絡が滞りがちになっている不登校の生徒

について，他機関との連携を進めることや当面学校ができることを確認したり，といった内

容を随時検討しました。 

 

(ｳ)  生徒指導個票，個別支援計画の作成・検討 

前述の｢特別な支援を必要とする生徒名簿｣に記載された生徒全員について，支援方針，支 

援の現状，支援の手立て，成果と課題，支援の場や担当を教科毎・生活面に分けて記載する 

次頁【資料 10】「生徒指導個票」を作成しました。この個票は，生徒理解研修会の基礎資料と

して活用されました。また，対象生徒全員について，個別の指導計画№１次頁【資料 11】・№

２次頁【資料 12】，個別の支援シート次頁【資料 13】により構成される「個別支援計画」が

作成されました。この計画は，ステップを踏んでスクリーニングされた生徒の情報を集約し，

生徒理解研修会で検討された支援方策等の内容について計画的に作成・評価されるとともに，

次年度への引継資料として活用されるものです。生徒指導個票と同様，年度後半の生徒理解

研修会の基礎資料として活用されました。 

 

(ｴ)   特別支援教育学習会 

長期休業中に設定されている生徒理解研修会・校内研究会に併せて，年２回，特別支援教

育学習会を実施しました。夏季休業中に行われた学習会は，支援の必要な在籍生徒の実態

を考慮し，「発達障がいの二次障がい～基本的理解と予防・対応」をテーマとして，総合教

育センター研修指導主事によるケーススタディを交えた講義が実施されました。 
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       緊急事案に対応するＣ組プロジェクトのような支援チームの取組は，日常的
な対象生徒の状況の把握や支援内容の検討ができ，担任を支える有効な取組 
です。      

【表９】Ｃ組プロジェクトのケース例 

ポイント 

(4) その他の取組 

ア Ｃ組プロジェクトについて 

最初は平成 26 年度に，特別支援学級の生徒の話し合いの場として,Ｂ組プロジェクトがス 

タートしました。生徒理解，障がいの理解，支援方法の確認，現状の把握が主な内容で，校長・

副校長・教務主任・指導部長・教育相談担当・特別支援学級担任・養護教諭が構成メンバーで

す。その後，通常学級の中で支援を必要とする生徒の話し合いの場として，Ｃ組プロジェクト

に移行しました。 

(ｱ)  平成 26 年度Ｃ組プロジェクトの概要 

１学期後半から必要に応じて随時行っていましたが，２学期後半から３学期にかけて，週

１回のペースで行うようになりました。副校長の指示の下，特別支援教育コーディネーター

がコーディネートし，教務が時間割を調整し，勤務時間内に行いました。校長・副校長・教

務主任・指導部長・特別支援教育コーディネーター・養護教諭・担任が参加しました。 

プロジェクトでは，主に教室で授業を受けることができない２年男子３名の支援につい 

て，特性の理解，校内体制（別室での対応・時間割の調整・教員の割り振り）や現状の把握

などを行いました。その後，26 年度中に１名は教室に戻ることができました。残る２名は

３年生になり，環境の変化（教員の異動・新しい担任や教科担任，養護教諭）をきっかけに，

また，進路意識の高まりもあり，現在教室で授業を受けることができています。行事にも参

加し，他の生徒と同じように生活できるようになっていますが，依然として支援を必要とし

ているため，生徒理解研修会では，必ず現状の把握と支援のあり方を確認しています。 

(ｲ)  平成 27 年度Ｃ組プロジェクトの概要 

今年度は，１学年で４ケース，２学年で２ケース，３学年で４ケースが随時話し合われ 

ています。家庭状況に起因する緊急性のあるケース例を【表９】に示しました。 

 

期日 内    容 

６／８ 放課後，なかなか帰ろうとしない。担任が声をかけると，泣きながら話す。
本人への聞き取り後，担任・副担任で現状の把握。 

６／９ 校長・副校長・養護教諭・スクールカウンセラー・巡回型カウンセラー・部
活顧問に報告し，当面の支援方針を確認する。翌日，全職員への説明。 

 （本人と担任との話し合い，部活動の顧問との面談を行う。） 

６／25 （養護教諭にこれまでの家庭内のことについて訴える。） 

 〃 放課後，校長・副校長・担任・副担任・指導部長で，当面の支援方針の確認
をする。巡回型カウンセラーにつなぐことを確認。 

６／30 （放課後，巡回型カウンセラーと本人が面談を行う。） 

〃 校長・副校長・指導部長・担任・副担任・巡回型カウンセラーと現状を把握。
カウンセリングの継続，保護者への聞き取りなど当面の支援を確認。 

７／７ （巡回型カウンセラーと本人が面談を行う。） 

 〃 巡回型カウンセラー・担任・養護教諭との打ち合わせ。 

８／２ 副校長が福祉関係機関にケースをつなぐ。校長・副校長・指導部長・担任・
副担任・巡回型カウンセラー・巡回型カウンセラーのスーパーバイザーによ
る話し合い。 

 （巡回型カウンセラーによる面談の継続） 

９／３ 校長・副校長・指導部長・担任・副担任・巡回型カウンセラーで，当面の関
わりを確認。 

 

 

 

 



- 72 - 

  

       特別支援学級の弾力的な運用により，安心安全な場が確保され，特別支援学級
担任の専門性を活かした支援が行われました｡教室の環境調整や特別支援学級
担任の時間割の調整の大切さが確認できました。 

ポイント 

【表 10】別室対応の概要 

イ 通常の学級在籍生徒の別室対応について 

  今年度，精神的に不安定になりやすい生徒の対応として，別の別室登校の生徒と合わせて， 

特別支援学級の教室を活用した取組を行いました。以下の【表 10】にその概要を示します。 

  

対象生徒 ２名（女子） 

支援体制 特別支援教育支援員と学校生活サポートの先生が交互に見守りを行う。 
特別支援学級担任の時間割を調整し，適宜支援を行う。 

教室の様子   
 
  
 
 
 
 
 
 
 
精神的に不安定になりがちなＡのため，落ち着ける空間として，特別支援学級の教室
を模様替えし，そこで過ごすことを基本とした対応を行った。現在はパーティション
の必要は無くなり撤去した。 

生徒の状況 ・Ａにとって安心できる空間で過ごせることが奏功し，精神的な不安定さが減ってき
ている。 

・Ｂは，睡眠がきちんととれるようになったことで生活リズムが整い，遅れての登校
が少なくなった。教科担任のボランティア授業を経て，単元のきりのいいところか
ら，教室で皆と一緒に授業を受ける教科が増えてきている。 

・二人は適度な距離感を保ちながら，この教室での時間を過ごしている。 

 

 

 

４ 本校の実践を振り返って 

本校における取組は，生徒指導部を中心とした生徒理解の研修と，研究部を中心とした特別支援

教育の視点を取り入れた授業研究を関連づけて，生徒の情報共有とユニバーサルデザインによる授

業づくりを行う実践でした。これまでの実践から，以下の三点において優れた取組であったとまと

められます。 

一点目は，花輪中学校スタンダードを授業改善の共通ツールとして用いることにより，授業に取

り入れる特別支援教育の視点が明確になり，授業研究会や授業交流週間における実践・参観をとお

して，各自の実践を振り返り授業改善につながる取組となったことです。また，研究内容の周知や

特別支援教育の視点の取り入れ，研究授業の振り返り等，情報共有と方向性の統一のため，河鹿通

信の発行は有効であったといえます。 

二点目は，生徒理解のためのステップやいつまでにどのような資料を作成すべきか等スケジュー

ルが明確に示されることで，統一した基準で生徒理解を進められることができ，生徒理解研修会で

継続的に検討されてきた生徒の具体的な支援方策が具現化する過程を全職員が共有できる仕組み

が整えられていることです。 

  三点目は，校内研究会，生徒理解研修会が一体的・計画的に行われることで，生徒理解が進み，

授業改善に活かされる仕組みが確立していることです。生徒理解研修会を積み重ねた上で授業を見

合うことにより，授業内容のみならず，集団内の関係性や個への配慮という視点をもって参観し，

生徒理解を深めることにつながったと考えられます。 

  本校における取組は，校内の人的資源を活用した有意義な取組であったと考えられます。 
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第２章 

 

学校レポート 
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 学校レポート１ 

～一人一人のニーズに応じた校内体制づくり～ 

                              一関市立山目小学校 

１ 実践校について（平成 27 年度現在） 

学 校 名 一関市立山目小学校（校長 橋本 欽哉 ） 

学級数 22 学級（特別支援学級：知１，情２，肢１，病１） 

言語通級指導教室２ ＬＤ通級指導教室１） 

児童数・教職員数 生徒数 519 名 教職員数 43 名 

 

２ 特別支援教育の学校経営への位置付け 

  本校では，特別支援教育を学校経営の柱の一つ   

として位置付け，大きな成果を上げています。こ    

のことについて，校長は以下のように話していま   

す。（聞き取り要約） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 複数コーディネーターによる機能的支援 

  本校では，特別支援教育コーディネーター（以下，

Ｃｏ）を３名配置しています。３名の各Ｃｏの具体

的な役割は，右表のとおりです。 

  このような校内体制を本校では数年前から取組, 

成果を上げています。その理由を特別支援教育担当

Ａ先生は以下のように話しています。（聞き取り要約） 

 

 

職 担当 主 な 役 割 

第

１

Ｃ

ｏ 

主

幹

教

諭 

・特別支援教育校内委員会の招 

集，会の進行，運営企画 

・就学支援にかかわる相談，学校 

見学の対応 

・関係機関との連絡調整 

第

２

Ｃ

ｏ 

特

別

支

援

担

当 

・担任及び保護者との教育相談対

応 

・支援の必要な児童への心理検査

の実施と指導計画の作成 

・具体的な支援の助言 

・特別支援教育校内研修の企画実

施 

第

３

Ｃ

ｏ 

生

徒

指

導

主

事 

・担任だけで対応が困難（教室か 

らの飛び出し等）な児童への個

別対応 

・学年，学団の支援の必要な児童

に関する情報収集，情報共有 

山目小学校各Ｃｏの役割 

特別支援教育担当だけでＣｏの役割をす

べて行うことは困難です。本校では第一Ｃｏ

が校内や外部機関との連携，第３Ｃｏは児童

の突発的な行動への対応を行うなど，各役割

が明確化されうまく機能しています。  

そのため，特別支援教育担当は専門性を生か

した指導や助言等に専念できます。 

 

 

 

 

本校には，支援の必要な児童が数多くい

ます。そのため，「児童理解と保護者対応」

が重要であると考えています。全校体制で

特別支援教育に取り組むことで，全教職員

が支援の必要な児童の特性や支援方針を共

通理解できています。こうした取組の成果

として，学校全体の落ち着きや学力面での

成績の向上などに結びついていると考えて

います。 
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※個人が特定されないよう一部情報を改編しています。   

 

４ 職員間の共通理解の取組 

（１）校内委員会記録の共有化 

   校内委員会で検討された内容や結果について，全教職員が共通理解することは支援の効果を高

める上で必要不可欠です。特に，本校のような大規模校では校内委員会で決まった方針や支援の

手立てを共有化するためには意図的な手立てを必要とします。そこで，第１Ｃｏが校内委員会の

記録を下図のように作成し，全教職員の共通理解を目指した実践化を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例に見るＣｏの連携 

児童の実態 
小３のＢさんは，学習意欲がもてず，授業中に寝たり，教室の外に

出て行ってしまったりすることがあります。また，場に応じた行動が

難しく，友達とのトラブルが多く見られます。  

指導の経過 

第２ＣＯ 

担任からＢさんの指導の相談を受けた第２Ｃｏは，Ｂさんの状況等

から校内体制での対応を検討する必要があると判断し，第１Ｃｏと相

談し，校内委員会で対応を検討することとしました。 

第１Ｃｏは，校内委員会を開催し，以下の点を方針とすることを

確認しました。 

① 本人，保護者と第２Ｃｏが教育相談を実施し，了解が得られ 

れば心理検査を実施する。 

② 検査結果や保護者の要望等から個別な支援が必要な際には， 

特別支援学級あるいはＬＤ通級指導教員を活用する。 

（当面は週 1 回） 

③ 教室からの飛び出しなどの対応には，第３Ｃｏが中心に対応 

に当たる。 

第１ＣＯ 

第３ＣＯ 

第２ＣＯ 

本校の記録では，今

後の対応について，

「誰が，いつ，どのよ

うにするか」具体的に

書かれています。役割

や支援を明確化する

とともに，対応を共通

理解する上で重要な

内容となります。 

ポイント 

【１年◯組Ｃさん】 

（問題の概要及び対象児童の見立て等は省略） 

興奮すると手を出すなどの行為が見られる。その際には，

「いつ，どこで，誰に，どのような行為をしたか」記録を

する。１ヶ月後を目処に，記録してきたことをもとに保護

者と第２Ｃｏが教育相談を行う。その結果をもとに心理検

査の実施や場合によっては，医療機関の紹介を行う。（中略）

現在行っている，Ｄ先生の個別指導は継続する。その際，

Ｃとの約束事を決め，ルールを守る取組をできる範囲で進

めていく。（後略） 

「校内委員会記録回覧用紙」イメージ 

※個人が特定されないよう一部情報を改編しています。下線部は編集上追加。 
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２ 刺激量の調整（学校教育計画抜粋） 

 ③ 騒音防止（声のものさし） 

 

(2) 特別支援教育の視点を取り入れた取組 

本校では，特別支援教育の視点を取り入れた授業づくりや学習環境づくりを全校で行い成果を 

上げています。これらの内容は，学校教育計画の中に「授業におけるユニバーサルデザインの視 

点」，「学習環境のユニバーサルデザイン」として位置付けられ，日々の実践に活用されています。 

 

 

 

「学習環境のユニバーサルデザイン」として，取り組まれています。（参考資料参照） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学級担任の創意工夫によって，各学級の実態にあった取組が進められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 刺激量の調整（学校教育計画抜粋） 

 ① 必要最小限の教室全面の壁の掲示物 

学習環境のユニバーサルデザイン【学級編】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【内容】 

 この学級では，黒板上部に授業中の姿勢の

合い言葉「ペタ・ピン・トン」を掲示してい

ます。 

【効果】 

 教師が姿勢等の注意を言葉でしなくても，

掲示を指さすだけで子どもたちは姿勢を正そ

うとすることができるようになり，集中して

授業に取り組めるようなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【内容】 

 この学級では，「声のものさし」を児童の

机に貼り，必要に応じて机上で確認できるよ

うにしています（特別支援学級児童１名が活用）。 

【効果】 

 教室掲示では声の音量を意識することが

難しい児童でも，机上で「声のものさし」を

確認できることで，発言の際の声の大きさを

意識できるようになりました。 

学習環境のユニバーサルデザイン【学校全体編】 
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    児童が分かりやすく生活しやすい学習環境づくりは，入学式や運動会においても以下のよう   

   な形で取り組まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 特別支援学級及び通級指導教室の弾力的運用 

  本校では，特別支援学級，通級指導教室が様々な形で校内の支援に生かされています。特別支援

学級，通級指導教室担当者の専門性が発揮される場が保証されるとともに，その活動を支える校内

体制が整備され成果を上げています。 

 

 

 

 

 

 

運動会での紅白陣地へのプログラムの掲示は，当初，特別支援学級に在籍している児童の

ために取り組んでいたものです。しかし，「全校で活用させたい」との通常の学級の担任の声

から現在では，全校の取組となっています。このように本校では，特別支援教育の視点によ

る支援が通常の学級の支援に積極的に取り入れられています。この背景には，「児童理解」に

基づく教育の推進が全教員に浸透しているためと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【内容】 

 運動会では，紅白の各陣地に模造紙で書

いたプログラムを掲示しています。 

【効果】 

 終了したプログラムは線で消すことで，

児童は自分の出番や進行状況を確認でき，

集中して参加できるようになっています。

また，種目終了ごとに，「頑張りましたシ

ール」を貼ることも，児童が意欲的に活動

する姿につながっています。 

種目が終了すると 

 

 

平仮名で書かれた式次第に造花を添付す

ることで，児童が式の見通しをもって集中

して参加できるようになっています。 

学習環境のユニバーサルデザイン【行事編】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【内容】 

 入学式では，漢字で書かれた正規の式次第

（ステージ右）とは別に，新入生用の平仮名

で書かれた式次第（ステージ左）の２種類が

掲示されています。 

【効果】 

 進行に合わせて，平仮名で書かれた式次第

に造花を添付することで，児童が式の見通し

をもって集中して参加できるようになってい

ます。 

ポイント 

特別支援学級，通級指導教室の弾力的な運用の効果を上げるためには，特別支援教育担

当者の計画的な人材養成，専門性向上の確保，校内体制による特別支援教育担当者のサポ

ート等が必要であり，本校の実践はこうした取組に裏打ちされたものです。 

 

ポイント 
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通常の学級に在籍するＥさんは，学習面での遅れや集団での活動で自分勝手な行動も目

立ってきました。校内委員会で検討した結果，保護者との教育相談を実施し，１日１時間

特別支援学級での指導を受けることとなりました。特別支援学級担当のＦ先生は，Ｅさん

の意欲を大事にしながら，「ほめる」ことを意識し指導にあたりました。特別支援学級での

指導で「できる」「ほめられる」経験を積み重ねたＥさんは，次第に通常の学級での生活態

度にも変化が見られるようになってきました。以前であれば，友達を衝動的に叩くなどの

行為が見られましたが，今ではそのような行為はなくなりました。Ｆ先生は，Ｅさんの担

任の先生と協力しながら支援にあたってきた成果を感じています。 

 

 

  入学したばかりの１年生にとって，４～５月の学校生活は様々な面で不安や戸惑いをもつ時期で

す。この時期に，児童一人一人に目をかけ，特に不適応を起こしそうな子どもを早期に気づき対応

していくことは重要なことです。そのため，本校では通級指導教室の担当者を中心に授業，業間，

給食・昼食等の時間に１年生の各学級に入り様々な支援を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校の特別支援学級では，特別支援教育校内委員会での検討や保護者との教育相談を経て，個

別的な支援が必要と判断された児童について特別支援学級での学習支援を行っています。時数や

内容は，一人一人の児童の教育的ニーズや特別支援学級担当者の対応可能時数等を勘案し決定さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※個人が特定されないよう一部情報を改編しています。 

 

６ 取材を終えての感想 

  「特別支援教育を進めることが学校生活の安定や学力の向上に結びついている。」という校長先

生の力強い言葉に，特別支援教育が支援の必要な児童だけの教育ではなく，すべての児童に必要な

教育であるというユニバーサルデザインの考え方を感じることができました。本校では，教育活動

のあらゆる場面で，ユニバーサルデザインの考え方が盛り込まれています。また，校長先生の考え

が大規模校であるにもかかわらず全教職員に浸透していることも，この取組が成果を上げている大

きな要因であると感じます。 

【１年生担任の声】 

 学校の様々な生活習慣が身に付いていない時期に，特別支援教育担当の先生方に支援に

入ってもらったことで，理解が遅れがちな子どもにもしっかりと学校生活に必要なルール

や行動様式を身に付けさせることができました。 

【通級指導教室担当の声】 

 入学当初の時期は，給食時間だけを見ても，食べる量，食べ方など一人一人の児童の違

いが多く見られます。こうした一人一人の様子を見ながら，丁寧に指導に関わることで，

児童は落ち着いて給食の時間を過ごせるようになります。また，こうした関わりから得ら

れた情報を今後の指導に生かすための貴重な機会にもなっています。 

 

 

新入学生への年度初めの支援 

通常の学級児童への学習支援 

４年Ｅさんの成長 
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参考資料：学校教育計画におけるユニバーサルデザインの取組 ※一部抜粋 

授業の中でのユニバーサルデザイン 学習環境のユニバーサルデザイン 

１ 時間の構造化 

 ① 全体的な見通しの提示 

  ・スケジュール  ・授業の流れのポイント提示 

 ② 時間割の変更について，できるだけ早く伝える工夫 

 ③ 作業の時間の区切りが分かる工夫 

  ・タイマー等の活用 

２ 情報伝達の工夫 

 ① 視覚的な提示を活用した指示・伝達 

 ・ＩＣＴの活用 ・板書の工夫 

  ・掲示物    ・発表ボード 

 ② あいまいな表現は避け，具体的な表現に置き換える

工夫 

  ・避難訓練時の「おはしも」，「いかのおすし」 

  ・習字の時の「姿勢のあいうえお」のネーミング等 

 ③ 記憶に負担がかからない工夫 

  ・大事なことはメモをさせる，メモを渡すなど 

  ・学習カード   ・ノート指導 

  ・いつでも確認，作業手順等 

３ 参加の促進 

① 分からないことがあったとき，教師から助言を受け

やすくする工夫 

・ハンドサイン ・座席表 

・机間指導   ・ヒントカード 

② どの子も発表できる機会の工夫 

・ペア学習やグループ学習 

・ＩＣＴの活用 

・つぶやきを取り上げる 

・書いたものの発表 

③ 課題が終わったら，次にすべきことの用意 

・多様な解決方法 ・自分で問題を作る 

・ワークシート  ・作業シート 

④ 集中の持続が可能になるため，課題の内容や取組の

変化 

・学習形態 ・体験的活動 

・聞く・話す・読む・書く活動 

・多様な表現方法 

４ 内容の構造化 

 ① 学習の進め方，段取りがわかりやすくなるような工

夫 

  ・ワークシート ・教室掲示 

  ・見通し  ・既習事項の確認 

 ② 課題について，できる限りの細分化 

（スモールステップ） 

  ・級別カード  ・練習カード 

 ③ 授業がスムーズになるように毎回の進め方にある

程度のパターン化の導入 

  ・学習過程 

１ 場の構造化 

 ① 教室の物について，一つ一つの置く位置の固定

化 

 ② 教材の場所や置き方の整理 

 ③ 個々の特徴に合わせた座席の位置 

 

２ 刺激量の調整 

 ① 必要最小限の教室全面の壁の掲示 

 ② 余計な刺激になりそうなときは，目隠しな 

どの配慮 

 ③ 騒音防止 

  ・声のものさし ・テニスボール 

 ④ 刺激し合う子の座席位置の配慮 

３ ルールの明確化 

 ① クラスのルールはシンプルに誰もが実行できる

もの 

  ・机の上に出す物，しまう物，置き場 

  ・登校したらやること 

  ・一目でわかるみんなの約束： 

座り方「ぐー・ぴた・とん」 

 ② クラス内での役割（日直・係）についての明確

化 

 ③ 担任からのクラス内のルールについての確認・

評価を適切なタイミングで 

 

４ クラス内の相互理解の工夫 

 ① 一人一人の目標を明確にし，それについての一

貫した指導 

  ・学級の目標と個人目標の掲示 

  ・作品の提示や，互いの作品への相互評価 

  ・授業の中での一人一人のよさを評価 

 ② 助け合ったり，協力し合ったりする場面を意図

的に設定 

  ・二人で教え合い 

  ・ありがとうの木 
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学校レポート２ 

   ～北梅プラン 寄り添う教育の実現を目ざして～ 

                              盛岡市立厨川中学校 

１ 実践校について（平成 27 年度現在） 

学 校 名 盛岡市立厨川中学校（校長 田澤 豊） 

学級数 23 学級（特別支援学級６：知２，情４） 

生徒数・教職員数 生徒数 608 名 教職員数 56 名 

 

２ 「北梅プラン」の取組  

 本校では，学校経営計画の中に，「北梅プラン 寄  

り添う教育の実現を目ざして～自己有用感・人権意 

識・他者理解～」を位置づけています。 

 この北梅プランは，以下のような内容となってお  

り，大きな成果を上げています。ここでは，様々な  

理由から，学習面，行動面での特別な支援が必要な   

生徒に対する「個別の支援」の取組について紹介し   

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 個別の支援「中央学習室」・「まなびの教室」の運営 

(1)  「中央学習室」と「まなびの教室」 

   本校では，個別の支援の取組として「中央学習室」，「まなびの教室」を設置しています。それ 

ぞれの役割や機能は以下のとおりです。 

教 室 名 対  象 主担当 主な支援内容 

中央学習室 

 

 教室での指導を受ける

ことができない不登校な

どの生徒 

生徒指導 

担当 

 

・中央学習室を生活基盤とした心身の

安定 

・通常の学級への復帰に向けた教科指

導や教育相談活動 

まなびの教室 

 

 学習面での遅れや個別

的な指導が必要な生徒 

特別支援 

教育担当 

・通常の学級での授業から取り出して 

の個別又は小集団での指導 

 

 

分かる授業 

いごこちのよい 

集団・学校 

個別の支援 

北

梅

プ

ラ

ン 

授業で深く関わり，強く迫り，子どもを「わかった・で

きた」へと変容させる。 

教科，特別活動，道徳，総合による集団づくり，清掃

指導，豊かな感性を育む学校環境づくり。 

個別の教育的ニーズに応じた支援：少人数指導，個別指

導，入り込み指導に加え，相談部の運営及び中央学習室

の運営，インクルーシブ教育 
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(2)  中央学習室での取組 

 ア 教室での指導内容 

  平成 27 年 12 月現在，本教室を利用す 

 る生徒は５名です。指導は，「個別学習」 

 と「グループ学習（出前授業）」で行われ 

ています。 

       

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

   中央学習室の利用時数は，利用する生徒の 

教育的ニーズに応じて弾力的に決定します。 

 イ 中央学習室の特徴的取組 

   本学習室では以下のような特徴的な取組が 

行われています。 

(ｱ)  利用決定までの手続き 

    学習室を利用するにあたって，大切にし

ていることは，生徒の願いや希望を引き出

し，それを実現するための心情に寄り添い，

共に一歩を踏み出すことです。そのため， 

右用紙「あなたの願いをかなえるために」

に署名し，校長との面接を行います。この

取組について担当のＡ先生は以下のとおり

話してします。（担当者の話を聞き取りし要約） 

 

 

 

 

 

 

  一見，厳しそうに見える内容ですが，そこに

は本校の先生方が必ず生徒を教室に復帰さ

せると 

いう強い決意を感じることができます。 

 月 火 水 木 金 

１ 個別 個別 個別 個別 個別 

２ 個別 個別 個別 個別 個別 

３ 国語 音楽 数学 理科 数学 

４ 社会 英語 美術 社会 国語 

５ 個別 個別 個別 個別 個別 

６ 個別 個別 個別 個別 個別 

 
あなたの願いをかなえるために 

 
 
 
 
 
 
 
 

１ 自分の学級の時間割と同じ活動をしよう 
 （みんなが国語の勉強をしている時は，あなたも

国語の勉強をしよう） 
２ 毎日の学習予定や学習内容を確認し，計画的に
学習しよう。（計画性がない学習では力が付きませ
ん。計画を立てて実行する強い心をもちましょう。
毎日の学習計画を立てダイアリーの記入を継続し
よう。） 

３ あなたが学習する部屋は（  ）です。 
４ 学校のルールを守りましょう。 
 ① 授業中の立ち歩きはやめましょう。 
 ② それぞれの課題に静かに取り組みましょう。 
５ 身だしなみを整えましょう。 
 ① 制服で登校しましょう。 
 ② 髪型を整えましょう。 
６ 挨拶をしましょう。 
   
   上記のことを確認し約束を守ります。 
   平成 年 月 日  生徒氏名 
             学校長 
             担当者 
             担 任         

中央学習室の様子 

 

 

・個別の時間割に基づき，各教科の補

充学習を行う。 

・主に特別支援教育支援員がサポート 

 

 

・毎日３～４校時に設定（時間割参照） 

・各教科の教員が出向いてグループ 

学習を実施 

・内容は，各教科の内容を生徒の実態

に応じて指導 

 

 

 

平
成
二
十
七
年
度
時
間
割 

個別学習 

グループ学習(出前授業) 

 

あなたの願いをかなえるために，次のことを
約束し，学校生活の向上を目指しましょう。
自分に向き合い，自分を変える努力をするこ
とで，あなたの夢はきっとかないます。 

この取組を始める前は，生徒は教室に

来ても学習もせず自由なことをしていた

時期がありました。目的や願いを持たせ

ないまま受け入れをしても生徒の意欲は

高まりませんでした。そこで，しっかり

とした目的を持たせ，教師が支えること

で，自分はできるという自信と意欲を持

たせたいと考えました。教育ですから，

ねらいと計画がなくてはいけません。 
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(ｲ)  教師のかかわり 

   本学習室を運営にするにあたって，グループ学習（各教科）を担当する教員は，自分の担当 

教科の時数に追加する形で対応を行っています。また，本学習室を利用する生徒の担任は，ダ 

イアリーノート（下図参照）の受け取りやコメント欄への記入等，きめ細かいかかわりを持っ 

ています。   

   こうした取組をするにあたって，一人 

  一人の教員の授業持ち時数等の負担は増 

えています。この点について，担当のＡ先 

生は以下のように話しています。（聞き取 

りを要約） 

 

 

 

                           

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｳ） 取組と評価 

   中央学習室での取組をもとにテストを 

受けたりや作品づくり等を行い，評価，評    

定に結び付けています。このことは，学習    

や学級への復帰への意欲を喚起すること 

につながっています。「学習室での取組を   

がんばって，評定をもらおう。」と働きかけ 

をし，実際に評定のついた通知表を受け取   

ることで，生徒の大きな励みとなっていま  

す。 

 

○月○日（△） 登校時間   下校時間 

          ○時○分～△時△分       

今日の目標 

自分の学級に戻って学習する。 

朝食を食べてき
ましたか。○ × 

 学級の
授業 

私の学習何をど
うするか 

実際やった
こと 

自己
評価 

１ 数 学級で受ける 学級で授業
を受けた 

Ａ 

２ 理 英語 英語 Ａ 

３ 体 英語 出前授業 Ａ 

４ 社 理科 出前授業 Ａ 

５ 国 数学 数学 Ａ 

６ 英 進路 進路 Ａ 

※先生の指示を聞いて行動できましたか ○ 

※学習に集中できるような教室の雰囲気づ
くりに協力できましたか。 

○ 

今日の感想 

 今日は，自分の学級に戻ってしっかり学習できたのでよか
ったです。  

明日の登校時間 

 ８時３０分に来るようにがんばります。 

担任の先生から 

 今日は，自分の学級に戻って授業を受けることができて
よくがんばった              岩手 太郎  印 

 

 中央学習室を利用する生徒に配付される「学

習室のルール」には，欄外に以下の言葉が書か

れています。 

 

 

 

 

ここには，生徒の可能性を信じ，主体的に取

り組む姿を応援する教師の願いを感じ取ること

ができます。         

ダイアリーノート（記入イメージ） 

この取組を始める前は，担任の先

生方から負担が大きいとの声も確

かにありました。今では，そのよう

な声もなく，生方はこの取組を理解

し協力してくれています。 

その理由の一つは，生徒がいつ登

校しても居場所，対応してくれる

人，やるべきことが決まっているの

で，生徒も教師も安心感があること

です。また，担任個々に対応するよ

りも結果として負担感が少なく効

果が上がります。全校体制で取り組

む意味がここにあると思います。 

二つ目は，すべての教師が資源と

なり，支援することで生徒達へ孤立

感をもたせないこと，担任の困り感

を軽減することです。本校の教員の

こうした生徒に「目をかけ」「手を

かけ」大事にしている姿勢が，必ず

生徒に伝わると考えています。 

学習室は通過点。 
あなたが教室復帰するために必要な場所。 
あなたが夢をかなえるために 

きっかけを作る場所 
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(2) まなびの教室での取組 

ア 教室での指導体制 

 平成 27 年 12 月現在，本教室を利用す 

る生徒は 11 名（通常の学級在籍生徒４名， 

特別支援学級在籍生徒７名）です。指導 

は，特別支援学級担任及び担当者が右表 

のように対応にあたっています。（H27.12 

時点）なお，時間割上は月曜日から金曜 

日までの５日間の１～６校時のほぼすべ 

ての時間の担当者があらかじめ割り振ら 

れており年度途中からの新規希望者にも 

対応できるようになっています。 

イ 指導内容 

  本教室での指導は，基本的に生徒一人 

一人の実態に応じた教科内容で行われま 

す。通常の学級の生徒の中には，基礎的 

な学習内容が身についていないケースも 

多く，本教室で指導によって「できる」 

「分かる」自信をもつことにつながって 

います。特別支援学級の生徒は，通常の 

学級での交流及び共同学習で受けている 

教科の補充指導など個に応じた指導を受けることで基礎学力の向上が図られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

      ※個人が特定されないよう一部情報を改編しています。   

   

曜日・校時 区分 生徒名，学習教科 担当者 

月：１校時 通※ Ａ：英 Ｂ：英 Ｔ１ 

月：２校時 特※ Ｃ：国 Ｄ：理 

Ｅ：技家 

Ｔ２ 

月：３校時 通 Ｆ：数 Ｇ：数 Ｔ２ 

火：２校時 通 

特 

Ａ：数 Ｂ：英 

Ｃ：数 

Ｔ２ 

火：４校時 通 Ｆ：国 Ａ：英 

Ｄ：英 

Ｔ３ 

水：１校時 通 Ｆ：英 Ｇ：英 Ｔ１Ｔ４ 

水：６校時 特 Ｈ：英 Ｉ：社 

Ｊ：家 Ｋ：英 

Ｔ５ 

木：３校時 通 Ａ：英 Ｂ：英 Ｔ２ 

金：１校時 通 Ａ：英 Ｂ：英 Ｔ１ 

金：３校時 通 Ａ：英 Ｂ：英 Ｔ１ 

「まなびの教室」対応一覧  

※「通」：通常の学級在籍「特」：特別支援学級在籍 

 

中学２年Ａさんは，定期テストの結果は常に下位の成績です。特に，数学，英語

については，基礎的な内容も定着していないため授業中も意欲に欠ける様子が見ら

れました。こうしたＡさんの様子を心配していた担任のＢ先生は，特別支援教育担

当と相談をしました。その後，特別支援教育校内委員会での検討や保護者，本人と

の教育相談を経て，「まなびの教室」での指導（数学，英語）を受けることとなり

ました。英語については，1 年生で学習する内容からＡさんのつまずきを確認しな

がらの指導を行っていきました。 

指導を開始して数ヶ月後，Ａさんに変化が表れます。「まなびの教室」に来るこ

とが早くなり，教室に来ると次の時間に行う確認テストの予習をしているのです。

こうした努力の成果が実り，確認テストで満点を取ることも増えてきました。担当

の先生にほめられることがＡさんの意欲につながっていることが感じられました。

同時に，これまで指導をしてきてもやめることが難しかった家でのゲームについて

も，ゲームをする時間が減り，やがて「今はゲームを家でもやっていない」と話す

までになり，生活全般も落ち着いてきました。 

「まなびの教室」を利用するＡさんの成長 
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ウ 「まなびの教室」の意義 

     「まなびの教室」の成果について，担当のＡ先生は以下のとおり話しています。（聞き取り 

要約） 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ まとめ 

 （１）「厨川中学校教師の 17 条（師の 17 条）」 

    本校の「中央学習室」，「まなびの教室」の優れたシステムは，単なる不適応や学習の困難

さを抱える生徒の受け皿を用意するというだけの取組ではありません。担当のＡ先生が話し

ていたすべての生徒を尊重し大切にする考えがその根底に流れています。その考えの根底が，

本校全教職員で共有している「厨川中学校教師の 17 条（師の 17 条）」から知ることができ

ます。（次頁資料参照）この「師の 17 条」を作成された際の資料には，以下の言葉が書かれ

ています。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

   この「師の 17 条」は，職員会議で取り上げられ教職員の指導の振り返りで使用されるな

ど，あらゆる場面での活用と徹底が図られています。 

（２）取材を終えての感想 

   「中央学習室」と同じようなシステムをもつ学校は決してめずらしくありません。しかし，

その活用の仕方や成果はさまざまであると思います。本校の取組が大きな成果を上げている

理由は，全教職員の共通理解のもと生徒を大切にする理念に裏打ちされているからだと感じ

ました。 

   取材で「中央学習室」で学ぶ生徒に会いました。その生徒は，多くの先生方から声をかけ

られていました。その生徒の表情からは安心や自信が感じられました。「自分がダメだからこ

の教室で学んでいる」「先生方が忙しいからこの場に置かれている」といった雰囲気は一切あ

りませんでした。「学校規模が違う」，「多忙で対応できない」等の言葉を出す前に，私たちが

本校から学ぶべき点は多くあるように思います。 

   

 

まなびの教室で指導を受けたことで定期テストの成績が一気に向上ということはありませ

ん。それでもこの取組を行う理由は，様々な不適応や問題行動を起こす生徒の背景に「授業が

分からない」「勉強ができない」という困り感や不安があるからです。勉強ができずに困ってい

る生徒に対して教師が「徹底してかまう（対応する）」ことで，二次的な問題は防ぐことができ

ると考えています。この教室で学習への意欲が高まると自信が生まれます。その効果は，通常

の学級に戻ってからの学習，生活，そして家庭生活にも大きな影響を及ぼすと思います。 

「安心のある学校づくり」は，「ふさわしい自分づくり」から始まります。 

教員になりたての頃，「当然のこと」と周囲の先生からたたき込まれたことがあります。 

昨今，そういったことを職場で口にする先生が減ってしまったと感じるのは私だけでしょう

か。かつて，「当然のこと」としてたたき込まれたことは，生徒が安心して通学できる学校，

保護者，地域の方が安心して子どもを預けることができる学校をつくるために大切なことであ

ったと再認識し，ここにあげてみました。 

まだまだあるのであろうと考えます。おのおの加筆ください。 



- 85 - 

 

 

１ 服装 

教師は生徒に対して，ふさわしい服装を指導す 

る。教師もその職にふさわしい服装を普段から心が

ける。清潔がその基本。 

【男性教師】 

教科，領域にふさわしい服装と着こなしを心がけ 

る。スーツ時のルーズなネクタイの結び方，ワイシ

ャツの一番上のボタンをはずすこと等は避ける。 

【女性教師】 

年頃の生徒の相手をしていることを意識して服装

を整える。（透ける素材の服，胸元が大きく開いた服，

短いスカート，過度の装飾品，長い髪など） 

【らしさ，必要性】 

体育の先生の運動着，理科の先生の白衣，技家の 

先生の作業着（エプロン）等で示す。部活動では，

動きやすく指導しやすい服装，お客様への対応場面

では社会的に通用する服装で対することは社会人と

しての基本。 

【常に備えよ】 

突然，警察に行かなければならなくなった，急に 

家庭訪問をすることになった，商店に謝罪に行くこ

とになった時を常に想定する。無精髭，ぼさぼさの

頭髪，束ねない髪，極端な飾り気のなさは，やはり

不適切。「備えよ，常に」先方に失礼のないように，

が原則。 

  「これが俺のスタイルだ！文句あるか？」の自分 

 流にも限度がある。それは“私生活”では，生徒に 

も指導している内容。教員として働くときは“公人” 

で。 

「私たち一人一人が学校の看板を背負っています。」 

 

２ 足元 

 「常に非常時に生徒のために動ける，働け 

るものを身につける。厨中教師は，東日 

本大震災で大きな経験をした学校の教 

師。『そなえる』原則に徹する」 

 ・校内では運動靴等非常時にも対応できるシューズ 

（運動靴）を履くこと。とりわけ復興防災の立場 

での率先垂範が求められる。この時，靴底の素材， 

色に注意。木質のフローリングを傷つけたり，黒 

い色をつけたりするシューズがあるので注意す 

 

 る。 

・生徒に指導しているように運動靴の紐はきちんと結

ぶ。 

・校庭では，運動靴を履く。校庭でかかとの高い靴や

革靴は禁物です。グランドは整備して使う所。土足

感覚ではなく「上がる場所」であること。 

 

３ 挨拶 

  「さわやかな挨拶を心がける」 

 ・さわやかに，生徒（相手）の目を見て挨拶をするの

が原則。職員同士も同様。 

  「おはようございます」「お疲れ様（です）」「こん 

にちは」「お先に失礼します」「さようなら」 

  「ごくろうさま（でした）」「おかえりなさい」 

「行ってらっしゃい」等々と声をかけ合うことに

心がける。 

・生徒に挨拶をしても返ってこないことがある。挨拶

を返すことを強いると「（挨拶を）やっていたのに

…」という返答が返ってくることがしばしばある。

聞こえない挨拶は挨拶ではなく，コミュニケーショ

ンが成立していないというところからの指導が基

本。我々教師も同様である限り，生徒の耳（心）に

届く挨拶を心がける。相互に（言葉に終わらない）

親和的関係の入り口の挨拶ができる教員がコミュ

ニケーションについて指導する。 

 ・今日一日が教師相互，教師と生徒相互に新しい関係

が始まる挨拶を徹底して「教育の仕事」の基礎を作

る。 

 

４ 職員室への生徒の出入り 

  「教師は返事を返す」 

 ・生徒が職員室に出入りする際の挨拶の仕方を指導す

る。生徒が入室時に「＊年＊組の＊＊＊です。＊＊

＊＊先生に用があってきました。」と言ったら，先

生方は必ず「はい」と返事を返す（それだけではな

く，可能なら関係をつなぐ一声があると尚よい） 

同様に，生徒が退室の際に「失礼しました」と

挨拶をしたら「はい」と返事を返す。返事を返さ

ないと，生徒はいつの間にか挨拶をしなくなり，

教師を見透かした態度をとるようになる。返事は 

 

 

盛岡市立厨川中学校 「教師の１７条（師の１７条）」 
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職員室の先生みんなでするように心がける。特定

の先生だけがやる，「＊＊先生が返事したから，

自分は返事をしなくていい…」の他人任せはとら

ない。不慣れな方は返事ができた自分自身を作

る。この時，教師も修行が必要。  

 

５ 電話の応対 

 「顔の見える仕事をする。電話はトラブルの元

でもあることを知って対応することが原則」 

 ・電話が鳴ったらコールは３回以内で受話器を取る 

  こと。 

・電話に出る時は，「はい，厨川中学校，＊＊＊でご 

  ざいます。」「＊＊＊（担当）の＊＊がお受けいた 

します」と自ら名乗ってから用件に入る。 

 ・伝言や欠席，遅刻連絡は，所定の用紙に記入し（全 

項目），責任をもって伝える。内部で伝えて，相 

手が用件を果たすところまでが対応者の責任。こ 

のことをやらないで，内部ばかりか，最終的には 

外部にも迷惑をかけ，そして，学校は信用を失う 

ことになった例が数多い。校内内線のつなぎ方も 

知っておくこと。 

 ・生徒の出欠などに関わる連絡では「誰から（言い 

返しなどで確認）」「つじつまが合っているか（な 

ぜそうなるのか…ただし相手が不快感を感じな 

いように）」受け継ぐ。また「いつもと変わりな 

し」には「何か」ある。特に生徒本人からの連絡 

電話に注意。 

・“身内に敬語”はやめる。例えば， 

×「校長先生はいらっしゃいません。」→ 

○「校長は席を外しております。」 

×「(    )先生はいらっしゃいません。」→ 

○「(   )は，おりません。」 

   外部の人に対しては，校長であっても身内です 

ら敬語を用いる必要はない。 

  ・個人情報に関する問い合わせには「そのようなこ 

とに電話ではお答えしておりません。」が鉄則。 

校長，副校長，主幹教諭または各担当が対応する

こともあり，学校が組織として受けていることを

前提に電話対応の内容を考えて話す。 

 ・従って質問や問い合わせに対しては，明確に答え 

る。自分自身が答えに困った（分からない）時は 

曖昧な答え方をせず，「担当に代わります。」とか 

「調べてこちらからお返事致します。連絡先を 

教えてください。」などと。そして，必ず折り返し 

連絡を忘れない。相手との会話が継続していると

考えることが大切。 

  ・電話に「不用意な一言」や笑い声を入れてはいけ 

ないこと。相手はこちらの「感情」すら聞き取っ 

ていることを意識して対応する。  

 

６ 生徒，保護者，来校者への対応 

・生徒，保護者，来客者に対して，仕事中でも視線 

を向け，「何のご用ですか？」と声をかける。視線 

を向け，声をかけないと生徒，来校者は誰に尋ね

て用を足したらよいか困る。 

・事務受付でも姿を見たら「お客様です」と言い合い

早めにドアを開けることに徹する。同じく玄関や窓

口での生徒も担当の学年につなげ，対応のないまま

校内に入ることのないようにする。これらを外す

と，場合によっては“知らんぷりされた”と受けと

られトラブルになりかねない。相手の立場になって

物事を考え，行動することが窓口での原則。まして，

地域に応援される本校では特にも大切な場面であ

ることを意識して対応する。また，この（始めの挨

拶）は不審者への対応の第一に行うことであること

も理解のこと。 

 

７ 業者さんへの対応 

 ・学校には複数の業者さんが出入りしている。本校 

では，教材社さん，楽器店さん，写真館さん，学 

生協さん，印刷機等のメンテナンス屋さん，校舎 

に関わる業者さん等々。多くの方々が私たちの教 

育活動に力を貸してくださっている（商売だから 

勝手に来ているとの考え方には立っていない） 

“親しき仲にも礼儀あり”。この方々に，私たち 

の乱暴な物言いや，だらしない勤務の様子を見せ 

るのは学校の品格を下げるのみ。社会の沢山の場 

数をふまえて来校しているその業者さん達に「あ 

りがとうございます」の挨拶は最低すべきこと。 

同じく教育の現場を支えている協力者であるとい 

う認識に立つことが大切。 

 ・職員室内応対スペースの緑のカーテンを活用す 

る。 
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８ 生徒の呼び捨て禁止。「さん」，「君」付け

で呼ぶのが原則 

 ・生徒を“一人の大切な個人”として接する。自尊

感情の低い本校の生徒はなおさらであり，過去に

そうしてこなかった教師はこの際，自身のスキル

を上げ，生徒に相対できるように自己啓発につと

める。    

部活動などでのこの原則を外すことはあって

も，保護者を控える場面では特に気を付ける。生

徒を「…さん，君」に対応して返されるべきが「…

先生」であること。 

 ・「○○（生徒の呼び捨て）は○○ができないですね」

という言い方は，保護者への「生徒の二重否定」

である。 

 

９ 言語環境を整える 

 ・世の中の「学校の先生」の言葉遣いを耳にすると

と，時にその雑さ，乱暴さに驚くことがある。一

般に教師の使う「言葉」は乱暴で汚かった。明日

高校受験という場面で，受験票を渡した時に，そ

の生徒に「思い出受験ね，ご苦労さん」と優しく

言ってのけた教師がいた(そして生徒はあれた）。

現在，本校の生徒は，声を荒げたりしなくても動

く。そしてそうなる道筋がある。またそうやって

生徒を育てることが教師の常道である。 

・“厳しさ”とは，語気を荒げ強い言葉で生徒を威嚇 

することではなく，“一貫した指導をし続け，成 

し遂げるまで見届ける（よい評価で終わる）”こ 

と。その道筋をたどれなくなると教師は弱さを 

「強さ」で乗り切りたがり，過ちをおかす。 

 

10  生徒に正対する 

 ・教師が生徒に向かうときは，“正対”が基本。片足 

加重の斜に構えた立ち姿や，ポケットに手を入れて

話す姿からは真剣さ，誠実さが伝わらない。癖にな

らないように自重する。また生徒にもこの斜に構え

た立ち方をさせたり，話を聞けない状態なのに教師

が話を始めたり，聞かせてはならない。集会活動で

の立ち方や立ち位置（発言する者は自ら姿を見せて

発言・指示をする）も，とても大切な基本であり， 

同様に学級や部活動でも注意し，生徒がまっすぐ教

師を（目で）見て手や足や身体も落ち着いた体勢で

聞くことになっているかを確かめ，そしてこのこと

を続けることがとても大切（だんだんあきらめたり，

やめてはならない）。なぜならこのことが，学校生活

での全てにつながる基本事項であるからである。 

 

11 携帯電話は授業に持ち込まない。安易に生 

徒の前で携帯電話を使わない。 

 ・本校では，生徒が学校に携帯電話を持ち込むこと 

は禁止。また携帯電話やパソコン，ゲーム関係の 

トラブルは親の責任を第一とする。（人間関係の 

  修復は学校も関わる）  

 ・携帯電話が普及し始めたとき頃，授業中なのにそれ

を中断して携帯電話で会話し始めた教師がいて，そ

のモラルが問われた。授業中，携帯電話には出ない

のであれば持ち込む必要はないはず。 

「辞書機能を使っている」「時計として持ってい

る」という言い訳があるが，それも軽率な行動で 

あり，生徒の前で禁止している物を堂々と使って 

見せる行為。緊急以外やめること。 

 ・保護者や生徒と安易に携帯電話で連絡をとりあった

り，メールのアドレスを交換したりすることにはル

ールがある。第一，学校には公的な電話がある。最

近，公私の区別が付かない保護者，生徒，そして（残

念なことに）教師が増えていると言われることがあ

る。 

 ・「欠席の連絡がメールで入っていた…」は公的なこ

とか私的に済ませることか後に判断に困ることも

発生する可能性がある。教師の側で線を引いてルー

ルを示さない限り，場合によっては生徒の命に関わ

る大きな間違いにも繋がりかねないことになる。携

帯電話で保護者と「親しくなる」ことの責任は教師

にあることを自覚のこと。 

 ・携帯電話の便利さの陰に危険やリスクもあること

は，生徒にも指導をしている内容。過去において保

護者と携帯電話を介して，不適切な関係を持った教

員が処分されたこともあった。携帯電話の使用に関

わるモラルは教師から。 

 

12 記録をとる習慣を身に付ける 

 ・日々の出来事を記録する習慣を身につける。記録が 

生徒の生命や，教師生命を守ることがある。逆に

記憶・記録がないために生徒を守ることができな

い結果となることもある。「？」と感じたことはメ

モをとる習慣を身につける。記録をとることを甘 
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く見てはいけない。自分に合った記録の取り方を模

索し，習慣づける。後の教育委員会等の報告は時系

列で行うことを理解のこと。 

 ・本校では事案や問題行動発生を全職員で知り，確 

認し合うことを徹底して日々進めている。他学年 

の生徒のことでも，関わりある事象は無関係とは 

言えないことである，という「承知」をして職場 

全体で師と指導に臨んでいるのが前提。だから 

「知らなかった」はどちらか責任が問われること 

であり，記録の扱いが重要である。過去において 

本校でも記録があったために適切な対応・対処が 

できた事例が多くあった。教師のスキルとして身 

につけること。相談票の回覧は印鑑による押印で 

各自の責任を示し合っている。  

 

13 報告，連絡，相談をする 

 ・教師自らの所作にルーティンワークの確立は重要 

である。特に自分の中に日常的に「報告，連絡，相 

談」する習慣を刻みつける。あなたの仕事はあなた 

だけのことではなく，組織の中に位置付いている。 

学年主任，各主任等上司との相談は欠かせない。過 

去において個人で抱え込み，学校が不信感を背負う 

場面があった。 

 ・生徒指導でトラブルを抱えてしまったときに一人 

で解決しようとせず，学校組織に相談を持ちかける 

ことで，ふさわしい対処・対応が可能になる。独り 

よがりの対処・対応は，かえって事を大きくしたり， 

事がこじれるもと。「誰に報告・連絡・相談したら 

よいか分からない」という声を聞くことがあるが， 

そういった時はとりあえず職員室で口に出してみ 

ると，周囲の誰かが助けてくれる。そうした自分の 

感性が妥当なものなのかのすりあわせをしていく。 

こういった経験が大きな教師力につながる。また， 

福祉関係機関や警察の力を借りないと解決しない 

問題も発生しがちであることも理解のこと。 

 

14 担任として心がけること 

 ・放課後（帰宅時），教室を見回る。黒板に曇りがな 

いか，机の整頓，戸締まり，生徒の私物の点検，忘 

れ物等の点検は必須。放課後の教室に学校経営のヒ 

ントや生徒指導のヒントがある。また，散らかった 

教室のまま放置していると，それが“生徒の感性の 

スタンダード“になるだけ。汚れていても平気な生 

徒を育てないためには教師から。 

 ・生徒の下足箱を見回る。下足箱に袋や部活のシュ 

ーズをおいている，靴紐が垂れ下がっている…に 

ついては，個別にその生徒を指導する。 

 ・担任の生徒には声をかけることに徹する。１週間 

を振り返り，ついに１回も会話しなかったなどとい 

う生徒はいないか。一人ひとりの生徒について，今 

何を目指し，どんな目標をもち，何を取り組んでい 

る生徒であるか。そして何に困っているのか，教師 

の指導課題を常に把握していく努力を続ける（もち 

ろん，その他ノートによる方法等，様々である）。 

 

15 副担任の仕事 

 ・朝，担任が教室で指導している間，連携して副担 

任も生徒のために動き出す。登校指導をする，掃除 

をする，見回る…仕事はたくさんある。そして担任 

とつながって（連絡しあい）生徒をよりよい方向に 

導く指導をし，情報を得ていくことが大切である 

 

16 生徒の指導に責任を持ち合う  

・例えば，校門前で校長が○年生のＡ君に「名札が 

ないよ。」と声をかけたとする。そうした後，近く 

にいた○年生の先生がその指導を引き継ぎ，Ａ君 

に名札をその場でつけるように指導し，名札を付 

け終わるまで見届けるのが原則。 

「（名札を）付けなさいよ！」等，教師に“言いっ

ぱなし”“指導しっぱなし”は指導ではない。教師

が，「生徒に言ったのに（指導したのに）やらない

（従わない）」とこぼすのではなく，正すまで指導

し見守ることこそ指導。「言ったのにやらない生

徒」であるとしたら，そのように育てたのは言い

っぱなしにした教師自身であることに気づく感性

が大切。 

 ・黒板やプリント等の字は“正しい字”を書く。上手

な字…とは言わないが，教師自身も正しい字を書く

努力をする。清書する時，行が曲がりそうなときは

薄く鉛筆で定規による線を引いてから書くのは常

識である。学習課題の青囲みは定規で引くことにな

っているが，せめて上と下の線位は定規を使い，黒

板に秩序をつくること。そして粗末な板書は，生徒

の粗末なノートづくりをさせるだけで，学力は身に

付かない。 
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※原文の一部を編集上，改編しています。 

17 だめなことはだめ。その内容を明らかにし

て 

 ・生徒との対立を避けるあまり，「指導上だめなこと」

を曖昧にしてはならない。また，理解ある教師で

あろうとして原則を崩すことは生徒への裏切りの

スタートである。だめなことはだめとして通すか

ら結果として生徒に一本通った規範意識が形成さ

れる。指導の崩し方の多くは教師が始めに言った

ことばを変えている。かくして，同じ場面で生徒

は二つの指示を聞くことになる。ここから混乱が

始まり，生徒は教師の言うことを聞かなくなるの

で。要は「言い変える」のではなく「言い続ける」

ことが大切である。 

・だめなことを連発せよと言っているのではない。

生徒には明るい未来を語り，このことを教えた

い。教育の仕事には常に生徒への「願い」を語り

続けることは欠かせない。    

 

 

  

 

おまけ  

教育の実践では「何を」「何のために」「どのように」 

を明らかにして教育の実践を進めているときに,ふとそ

の地図を見失うことがある。その時こそ 

 

 「何を」～ 

生徒に何を示して，この取組はどの手段を使っ 

て，その具体は 

 「何のために」～ 

その目指すものは何か，目標は明らかか，生徒 

と共有できているか 

 「どのように」～ 

どんな順番をつけて，進め方はどう，これが終 

わったら次にどんなことにつなげていくか，生徒

のどこを動かすか，それが高まったら次の目標は

何か。 

               …で振り返りたい 

 

もし，取組が不調ならこのうちのどこかが曖昧であ

る。また，取組にこの観点のどれが抜けても，やみく

もに毎日のことに取り組み，客観性のない実践になっ

てしまっているだろう。 

 

 

計画のない教育に実りなし， 

目標のない教育は無。 
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第３章 

 

校内資源を活用した 

校内支援体制の基本的モデル 
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１ かかわりのある校内資源 

   

 

 

 

 

 

２ 取組内容 

(1)  特別支援教育校内委員会の設置 

ア 設置の目的 

特別な支援を必要とする児童生徒を早期に把握し，具体的な支援の在り方や専門機関との連

携を検討するために中心的な役割を果たす。 

イ  期待される機能 

・特別な支援が必要な児童生徒への気づきとその視点の明確化 

・全校体制での適切で具体的な指導・支援  

・気づき，指導・支援，情報の蓄積による教員の専門性の向上 

・学級担任や保護者にとって，助言や解決策等の支援を受けられる機会 

ウ 委員の構成と役割 

役 職 委員会内での役割 

校長 委員会運営の最終的意思決定，責任者 

副校長 委員長の補佐，校内組織や外部機関等の連絡調整 

教務主任 時間割の調整，会議日の設定 

特別支援教育 Co 

 

委員会の企画（主務），校内組織や外部機関等の連絡調整，支援推

進状況の把握 

学年主任 
コーディネーターの補佐，気がかりな生徒の情報収集，支援チー

ムによる支援の進捗状況の把握，保護者への情報提供 

生徒指導主事 行動面での課題のある児童生徒の把握と情報提供 

教育相談担当 学校不適応等のある児童生徒の把握と情報提供 

研究主任 校内研修会の企画 

特別支援学級担任， 

通級指導教室担当者 
特別支援教育の専門家としての情報提供 

養護教諭 心身の健康面での専門家としての情報提供，医療機関との連携 

特別支援教育支援員 支援状況の情報提供 

スクールカウンセラー 
心理援助の専門家としての情報提供，カウンセリング状況の情報

提供，教員・保護者への援助 

スクール 

ソーシャルワーカー 

福祉的援助の専門家としての情報提供，外部機関との連携方法の

情報提供，外部機関との連絡調整 

モデルⅠ 「特別支援教育校内委員会の取組」 

組織：特別支援教育校内委員会    

人材：校長，副校長，教務主任，特別支援教育コーディネーター，主幹教諭，学年主任，生徒 

指導主事，教育相談担当，研究主任，特別支援学級担任，通級指導教室担当者，養護教 

諭，学級担任，特別支援教育支援員，スクールカウンセラー，スクールソーシャルワー

カー 等        
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(2)  特別支援教育校内委員会の取組内容 

ア 校内支援体制のコーディネート 

・学校経営計画への位置付け 

・構成員の決定と役割分担の確認 

・校内委員会の年間活動計画の立案 

・学年会（支援チーム）の支援状況の確認と評価 

・全職員の共通理解の機会の設定 

職員会議，職員朝会等 

・外部機関との連絡調整 

専門家チームによる巡回相談，相談機関，医療機関等 

・保護者との連携 

相談についての理解・啓発，相談申込手順の周知，相談体制の確認等 

イ 支援を必要とする児童生徒の把握 

(ｱ)  第１次スクリーニングの実施 

・引き継ぎの確認 

・担任による観察 

読み書き計算等の実態，学習態度，生活態度，友人関係等 

・保護者の申し出 

・第１次スクリーニング用シートの活用 

  

＊学年会，校内委員会での第１次スクリーニングの結果共有 

＊第２次スクリーニング対象児童生徒の確認 

(ｲ)  第２次スクリーニングの実施及び支援内容等の検討 

・詳しい情報収集 

・第２次スクリーニング用シートの活用 

・支援内容等の検討 

具体的な支援内容，指導形態・指導の場，対応者 

 

＊学年会，校内委員会での第２次スクリーニングの結果共有 

＊個別の指導計画の作成 

＊保護者との連携（個別の指導計画の説明，検査実施の了承） 

(ｳ)  諸検査の実施 

・認知の偏りが考えられる児童生徒についての諸検査の実施 

・外部機関との連携 

特別支援学校，教育センター等 

 

＊校内委員会での検査結果の共有 

＊保護者との連携（検査結果・支援への生かし方の説明） 
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ウ 校内研修の実施 

・新たな研修会としての実施 

障がい理解と基本的対応に関する研修，事例検討による支援の充実に資する研修 

・既存の研修会への取り入れ 

授業研究会の一部に，支援の必要な生徒の学習上の対応について取り上げる 

・日常的な情報交換 

  定期的に基本的な障がい理解等の資料を作成し配付する 

実践上の成果を会議等を利用して報告し，ノウハウを共有する 

 

３ 活用ツール（別冊資料 活用ツール＆資料集 参照） 

    

      

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個別の指導計画（様式１～５）    活用ツール５  11 ページへ    

  特別支援教育校内委員会として，支援が必要であると把握している児童生徒につい 

 ての具体的な学習状況，生活状況等をまとめ，指導目標や指導の手立てをまとめた計画

としていくために活用します。 

 

    

 
・個別の教育支援計画（様式Ａ～Ｃ）  活用ツール６ 17 ページへ    

  学校や家庭，関係機関の連携のもとに，継続的な支援が進めていけるように，将来的

な願い，希望をふまえた具体的な支援について共有していくために活用します。 

 

    

 

・相談支援機関一覧表         活用ツール４  ９ページへ    

  特別支援教育校内委員会として，支援が必要であると把握している児童生徒につい 

 て，連携先を検討するための手がかりとして活用します。 

 

    

 

・校内委員会メンバー構成シート    活用ツール１  １ページへ    

  特別支援教育校内委員会のメンバーや，役割を整理するために活用します。 

    

 

・校内体制計画化シート        活用ツール２  ２ページへ    

  特別支援教育校内委員会が中心となって進める校内体制での取組を，具体的な時期 

設定と合わせて，計画するために活用します。 

 

    

 ・特別な支援を必要とする児童生徒スクリーニングシート   

活用ツール３  ３ページへ    

  校内に在籍する特別な支援を必要とする児童生徒について，客観的に実態把握を行 

っていくために活用します。 
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４ 年間活動計画モデル 

 

月 

主な取組内容 
 校内支援体制のコーディネート 支援を必要とする児童生徒の把握 校内研修の実施 

 

 

４ 

  

 

第１回

委員会 

・メンバー，役割分担，年間活動計

画の確認 

・保護者への理解啓発の方策の検討 

・全職員による共通理解の機会の確 

認 

・支援チームの確認 

・引き継ぎ事項の確認 

・スクリーニング方法の確認 

・年間研修計画

の検討 

 ・学年会での第１次スクリーニング

の状況確認 

・第１次スクリーニングの実施  

 

 

５ 

 

 

 
 

第２回

委員会 

 ・第１次スクリーニングの結果共有 

・第２次スクリーニング対象児童生

徒の確認 

・第１回研修会

の検討 

 ・専門家チーム巡回相談依頼 

・支援チーム会議（支援方針の確認

役割分担） 

  

６ 

 ・専門家チーム巡回相談① 

・支援チーム会議（支援内容の検討

個別の指導計画作成） 

・学年会での第２次スクリーニング 

の状況確認 

・第２次スクリーニングの実施 ・第１回研修会 

（障がい理解と

基本的対応） 

 

 

７ 

 
 

第３回

委員会 

・専門家チームの意見集約 

 

・第２次スクリーニングの結果共有 

・支援対象児童生徒の個別の指導計

画の確認 

 

 ・支援チーム会議（保護者面談の方

向性の確認） 

・保護者面談 

  

８   ・諸検査の実施  

 

９ 
 ・専門家チーム巡回相談② 

・支援チーム会議（個別の指導計画

の評価，支援内容の見直しの検

討） 

・諸検査の実施 

 

・第２回研修会

の検討 

 

10 
 

 

第４回

委員会 

・専門家チームの意見集約 

 

・検査結果の共有 

・支援対象児童生徒の個別の指導計

画の確認 

 

   ・第２回研修会 

（事例検討） 

12 

 ・支援チーム会議（支援の成果と課

題の検討，保護者面談の方向性の

確認） 

・保護者面談 

  

 

１ 
 第５回

委員会 

・年間の取組の評価 ・支援の成果と課題の共有  

 ・支援チーム会議（個別の指導計画

の評価） 

  

２ 

 

第６回 

委員会 

・次年度年間計画の立案 ・支援対象児童生徒の個別の指導計

画の確認 

・新年度への引き継ぎ事項の確認 

・次年度研修の

方向性の確認 

３   ・新学年，進路先への引き継ぎ  

 

随

時 

・緊急時の 

委員会の 

臨時開催 

・特別支援学校・教育センターへの

相談 

・福祉・医療機関との連携 

・保護者面談 

・児童生徒の観察 ・授業研究会に

おける支援の

検討 
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１ かかわりのある校内資源 

   

 

 

 

 

２ 取組内容 

(1) 支援チームの編成 

ア 支援チームの目的 

支援対象児童生徒の学習面への課題や，行動上の問題等への対応を考えていく際には，特別

支援教育校内委員会での検討や学年会だけでは十分でないことが考えられる。そこで，日常的

に対象児童生徒の変容や対応を考えるとともに，担任をサポートするために機動力のある支援

チームを編成することが有効である。支援チームは，担任や一部の担当者が一人で指導に悩む

状態の解消を目指すものである。 

イ 支援チームの主な活動 

・日常的に対象児童生徒の学習面や生活面の様子を把握する 

・担任の取組，指導上の困難点等を把握する 

・取組の方法を考える 

・取組の結果を評価する 

ウ 支援チームの編成 

    ・原則として対象児童生徒一人一人に設ける 

    ・担任と最小限のメンバー数人で構成される 

    ・学年主任が支援チームを編成し，特別支援教育校内委員会や学年会で確認して推進する 

エ 役割分担 

役 職 支援チームにおける役割 

学年主任 支援チームの編成，支援方針の決定，学年会における学年担当教

員の共通理解，支援チームの指導状況の把握 

 

通常の学級の担任 支援対象児童生徒の実態把握，支援計画の作成，支援計画に基づ

く指導・支援 

特別支援学級担任， 

通級指導教室担当者，

特別支援教育 Co 

実態把握の補助，支援計画の作成補助，支援方法の助言，教材・

教具の提供，通級による指導状況の情報提供，専門性を生かした

指導・支援， 

担任外，特別支援教育

支援員，スクールカウ

ンセラー 等 

支援計画に基づく指導・支援 

 

 

組織：支援チーム，特別支援教育校内委員会，学年会 

人材：学年主任，通常の学級の担任，特別支援学級担任，通級指導教室担当者，特別支援教育

コーディネーター，教務主任，担任外，特別支援教育支援員，スクールカウンセラー 等 

モデルⅡ 「支援チームの取組」 
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(2)  支援チームの編成と運用の留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)  支援計画の立案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)  支援計画の作成手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

             

             

             

             

 

 

 

             

             

             

             

             

・メンバーは，直接指導にかかわる担任や教科担任，部活動顧問，特別支援教育支援員等に，

直接指導にはかかわっていない第三者的な立場の教員を加えて構成する 

・構成を最小限にすることで，相談，打ち合わせ等を必要に応じて随時開催できるようにす

る 

・正式な会議以外にも，日常的な情報交換を密にする 

・支援チームで話し合われたことや取り組まれたことが，学年会や全体で共有できるように 

する 

・取組の様子や対象児童生徒の変容についての記録を蓄積する。 

ア 支援対象児童生徒の思いを聞き取る場面の設定 

イ 保護者の願いを聞き取る場面の設定 

ウ 支援チーム会議の設定 

  支援の必要性について，メンバーやメンバー以外の教員等からの情報を収集し，多角的に

検討する 

エ 支援方針の決定 

  指導目標，支援内容・方法，実施期間の設定 

オ 情報共有 

  保護者への説明，学年会・全体への説明と協力依頼 

カ 支援の評価 

  定期的に学年会や特別支援教育校内委員会で評価し，目標の設定や指導方法等の見直しを 

図る 

学習課題・行動等の整理 

指導課題の焦点化・計画化 

指導方法の選択・構想 

記録と評価 

〈指導課題シート〉 

学習面，生活面，行動面，対人関係 

〈指導課題の焦点化シート〉 

・優先度の高い項目の焦点化 

・当面対応すべき課題の計画化 

〈指導目標・手立てシート〉 

・指導目標 

 現在の様子，１か月後に目指す姿，達成基準 

・指導の手立て 

 使用する手立て，指導の構想 

〈指導経過・評価シート〉 

・取組期間，児童生徒の様子，指導の有効性 

・１か月後の評価，改善点 

・当面対応すべき課題の計画化 
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３ 活用ツール（別冊資料 活用ツール＆資料集 参照） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・よりよい保護者連携のために         巻末資料２   74 ページへ    

  保護者理解や連携のための視点とともに，家庭との具体的な連携による支援を進めて

いく上で活用します。 

 

 

    

 

・問題行動指導の手引き           活用ツール７ 27 ページへ    

  問題行動等に具体的にどのような手順で，指導を進めていくかの流れが説明されてい

ます。具体的な指導を検討していく上での，活用します。 
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１ かかわりのある校内資源 

   

 

 

 

 

２ 取組内容 

(1) 特別支援学級の弾力的な運用に関する校内の共通理解 

ア 弾力的な運用とは 

通常の学級に在籍する特別な支援を必要とする児童生徒の教育的ニーズに応えるために，特

別支援学級の場と担当者を活用して指導・支援を行うこと。 

イ 弾力的な運用の意義 

・一人一人の教育的ニーズに応じた指導・支援を行うことができる 

・特別支援学級の児童生徒と通常の学級の児童生徒との相互交流を深める機会が増える 

・インクルーシブ教育を進めることができる 

    ウ 弾力的な運用の例 

(ｱ)  交流及び共同学習での指導・支援 

特別支援学級児童生徒が交流及び共同学習で通常の学級で学習する際に，特別支援学級の 

児童生徒を指導しながら，通常の学級の児童生徒にも支援を行う。 

(ｲ)  個別指導や少人数指導 

学習室や特別支援学級で，通常の学級の支援が必要な児童生徒への個別指導や少人数指導

を行う。また，必要に応じて特別支援学級への通級による指導を行う。 

(ｳ)  授業時間内外に行う個別指導や少人数指導 

放課後等，授業時間以外の時間を活用し，個別指導や少人数指導を行う。 

エ 弾力的な運用に関する校内の共通理解 

・弾力的な運用は，校内支援体制を工夫することで可能になる取組であること 

・特別支援学級担任の専門性を活用するためには時間割の調整が必要になること 

・支援を行う人，場所，内容を明確にする必要があること 

・校内委員会での検討をうけて，校長のリーダーシップのもと，弾力的な運用の意義や進め

方を共通理解すること 

オ 役割分担 

役 職 弾力的な運用に関わる役割 

校長 運用に関する方針の決定，校内支援体制の推進 

副校長 校内支援体制の調整 

教務主任 教育課程に関する手続き，時間割の調整 

特別支援学級担任 専門性を生かした指導・支援，実態把握の補助，支援方法の助言， 

個別の指導計画の作成補助，教材・教具の提供 

組織：特別支援教育校内委員会，教務部 

場  ：特別支援学級，通常の学級，学習室 

人材：校長，副校長，教務主任，特別支援学級担任，通級指導教室担当者，特別支援教育コー

ディネーター，通常の学級の担任，特別支援教育支援員 等 

 

モデルⅢ 「特別支援学級の弾力的運用の取組」 
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通級指導教室担当者，

特別支援教育 Co 

実態把握の補助，支援方法の助言，個別の指導計画の作成補助，

教材・教具の提供，通級による指導状況の情報提供 

通常の学級担任 特別支援学級担任等と連携して指導・支援 

特別支援教育支援員 教員と協力して指導・支援 

 

(2)  弾力的な運用の体制の検討，対象児童生徒の検討 

ア 児童生徒の実態から，自校の特別支援教育の取組の必要性について，校内委員会等で検討す 

る 

    イ 特別支援学級をどのように運用するかを検討する 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ  特別支援学級担任のかかわり方を検討する 

 

 

 

 

 

 

 

エ 特別な支援の必要な児童生徒の教育的ニーズ等に応じて，弾力的な運用の方法を検討する 

    ・特別支援学級数，特別支援学級児童生徒数，通常の学級の特別な支援の必要な児童生徒数 

及び教育的ニーズに応じて，運用の方法を検討する。 

 

 

 

(ｱ)  特別支援学級担任が授業時間内に支援する場合 

① 特別支援学級担任に空き時間をつくる 

② 交流及び共同学習の場で指導・支援する 

特別支援学級児童生徒の参加形態 特別支援学級担任が行う支援 

特別支援学級児童生徒だけが参加 ・特別支援学級担任は空き時間となり，対象児童生

徒の支援を通常の学級で行う 

・特別支援学級に残る児童生徒の支援を行う。対象

児童生徒の支援は放課後等に行う 

特別支援教育支援員等が一緒に参

加 

特別支援学級担任が一緒に参加 ・対象児童生徒が交流学級在籍の場合は，交流及び

共同学習の中でできる支援を行う。 

③ 特別支援学級の学習に受け入れる 

・特別支援学級での学習内容や受け入れ期間の検討 

・本人と保護者の了承 

(ｲ)  放課後等の時間を活用する場合 

 ・校務等の配慮 

 ・短時間で活用する工夫 

(ｱ） 指導・支援の内容の検討 

・発達段階や認知特性に応じた学習指導 

・友達との適切なかかわり方や行動面での指導 

(ｲ)   指導・支援の場の検討 

・一斉指導・少人数指導の場 

・個別指導の場 
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(3)  校内体制の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)  運用状況の情報共有，評価・改善 

  ・支援チームや校内委員会で運用状況を情報共有する 

   ・ケース会議や事例検討会等を実施し，取組の評価・改善を行う 

 

３ 活用ツール（別冊資料 活用ツール＆資料集 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・校内の人的資源活用シート       活用ツール 10  54 ページへ    

  特別支援学級の弾力的運用をはじめ，児童生徒の支援のために，校内の人的な資源を

どのように活用していくかを，その役割とともに整理していくために活用します。 

 

 

    

 

ア 特別支援学級の時間割を調整する 

(ｱ) 複数の特別支援学級児童生徒が同時に交流及び共同学習に参加できるように時間割を調

整する 

(ｲ) 他の教師が特別支援学級の授業を受けもつことで特別支援学級担任に空き時間をつくる 

イ 特別支援学級担任が通常の学級の授業を受けもつ 

ウ 指導形態や指導者の組み合わせを工夫する 

(ｱ)  いつ，誰が，どの形態で，どのような支援を行うのかを計画する際に，校内の人的資源

を活用し，指導形態や指導者の組み合わせを工夫する 

(ｲ)  週の予定表を支援チームで確認し，校内に周知する 

・よりよい保護者連携のために            巻末資料２   74 ページへ    

  弾力的運用を行う上では，保護者の理解を得ることが必要となります。保護者とのよ

りよい関係づくりに向けた視点が示されています。 

・「特別支援学級の『弾力的な運用』ナビ」第２章 

活用ツール８ 43 ページへ 

  特別支援学級や通級指導教室の弾力的な運用の在り方として，様々なパターンが示さ

れています。校内体制での具体的な役割，動きを検討していくために活用します。 

岩手県立総合教育センターＨＰよりダウンロード可能 
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１ かかわりのある校内資源 

   

 

 

 

２ 取組内容 

(1) 特別支援教育支援員の業務と役割分担 

ア 特別支援教育支援員とは 

       食事，排泄，教室移動の補助といった学校における日常生活上の介助や，ＬＤの児童生徒に

対する学習支援，ＡＤＨＤの児童生徒に対する安全確保等の学習活動上のサポートを行う者 

イ 特別支援教育支援員の役割例   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 役割分担 

役 職 特別支援教育支援員にかかわる役割 

校長 
校内体制への位置付け，支援員の業務に関する校内の共通理解推

進 

副校長 
配属学級の検討，校内推進体制の調整，研修の設定，支援員の相

談対応，業務評価 

教務主任 時間割調整 

組織：特別支援教育校内委員会，学年会，支援チーム 

人材：校長，副校長，教務主任，特別支援教育コーディネーター，学年主任，担任，特別支援

教育支援員 等 

(ｱ)  基本的生活習慣確立のための日常生活上の介助 

食事介助，衣服の着脱の介助，排泄の介助 

(ｲ)   発達障害の児童生徒に対する学習支援 

安全確保や居場所の確認，黒板の読み上げ，テストの代筆，教員の話を繰り返して聞

かせる，整理整頓の仕方を教える 

(ｳ)   学習活動, 教室間移動等における介助 

車いすの移動介助，車いすの乗り降りの介助，制作・調理・自由遊びなどの補助 

(ｴ)   児童生徒の健康・安全確保関係 

視覚障害のある児童生徒の体育の授業や図工，家庭科の実技を伴う場面における介助，

てんかんの発作が頻繁に起こるような児童生徒の把握，他者への攻撃や自傷等の危険な

行動の防止 

(ｵ)   運動会（体育大会），学習発表会，修学旅行等の学校行事における介助 

視覚障害のある児童生徒の伴走，舞台発表時の見守り，修学旅行や宿泊訓練時の移動

や乗り物への乗降の介助 

(ｶ)   周囲の児童生徒の障害理解促進 

友達としてできる支援や適切な接し方を教える，適切な接し方をしている児童生徒の

称賛，支援を必要とする児童生徒の得意不得意・理解しにくい行動を取ってしまう理由

等を教える 等 

出典：『「特別支援教育支援員」を活用するために』（文部科学省） 

モデルⅣ 「特別支援教育支援員にかかわる取組」 
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特別支援教育コーディ

ネーター 

日常的な連絡窓口，担任等との連携調整，支援員の業務記録の管

理，支援員の相談対応，研修対応，支援方法の助言，業務評価 

学年主任 支援対象児童生徒の情報提供，支援方針の確認，支援状況の確認 

 

担任 

支援対象児童生徒の情報提供，支援方針の確認，支援員と協働し

ての個別の指導計画の作成・活用，方針に基づく指導・支援，支

援状況の情報共有 

同一校内の支援員 支援状況の情報共有，連携した支援 

 

(2)  校内体制における位置付けを明確にする 

    管理職のリーダーシップの下，全教職員の共通理解を図りながら，特別支援教育支援員を校内

体制に明確に位置付けた特別支援教育体制を整備すること 

・校内組織図への位置付け 

・特別支援教育校内委員会への位置付け 

・支援チーム，支援会議への位置付け 

 

(3)  特別支援教育支援員の具体的な役割や業務を共通理解する 

ア 各市町村の特別支援教育支援員の設置要綱等で示されている役割を基準として，各校の実態

に応じた支援内容を明確にする 

イ 特別支援支援員の業務にかかわる年間の取組を共通理解する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年

度

当

初

の

取

組 

●校内委員会等での協議 

担当する学級や児童生徒の決定，具体的な支援の明確化，年間勤務計画の立案 

●職員会議での共通理解 

校内委員会等で検討された内容や，支援員の活用上の留意点を記載した資料の作成 

●保護者への周知 

ＰＴＡ総会における紹介と業務内容の説明，学校だより等での紹介 

 

年

間

の

取

組 

 

●校内委員会等への参加 

 個別の指導計画の作成・活用への参加，支援会議への参加 

●研修会への参加 

支援員の力量アップのために，行政主体の研修会及び校内研修会に参加 

●業務の評価 

管理職や特別支援教育コーディネーターによる業務の評価，支援員による自己評価 

一

週

間 

の

業

務 

●週予定表への位置付け 

 支援員の動向を週予定表に記入し，職員間で共通理解 

●次週の打ち合わせ 

 支援員とコーディネーターとの打ち合わせの設定，行事予定・時間割変更等の確認 

●情報の集約と伝達 

 支援員が複数の学級に支援に入る場合は，コーディネーターが情報を集約し伝える 

 

一

日

の

業

務 

 

●出勤後の打ち合わせ 

 当日の支援を確認する時間の設定（コーディネーター，副校長） 

●支援員と担任との情報交換 

 休み時間等を利用して，伝えたいことに絞って情報交換 

●業務記録の記入と回覧 

 業務記録を書く時間の設定，業務記録の回覧による情報共有，担任やコーディネーターか

らの連絡を記入 
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(4)  担任と連携し，場面や特性に応じた支援を行う 

ア 個別の指導計画の作成・活用への参画 

(ｱ)  特別支援教育支援員の勤務開始時の打ち合わせ 

・特別支援教育支援員は，昨年度の個別の指導計画を基に，実態，本人・保護者の願い，

支援の様子，今後の課題を把握する。 

(ｲ)  個別の指導計画の作成 

・担任は，今年度に入ってからの実態や願いについて，個別の指導計画№１に記入する。 

・特別支援教育支援員は，担当児童の課題や得意なこと，好きなことを把握する。 

・担任・特別支援教育支援員等で話し合い，問題の背景となる要因を推定し，支援の方向 

性を探る。 

・具体的な目標，具体的な支援内容や方法，使用する教材，役割分担，評価の基準等を決 

め，個別の指導計画№２を作成し，担任・特別支援教育支援員等で共通理解を図る。 

(ｳ)  個別の指導計画に基づいた支援の実施 

・実際に支援を行いながら効果を確認し，必要に応じて支援方法の修正を行う。 

・担任による指導記録，特別支援教育支援員の業務記録等により，対象児童の反応や達成

度の記録を蓄積する。 

(ｴ)  学期ごとの評価と計画の改善 

・指導・支援の記録に基づいて，担任・特別支援教育支援員等の話し合いの場をもち，対 

象児童の変容，手立ての有効性，目標の妥当性等について評価し，個別の指導計画に記

入する。 

・必要に応じて目標や手立てを再設定し，担任・特別支援教育支援員等で共通理解を図る。 

(ｵ)  年度末の評価 

・担任・特別支援教育支援員等の話し合いの場をもち，年間を通しての成果と課題を明ら

かにする。 

・次年度の確実に引き継げるようにする。 

イ 担任等との連携の工夫 

  ・担任が学級経営方針や支援の基本方針を示す 

  ・担当児童生徒の情報共有，支援方法の統一，支援の役割分担 

  ・担当児童生徒とのよい出会いの場づくり 

  ・周囲の児童生徒とのかかわり方を共通理解 

  ・日々の支援の情報共有の仕方を工夫 

 

(5)  力量アップのための研修を行う 

月 行政主体の研修 校内における研修 

４ 研修①勤務開始前の研修 研修①学校勤務開始時の研修 

６  研修②ケース検討 

 

 

８ 

研修② 

選択講義 

（ベーシック，アドバンス） 

事例紹介，グループ協議， 

個別相談 

 

10  研修③研究授業 

 

 

12 

研修③ 

選択講義 

（ベーシック，アドバンス） 

事例紹介，グループ協議， 

個別相談 

 

１  研修④ケース検討 
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〔校内における研修例〕 

① 学校勤務開始時の研修 

・学校組織，運営方針，年間行事計画，教育課程 

・該当学年の指導内容，担当児童生徒の実態，支援内容 

・勤務時間，業務記録，個人情報の取り扱い，相談窓口 等 

② ケース検討 

・個別の指導計画等による実態の共通理解，現在の支援内容 

・支援の成果と課題 

・今後の支援方針等の検討 

③ 研究授業及び授業研究会 

 ・支援員の支援についても記入した学習指導案を作成 

・担任と連携した授業の在り方を協議 

 

３ 活用ツール（別冊資料 活用ツール＆資料集 参照） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・特別支援教育支援員ハンドブック    活用ツール９  47 ページへ 

  校内体制の中で，特別支援教育支援員がかかわる業務や役割等を具体的に検討してい

くために活用します。 

 

 

    

 

・個別の指導計画（№１，２）         活用ツール５ 11 ページへ    

  支援が必要である児童生徒についての指導目標や指導の手立てなどについて，特別支

援教育支援員を含めて，共通理解をしていけるように活用します。 
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１ かかわりのある校内資源 

   

 

 

 

２ 取組内容 

(1) 研究推進体制の確立 

ア 研究推進全体構想の確認 

  ・研究主題や研究内容・方法の決定 

  ・研究に関する基本的な考え方の共通理解 

  ・研究期間の設定や年間推進計画の作成 

イ 研究にかかわる組織等の確認 

  ・研究を運営する組織の確認 

  ・全体研究会とグループ（学団別，教科別等）研究会の設定 

  ・研究推進担当者，研究授業担当者等の決定 

ウ 役割分担の確認 

  役 職 研究推進にかかわる役割 

校長 研究推進にかかわる最終意思決定，責任者 

副校長 校長の補佐，研究主任への助言 

教務主任 研究授業・授業研究会実施日の設定，参観体制（時間割）調整 

研究主任 研究推進構全体構想立案，年間推進計画の作成，研究全体の調整 

特別支援学級担任， 

通級指導教室担当者 
特別支援教育の専門家としての情報提供，参観授業の提供 

特別支援教育コーディ

ネーター 
特別支援教育の専門家としての情報提供 

研究推進担当者 研究授業の記録，授業研究会の運営，研究通信の発行 

研究授業担当者 指導案の作成・検討，研究授業の実施 

特別支援教育支援員 研究授業・授業研究会への参画 

(2) ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業研究の取組内容 

ア 「ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業」の意義の確認 

(ｱ)  ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業とは，「児童生徒一人一人の教育的ニーズ

を把握し，その持てる力を高め，生活や学習上の困難を改善または克服するため，適切な指

導及び必要な支援を行う」という特別支援教育の視点に基づき，通常の学級において，発達

障がいの有無にかかわらず様々な教育的ニーズをもった児童生徒の「わかる，できる」を保

障する授業である。 

(ｲ)  ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業における指導の工夫は，発達障がいのある

児童生徒など，学習上の支援が必要な児童生徒にとっては「ないと困る」支援であり，どの

組織：研究部，教務部 

人材：校長，副校長，教務主任，研究主任，特別支援学級担任，通級指導教室担当者，特別支

援教育コーディネーター，研究推進担当者，研究授業担当者，特別支援教育支援員 等 

モデルⅤ 「ユニバーサルデザインの視点を取り入れた校内研究の取組」 
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児童生徒にとっても「有効な支援」「あると便利な支援」である。 

(ｳ)  特別な支援を必要とする生徒への個別的な支援を行うだけではなく，一斉授業の中でどの

ように支援していくのかを明らかにし一人一人の学びを保障することは，授業改善や学力向

上につながる取組である。 

イ ユニバーサルデザインの視点の確認 

視  点 授業とのつながり 

指導の工夫 児童生徒に期待される効果 

クラス内の 

理解促進 

活躍の場，助け合いの場，互いの良さ

を確認する場を設定する 

分からないことや失敗することを気に

せずに積極的に学習に取り組める 

ルールの明確化 学校生活や授業中のルールを明確に

示す 

判断に迷って活動が消極的になること

がなくなり，自信をもち学習に取り組める 

刺激量の構造化 掲示物の整理をしたり，不快音を低減

したりする 

授業そのものへ意識を集中できる 

場の構造化 使用教室の学習用具等を整理する 用具準備が効率的に進められる 

落ち着いて授業に取り組める 

時間の構造化 授業全体の見通しを時間とともに示

す 

具体的な活動とそのための時間が分か

り，落ち着いて授業に取り組める 

焦点化 その時間に取り組む指導内容を絞り

込み，情報を整理し，提示する 

習得する内容が明確になり，内容の理解

が深まる 

展開の構造化 焦点化した内容の習得につながるよ

う，スムーズ，明確な展開に整理する 

見通しがもて，飽きずに，学習活動に取

り組める 

スモールステップ化 学習課題を必要に応じて段階的に提

示する 

確実な段階をふんでいくことで課題の

達成がしやすくなる 

視覚化 学習内容について口頭説明に加え，板

書や絵，写真などを活用する 

具体的なイメージで考えたり，想像した

りしやすくなる 

身体性の活用 

（動作化・作業化） 

動作模倣や劇化，操作や実験などを活

動に取り入れる 

学習内容の理解，記憶がさらに深まりや

すくなる 

共有化 児童生徒同士の考えの交流や，教え合

いの機会を設定する 

自分の考えを伝えることで理解が深ま

ったり，他の考えから自分の考えの発展に

つなげられたりする 

スパイラル化 既習事項を復習する内容を授業の中

に取り入れる 

学習内容の再理解，習得の深まりがなさ

れる 

適用化 習得内容を応用，適用する学習活動を

設定する 

習得内容の理解が深められ，より主体的

な判断での取組につながる 

機能化 習得内容を実生活につなげる場面を

設定する 

習得内容の応用から，生活の中での新た

な事象への関心が広げられたり，新たなも

のを生み出したりすることにつながる 

 

 

出典：「ユニバーサルデザインの視点を取り入れた校内授業研究ガイド」（岩手県立総合教育センター） 
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ウ 授業づくりに取り入れるユニバーサルデザインのポイントの焦点化・手立ての協議 

(ｱ)  授業に取り入れる視点を整理し，具体的なポイントについて協議する 

視  点 ポ イ ン ト 

１ クラス内の理解促進 ① 児童の意見，考えについて認め，肯定的に評価し，取り上げる。 

② 児童生徒個々の得意さや良さを引き出す発問や，活動場面を設定する。 

２ ルールの明確化 ① 学校生活，学習活動にかかわるきまりを分かりやすく定め，掲示・提示す

る。（聞く姿勢，声の大きさ，話し方等） 

② 授業の初めに,児童生徒の学習用具の準備状況を確認する。 

３ 刺激量の構造化 ① 掲示物の配置や，視覚情報の提示量など，視覚的な刺激に配慮する。 

② 黒板内の情報を，その時間の学習内容にかかわるもののみに整理する。 

４ 場の構造化 ① 教室内の学習用具や教材の準備がしやすく，目に見えて整理されている。 

② 学習活動時の児童生徒の動線が整理されている。 

５ 時間の構造化 ① 授業全体の中での流れが，ホワイトボード等に時間の目安とともにが示さ

れている。 

② 単元を通しての日程的な見通しが示されている。 

③ 児童生徒の学習状況に応じた活動時間の確保，時間配分の工夫をする 

（考える時間，交流する時間，板書を書き写す時間等） 

６ 焦点化 ① 単元や本時の初めに，学習の流れを提示し，その時間に学ぶべきことが具

体的に見通せるようにする。 

② 板書の中に，その日の学習内容のキーワードを示す。 

７ 展開の構造化 ① 学習内容の習得のために，課題提示から「課題についてつかむ」，「考える」，

「交流する」，「まとめる」など展開に工夫を図る。 

② 集中して取り組む場面や，気持ちを切り替えられる活動など，展開に工夫

を図る。 

８ スモールステップ化 ① 指示，発問について，段階的に一つ一つ丁寧に行っている。 

② 児童生徒の学習状況をふまえながら，学習内容を細分化し，段階的に進め

ていく。 

９ 視覚化 ① 学習内容にかかわる情報のイメージ化が図りやすいように，具体物や写真， 

  絵など視覚教材を取り入れている。 

② チョークの色や，囲み枠などで，要点を分かりやすく示す。 

③ 児童生徒の意見や回答を板書し，文字として示す。 

10 共有化 ① ペア学習やグループ学習など，児童生徒同士が考えを交流したり，教えあ

ったりする場面を設定している。 

② 児童（生徒）の発言について，他の生徒が補足したり，説明をしたりする

ような場面を設定している。 

11 スパイラル化 ① 前学年や前単元などで学んだ既習事項を取り入れた学習活動を設定する。 

12 適用化 ① 応用問題などを取り入れながら，習得した内容を当てはめて取り組む学習

活動を設定する。 

13 機能化 ① 習得した内容を生活の中の具体的な活動に取り入れられるような場面を設

定する。 

 

 

(ｲ)  選択したポイントから「ユニバーサルデザインの視点による手立て」を考える 

エ 特別支援学級や通級指導教室の授業参観 

  ・授業を参観することで，一斉指導の中で行うことができる個別の配慮について学ぶ機会と 

する 

    ・通級指導教室での児童生徒の様子を知ることで，学級での授業に生かすヒントを得る 

オ 指導案検討，研究授業，授業研究会の実施 

(ｱ)  「ユニバーサルデザインの視点による手立て」を明記した指導案の作成と事前検討 

・視点及び項目にそって具体的な工夫や配慮を考え，指導案（指導観，本時の指導）に盛 

り込む 

・１時間の授業の各場面で，どのような支援や配慮を行うのかを明記する 

出典：「ユニバーサルデザインの視点を取り入れた校内授業研究ガイド」（岩手県立総合教育センター） 
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     ・ティームティーチングが行われる場合や特別支援教育支援員が授業に入る場合は，その 

役割を明確にし，指導案に明記する 

     ・ワークショップ型の指導案検討で，授業づくりの意見やアイディアを出し合う 

(ｲ)  研究授業の実施 

・検討後修正した指導案とともに付箋を配付する 

・「成果」「課題」「改善点」等で色分けした付箋を活用し，授業を参観する 

(ｳ)  授業研究会の実施 

     ・指導案に示された「ユニバーサルデザインの視点による手立て」にそって，協議の視点 

を明確にする 

          ・ワークショップ型の研究で教員同士の協働性を高め，校内研究の活性化を図る 

     ・全校研究の場合，教科担当の指導主事と特別支援教育担当の指導主事に助言を依頼し， 

教科指導と特別支援教育の両面からの助言を得られるようにする 

     ・成果と課題を共有するとともに，課題の改善に向けた視点の確認と授業の見直しを行う 

カ 研究通信の発行 

  ・ユニバーサルデザインの視点に基づく具体的な方法について，定期的に提示する 

  ・研究授業で効果が確認された手立てについて紹介する 

キ 研究集録の作成 

 

３ 活用ツール（別冊資料 活用ツール＆資料集 参照） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業研究ワークシート           活用ツール 12 57 ページへ    

  ユニバーサルデザインの視点からの授業づくりについての振り返り，評価を行うため

のシートとして活用します。 

 

 

    

 

・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた授業研究ガイド 

巻末資料１   58 ページへ    

  ユニバーサルデザインの視点での校内授業研究を進めていく上での手順や指導案様

式を検討するために，活用します。 

 

 

    

 

・ユニバーサルデザイン授業チェックシート 活用ツール 11 56 ページへ    

  ユニバーサルデザインの視点からの授業づくりについて，現況のチェックや，授業参

観からのチェックを行うために，活用します。 
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４ 年間推進計画モデル 

   

月 

主な取組内容 

全体研究会 グループ研究会 その他 

 

 

４ 

・研究推進全体構想の立案 

・年間推進計画の作成 

・研究授業等の日程調整 

・役割分担 

・助言者の依頼 

・研究授業等の日程調整 

 

・特別支援学級，通級指導教室参

観授業の日程調整 

 

 

５ 

〈第１回全体研究会〉 

・研究推進全体構想の確認 

・年間推進計画の確認 

・役割分担の確認 

・ユニバーサルデザイン授業の 

ポイント・手立ての検討 

 ・研究通信の発行（毎月） 

 

６ 

 〈第１回グループ研究会〉 

・指導案の事前検討 

・グループ研究授業・授業研究会

の実施 

〈特別支援学級授業参観〉 

 

 

７ 

〈第２回全体研究会〉 

・指導案の事前検討 

・全体研究授業・授業研究会実施 

・改善授業の実施 〈通級指導教室授業参観〉 

 

 

８ 

・改善授業の実施 〈第２回グループ研究会〉 

・指導案の事前検討 

・グループ研究授業・授業研究会

の実施 

 

 

９ 

〈第３回全体研究会〉 

・指導案の事前検討 

・全体研究授業・授業研究会実施 

・改善授業の実施 

 

 

 

10 

・改善授業の実施 〈第３回グループ研究会〉 

・指導案の事前検討 

・グループ研究授業・授業研究会

の実施 

〈特別支援学級授業参観〉 

 

11 
〈第４回全体研究会〉 

・指導案の事前検討 

・全体研究授業・授業研究会実施 

・改善授業の実施 〈通級指導教室授業参観〉 

 

 

 

12 

・改善授業の実施 

 

〈第４回グループ研究会〉 

・指導案の事前検討 

・グループ研究授業・授業研究会

の実施 

・改善授業の実施 

・グループ研究のまとめの検討 

・研究集録の作成 

１ 
・研究のまとめの検討 

・次年度研究の構想案の検討 

  

 

２ 

〈第５回全体研究会〉 

・研究のまとめの確認 

・次年度研究の構想案の確認 

  

３   ・研究集録の発行 
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１ かかわりのある校内資源 

   

 

 

 

２ 取組内容 

(1)  学校スタンダードの確立 

ア 学校スタンダードとは 

学校は，児童生徒，教職員，保護者，地域など様々な人々により構成され，様々な教育活動

を展開している。その際，それらの人々全員が同じベクトルで教育活動に向かうことは，学校

経営上，きわめて重要である。同じベクトルで教育活動に向かうことは，指導上の不一致を軽

減し，児童生徒にとって安心安全な学校を築き，教育効果を高めることができる。ここでは，

学校にかかわる全員が同じベクトルで取り組むよう明示した学校全体の規準を「学校スタンダ

ード」と捉える。「学校スタンダード」とは,ベクトルが集まる基軸となる学校の旗であり，学

校全体の規準(手本，規範，規律)である。「そうあること」「そういう資質を携えておくこと」

「そういう教育資源を活用すること」など当たり前とされるものを指し，それぞれの学校の文

化ともいえる。その学校スタンダードを児童生徒，教職員，保護者，地域などが共通理解する

ためには，明文化し周知する必要がある。 

イ  学校スタンダードの必要性 

学校スタンダードを確立し，明示することにより，全校における支援方法を統一することが

できる。このことは，学年・学級または学級担任によるルールの不一致や支援方法の違いを防

ぎ，児童生徒の困難さを減らすことになる。特別支援教育の視点から学校スタンダードを見直

し，明示することは，すべての児童生徒にとって生活しやすく学びやすい環境を提供すること

につながり，確かな学びと育ちを支えることになると考える。また，横浜国立大学関戸英紀氏

は，学習上のニーズを授業のユニバーサルデザイン化で，生活上のニーズをスクールスタンダ

ードの策定で，学校全体に対する支援を行うことにより，80％の児童生徒に適切な行動を獲得

させることができると述べている。（下図参照）学校単位で行うことが有効である。 

  

図：「３層モデル」と「スクールスタンダードの策定」（横浜国立大学 関戸） 

組織：総務部，教務部，生徒指導部，保健部，児童（生徒）会，各委員会 

人材：校長，副校長，教務主任，生徒指導主事，保健主事，児童（生徒）会担当，各委員会担

当，情報担当，環境整備担当，養護教諭 等 

モデルⅥ 「特別支援教育の視点を取り入れた学校スタンダードの取組」 
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ウ 学校スタンダードの観点 

・学校環境の整備                                           

・児童生徒主体の学校スタンダードの取組 

・特別支援教育の視点からの学校重点の明確化 

・各分掌における重点の具体化 

・役割の明確化 

エ 役割分担 

役 職 学校スタンダードの確立にかかわる役割 

校長 
特別支援教育の視点を取り入れた学校経営計画の立案と実施，校

長講話，学校だより，保護者会での説明 

 

 

副校長，(総務部) 

校内環境のバリアフリー化，施設や設備の整備と点検，災害時等 

の対応に必要な施設や設備の配慮，危険な施設や設備の整備及び 

撤去，危険区域や立入禁止区域の確認，危険物の管理（刃物，薬 

物等の保管の仕方），リソースルームの設置，日照・室温・音の 

影響の配慮，教材教具の確保，教育資源となる人材の育成と調整 

 

教務主任(教務部) 

交流及び共同学習の時間割の作成と調整，通級による指導や弾力

的な運用のための時間割の作成と調整，集会時の並ぶ位置の目印， 

正確な時刻の調整，他校種交流の工夫 

生徒指導主事 

(生徒指導部) 

児童会（生徒会）・各委員会の活動の計画と調整，全校集会での講

話，異学年交流の工夫 

保健主事 

(保健部) 

清掃の仕方・道具の片付けの統一と提示，給食時の運搬・配膳の

仕方の統一と提示，避難時の支援の検討，ゴミ箱の設置と分類 

 

児童(生徒)会担当 

各委員会担当 

学校で取り組むソーシャルスキルトレーニングの実施，学校スタ 

ンダードの具体化（ルールの提案，視覚化，点検等），放送の音 

量の調整，決まった曲による行動の切り替え 

 

情報担当 

ホームページによる地域への啓発（学校スタンダードの提示と取

組の様子の掲載） ，ICT 機器の整備と研修会企画，無線 LAN の整

備 

 

環境整備担当 

校内案内表示の整備，校内の掲示と展示物の工夫，掲示物の精選， 

児童生徒の作品があふれる作品展示，危険区域や立入禁止区域の 

表示 

 

養護教諭 

 

教室環境の整備（照明，湿度，気温，アレルギー，騒音等），保健

室利用のマニュアル化と視覚化 ，健康診断時のルール（立ち位置，

並び方，あいさつなど）と配慮 
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(2)  学校スタンダードの取組内容 

   ア 学校環境の整備 

(ｱ)  物的環境 

取組の項目 具体的な内容 

 

 

 

施設設備の完備 

・校内環境のバリアフリー化 

・発達，障がいの状態及び特性等に応じた指導ができる施設や

設備の配慮 

・災害時等への対応に必要な施設や設備の配慮 

・各教室等の施設・設備の整備 

・日照，室温，音の影響の配慮 

・教材教具の確保 

教室の配置 
・発達や障がいの状態及び特性に応じた各教室等の配置 

・リソースルームの設置 

 

校内表示の工夫 

・教室表示のシンボル化（文字と絵） 

・一目でわかるみんなの約束やルールの掲示 

・集会時の並ぶ位置の目印 

 

騒音の軽減 

・机や椅子の音の軽減 

・隣接する教室の音の軽減 

・音のチェック（教室内外，水槽，給食など） 

ゴミ箱の設置と分類 ・燃えるゴミと燃えないゴミの色分け分類 

特別教室の物の置き場 

片付け方の構造化 

・物の置く場所の固定化と表示（一目でわかる置き場所） 

・分かりやすい片付け方（写真，色分け，個数など） 

・整理整頓 

校内の掲示物 

展示物の工夫 

・掲示物の精選 

・全員の作品の展示，児童生徒の作品があふれる作品展示 

危険区域や立入禁止区域の

マーク化 

・施設や設備の点検，危険な施設や設備の整備及び撤去 

・危険区域や立入禁止区域の全校の確認と表示マーク 

・危険物の管理（刃物，薬物等の保管の仕方） 

情報環境の整備 
・ICT 機器の整備 

・無線 LAN の整備 
 

放送やチャイムの工夫 

・放送の音量の調整 

・授業の開始終了時のチャイムの配慮 

・決まった曲による行動の切り替え 
 

教室内掲示物の統一 

・教室前方掲示物の統一 

・スケジュール表の位置の統一 

・教室側面に既習事項や学習のポイントの表示 

 

時計の設置と時刻合わせ 

・教室前方に時計の設置 

・正確な時刻の調整 

・タイムタイマー等の整備 

    〔例〕紫波町立日詰小学校の教室環境 

 

 

 

 

 

 

 

 ◆全員の作品を展示するためのケースの利用 ◆机や椅子の音の軽減のための

テニスボール，机の位置の印 
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◆朝の活動の動線の統一のためのかご 

                         ◆名札保管の仕方の統一のためのケース 

     (ｲ)  人的環境 

取組の項目 具体的な内容 

教師 児童生徒のモデルである教師の姿勢の見直し 

〔例〕盛岡市立厨川中学校「師の 17 条」（活用ツール） 

子ども同士 

「共に学び，共に育つ」児童生徒の育成 

・異学年交流の工夫 

・他校種交流の設定 

・交流及び共同学習の実施 

 

 

地域 

地域の教育資源を活用するとともに，理解者や支援者を増やす 

・地域の方との交流 

・スクールガード 

・ボランティア活動の依頼（学校環境整備の手伝い，読み聞か

せ，放課後支援など） 

 

 

保護者 

 

学校スタンダードの共通理解を図り，支援を共有化 

学校における教育資源としての人材育成と支援者の招集 

・入学説明会，ＰＴＡ総会，学校だより，ホームページ等での

啓発 

・先輩の保護者と保護者との座談会 

スクールクラスター 近隣の特別支援教育担当者との連携 

 

 

 

幼保・小・中・高の連携 

幼保育園と小学校，小学校と中学校，中学校と高校など各々が 

連携する継続的な支援 

・個別の指導計画を基にした引き継ぎと情報交換 

・授業参観や授業研究会，合同研修会 

・出前授業や体験入学 

・学校スタンダードの情報交流，日常的な情報の共有 

言語環境 

言語環境の整備 

・児童（生徒）会長・執行部の話し方 

・教師の話し方の統一 

・放送の話し方のモデル 

   〔例〕   

 

 

 

 

 

 

 

「先輩保護者との座談会」 

 特別支援を必要とする児童生徒の保護者に先輩の保護者の経験談を聞く場を設定し，

情報を提供する。ピアカウンセリングの場を学校として位置付けていく。 

◇担当  特別支援教育コーディネーター，特別支援学級担任 

◇対象者 卒業生の保護者，特別支援学級の保護者，通常の学級の保護者，学校職員 

◇内容  「進学先を決定した時のこと，現在の学校の様子や子どもの様子」 

「家庭での支援，支援グッズの紹介」「小学校時代に大切と思われること」等 
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イ 児童生徒主体の学校スタンダードの取組 

・学級毎の取組 

          スケジュール(月，週，１日)，座席のルール，一人一役当番など 

     ・児童(生徒)会，各委員会の取組 

     〔例〕   

委員会 具体的な内容 

生活委員会 
あいさつの意味の確認，朝のあいさつの奨励，よいあいさつの仕

方のモデル提示，よいあいさつの表彰 

給食委員会 
給食の運搬と配膳のルールの提示，ルールやマナーの表示と構造

化の工夫，身支度等の点検 

 

清掃委員会 

掃除の仕方・道具のしまい方のルールの提示，道具のしまい方の 

視覚化，ゴミ集めや机の位置の印の提案，上手な掃除の仕方のポ 

イント発表，上手な道具のしまい方の表彰 

 

環境委員会 

靴の置き方・上着のかけ方・ロッカーの置き方のルールの提案 

節電の意義とルールの提案，視覚的な表示，表彰  

〔例〕紫波町立日詰小学校「環境委員会の取組」（活用ツール） 

体育委員会 
休み時間の校庭・体育館の使用割当の提示，使用ルールの提案と

表示，全校で取り組む運動の提案， 

放送委員会 
音楽による行動の切り替えの提案と実施，音量の調整，よい話し

方のモデル提示 

 

児童(生徒)会･ 

ＪＲＣ委員会  

学校全体で取り組むソーシャルスキルトレーニング 

「あったか言葉とチクッと言葉」「よいとこ見つけ」「やさしさ 

貯金」「思いやりの木」「ありがとうの木」「○○名人」「困っ 

ている人を助けようプロジェクト」など 

 

３ 活用ツール 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

・盛岡市立厨川中学校「教師の１７条」   本誌 第２章 85 ページへ    

  学校スタンダードの基礎ともなる，教師に望まれる姿勢を校内的に共有していくた 

 めに活用します。 
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～おわりに～ 

  

 《研究協力校》 

 

 

 

 

 

    《取材協力校》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内資源を活用した校内支援実践事例集 

 

発行   平成２８年３月 

   岩手県立総合教育センター 教育支援相談担当 

     〒025-0395 岩手県花巻市北湯口２－８２－１ 

     電話 ０１９８－２７－２８２１ 

本実践事例集作成に当たり，ご協力をいただきました研究協力校，取材協力

校の皆様に心からお礼を申し上げます。 

  一関市立山目小学校 

 盛岡市立厨川中学校 

盛岡市立都南東小学校 

滝沢市立滝沢第二小学校 

平泉町立長島小学校 

花巻市立花巻中学校 

宮古市立花輪中学校 
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